
1 

令和２年第１回大木町議会定例会会議録（第１号） 

１．招集年月日   令和２年３月４日（水）  午前９時３０分開議 

 

２．招集場所    大木町役場議会議場 

 

３．出席議員  １番  馬 場 高 志   ８番  菰 方 英 二 

        ２番  野 口 裕 子   ９番  德 永 伸 行 

        ３番  原 田   勝  １０番  古 賀 知 文 

        ５番  古 賀 靖 子  １１番  小 畠 裕 司 

        ６番  北 島 好 昭  １２番  中 島 宗 昭 

        ７番  益 田 隆 一  １３番  中 島 和 正 

 

４．欠席議員  なし 

 

５．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

町 長 境   公 雄 こども未来課長 内 藤 智 之 

副 町 長 益 田 富 啓 健 康 課 長 田 中 美和子 

教 育 長 北 原 孝 德 福 祉 課 長 池 末 行 成 

総 務 課 長 境   克 浩 産業振興課長 広 松 栄 冶 

企 画 課 長 北 島 克 彦 建設水道課長 川 村 九州生 

会 計 課 長 的 場 哲 也 環 境 課 長 中 村 和 也 

税務町民課長 杉   康 則 
学校教育課長 
兼生涯学習課長 野 田 昌 志 

 

６．本会議に職務のため出席した者の職氏名 議会事務局長  山口 龍也 

 

７．議案の題目 

 

①会期の決定について 

②町長の施政方針について 

③専決処分の承認を求めることについて（令和元年度大木町一般会計補正予算 

 第４号） 

④職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

⑤学校職員の服務の宣誓に関する条例の廃止について 

⑥大木町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例の制定について 
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⑦大木町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部 

 を改正する条例の制定について 

⑧大木町手数料条例の一部を改正する条例の制定について 

⑨大木町人権擁護に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

⑩大木町行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例の一部を改正 

 する条例の制定について 

⑪大木町地域創業・交流支援センターの設置及び管理に関する条例の一部を改 

 正する条例の制定について 

⑫大木町少人数学級編成の実施のために採用する任期付教職員の給与等に関す 

 る条例の制定について 

⑬令和元年度大木町一般会計補正予算（第５号）について 

⑭令和元年度大木町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）について 

⑮令和元年度大木町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について 

⑯令和元年度大木町水道事業会計補正予算（第４号）について 

⑰令和２年度大木町一般会計予算について 

⑱令和２年度大木町国民健康保険特別会計予算について 

⑲令和２年度大木町後期高齢者医療特別会計予算について 

⑳令和２年度大木町水道事業会計予算について 

㉑町道の路線の廃止について 

㉒大木町固定資産評価審査委員会委員の選任について 

㉓人権擁護委員候補者の推薦について 

㉔大木町選挙管理委員会委員の選挙について 

㉕大木町選挙管理委員会補充員の選挙について 

㉖一般質問 

㉗大木町議会運営委員会の閉会中の継続調査の申出について 

㉘大木町議会常任委員会の閉会中の継続調査の申出について 

㉙諸般の報告 

㉚会議録署名議員の指名について 

 

８．議事 

 

 

 

議長  それでは、皆様、改めましておはようございます。 
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 令和２年３月第１回町議会定例会の開会に当たり、一言ご挨拶を申し上げま

す。 

 新型コロナウイルスの影響で、世界的な対策が取られている中、本町におき

ましても臨時休校や卒業式・卒園式の縮小した開催、町主催や共催の集会・イ

ベント等の自粛、議会におきましても本殿など議会報告会の中止など、感染の

封じ込めにご協力をいただき、町民の皆様にも大変ご不自由をおかけいたして

おります。しかし、今こそ町民一丸となってこの脅威に立ち向かい、この危機

を乗り越えてまいりたいと考えております。 

 しかし、一部では誤った情報の流布により、転売目的の生活物資の買い占め

や過剰な物資の買い込みなども発生しております。こういう困難なときだから

こそ、日本人として冷静に、尊厳と誇りを持った思いやりあふれる行動をしよ

うではありませんか。皆様のご理解とご協力を改めてお願いいたします。 

 そうした中、議員各位におかれましては、公私とも大変ご多忙のところ、全

員元気にご出席を賜り、厚くお礼を申し上げます。 

 今定例会には、議案第１号から第２０号まで、多岐にわたる議案が提出なさ

れております。その中でも新年度予算を審議する重要な議会であります。町政

運営の方針につきましては、この後町長から説明がありますが、議案内容につ

いては、それぞれ担当課長から詳しく説明がなされます。特に、本年度卒業を

される境総務課長と北島企画課長には、悔いの残らぬ存分な説明を願いたいと

思います。 

 いずれの議案も、町政運営上重要なものであり、町政発展、住民福祉の向上

につながるものと思います。十分に議論を尽くし、円滑に議事を進められるよ

うご協力をお願いし、開会の挨拶といたします。 

 ただいまの出席議員１２名、したがいまして、定足数に達し、定刻を過ぎま
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したので、議会は成立いたします。 

 ただいまから令和２年第１回大木町議会定例会を開会します。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 なお、本日は、安藤代表監査委員にご出席をお願いいたしております。 

 日程第１、会期の決定についてを議題といたします。 

 去る２月２７日、議会運営委員会が開催されましたので、委員長の報告を求

めます。小畠裕司委員長。 

 

小畠委員長  皆さん、おはようございます。 

 去る２月２７日、議会運営委員会を開催し、令和２年第１回大木町議会定例

会の会期、日程等について協議した結果、会期を本日から３月１９日までの１

６日間と決定しておりますので、ご協力をお願いし、委員長報告といたします。 

 

議長  お諮りいたします。委員長の報告のとおり、会期を本日から３月１９

日までの１６日間と決定することにご異議ありませんか。 

 

    異議なし 

 

議長  ご異議なしと認めます。したがって、日程第１、会期の決定について

は、本日から３月１９日までの１６日間と決定しました。委員長、ご報告あり

がとうございました。 

 日程第２、ここで、議案審議に入る前に町長の挨拶を許します。境町長。 

 

境町長  皆様、おはようございます。 
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 本日ここに令和２年第１回大木町議会定例会を招集いたしましたところ、議

員の皆様方におかれましては、公私とも何かとご多用の中ご出席を賜りまして、

厚くお礼を申し上げます。 

 今年は、桜の開花も随分早くなると予想されておりますが、３月に入り、日

増しに春の気配が感じられるようになり、議員各位におかれましては、ますま

すご健勝のこととお喜びを申し上げます。 

 さて、本定例会には、令和２年度の一般会計予算、特別予算を上程いたして

おります。したがいまして、若干時間をいただき、令和２年度の町政運営の基

本的な方針と主要施策につきまして所信の一端を述べさせていただき、議員各

位及び町民の皆様のご理解とご協力を賜りたいと存じます。 

 まず、昨年１２月に中国河北省武漢市で発生した新型コロナウイルス感染症

は、１月１５日に国内でも初めて感染者が確認され、２月１９日には福岡県内

でも感染者が確認されるなど、さらに国内で感染が拡大しつつあります。２月

２５日には、厚労省が新型コロナウイルス感染症対策の基本指針を示し、感染

症拡大を防止するため、イベント等の開催の再検討と感染拡大の防止対策を呼

びかけました。本町といたしましても、これまでに４回の対策本部会議を開催

し、適時対応してまいりましたが、３月末までの町主催・共催イベントは原則

中止または延期することとし、団体、地域などへも同様のご協力を呼びかけて

おるところでございます。 

 また、国の呼びかけに対応し、小中学校においては３月２日から春休みまで

休校することといたしました。町民の皆様には何かとご迷惑をおかけすること

と存じますが、ご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 昨年末から今年２月にかけては、記録的な暖冬となり、農産物の生育や価格

にも大きな影響が生じました。昨年の夏は、観測史上最も遅い梅雨入りと水不
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足、その後の２度にわたる記録的な豪雨、東日本を襲った台風など、異常気象

による災害に次から次に見舞われた年でありました。また、一昨年は西日本豪

雨、３年前は九州北部豪雨と、毎年災害に見舞われ、山ノ井川の越水、農地の

冠水など、本町においても大きな被害をもたらしています。長期予報によると、

今年の夏も平年並みか平年より暑い夏になることが予想されており、台風や豪

雨による災害の発生が懸念されることから、災害への備えや発生時の対応には

万全を期してまいります。 

 気候変動の影響による異常気象は年々深刻さを増しており、本町では昨年１

２月議会において気候非常事態宣言を、議会のご承認を経て公表いたしました。

町民の皆さんと連携し、災害や猛暑対策などの適応策、効果的な温室効果ガス

の削減対策を推進してまいります。 

 さて、大木町第５次総合計画は、令和２年度が１０年目の最終年度となり、

集大成の年を迎えておりますが、６つの分野目標の達成状況や課題を検証し、

次期第６次総合計画に反映させていく必要があります。本格的な人口減少・少

子高齢化社会を迎え、これまでの社会のありようが大きく変わる中でも、町民

の皆様が暮らしの豊かさを実感できるまちづくりを目指すことが求められてい

ます。少子高齢化・人口減少に伴う縮小社会に備え、自治体経営の考え方を根

本的に見直すことが必要であり、そのことを前提に第６次総合計画を策定し、

今後のまちづくりビジョンを描いていかなければなりません。 

 すなわち、持続的な行政運営と住民自治を両輪として、住民と行政が同じ目

標を持ち、住民と行政の協働によるまちづくり計画として第６次総合計画を策

定してまいります。とりわけ、いつまでも安心して住み続けられる地域を目指

して、地域の困り事を自ら解決できる自立した地域社会を実現するために、校

区まちづくり計画を第６次総合計画の中に位置づけることとしております。ま
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た、行政経営改革を断行し、縦割りの事務事業を整理するなど、効率的な行政

運営の実現と地域との協働推進体制を充実させることが必要だと考えておりま

す。 

 それでは、令和２年度の予算をはじめ、関係諸議案のご審議をお願いするに

当たり、新年度の主な施策の概要を申し上げます。 

 令和２年度は、第５次大木町総合計画の総仕上げの年度として、事業や個別

計画、時代の変化に伴う喫緊の課題に対応する事業との整合性を図りながら、

行財政改革を着実に推進するため、既存事業の徹底した見直しと併せて予算編

成を行ったところでございます。令和２年度の大木町一般会計当初予算は、総

額６１億７，９００万円となり、前年度当初費２億５，７００万円、４．３％

の増加となっております。また、繰入金は財政調整基金から３億１，０００万

円、公共施設整備基金から９，７００万円、大木町夢あふれるまちづくり基金

から８２０万円とし、前年度当初費マイナス３３．８％、２億１，１８０万円

の減となっております。 

 第５次大木町総合計画に掲げます将来像実現のための３つの分野目標の施策

に従いまして、その概要を申し上げます。 

 まず、「水と緑輝く環境先進のまち」についてであります。 

 地球温暖化対策事業では、昨年１２月議会定例会において議決いただきまし

た気候非常事態宣言の目標である、２０５０年までに温室効果ガス排出量実質

ゼロ社会を実現するための対策を推進してまいりますが、令和２年度において

は、近年の気候変動が非常事態であることを住民の皆さんと共有するとともに、

脱炭素社会の実現に向けた行動計画の策定を目標に、あらゆる世代へ呼びかけ

た町民会議を開催するための費用として、アドバイザー謝金、委員報酬など報

償費１１万３，０００円、また二酸化炭素を排出せず、環境への負荷の少ない
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再生可能エネルギーの利用促進を図るために、従来の太陽光発電システム設置

費補助事業に加え、新たにＶ２Ｈシステム設置に対する補助事業として、地球

温暖化対策支援補助金を３３０万円に拡充しています。Ｖ２Ｈシステムを設置

することで、電気自動車にためた電力を家庭内で使用したり、太陽光発電で作

った電力を電気自動車に充電することができるなど、電気自動車を蓄電池とし

て使用することが可能となり、災害による停電時の非常用電源として利用する

ことが可能となります。 

 また、役場の公用車を電気自動車へ切り替えることで温室効果ガス削減につ

ながり、災害時の非常用電源としても活用できることから、電気自動車購入費

として４１１万９，０００円を計上しています。 

 「循環のまちづくりの推進」では、プラスチックの一次選別及び資源化施設

であるＹＫクリーンにおいても稼働から２年が経過し、プラスチックの回収量

は、前年度比約２０％増加するなど、安定した事業運営を行っております。令

和２年度からは、本町とみやま市、柳川市に加え、新たに筑後市、大川市及び

大牟田市が搬入を予定しており、総回収量として約１，０００トンを見込める

など、さらに安定した事業運営を展開できるものと期待しております。 

 また、一般社団法人サスティナブルおおきを指定管理者として、バイオマス

センターと環境プラザの運営管理を行わせるため、指定管理委託料として、そ

れぞれ７，６８４万５，０００円と１，４８２万９，０００円を計上いたして

おります。バイオマスセンターについては、稼働後１３年が経過し、設備の経

年劣化が心配されますが、これからも予防保全を徹底し、事故や設備の故障を

未然に防止するとともに安定運営に努め、生ごみ分別の徹底と液肥の安定利用

を推進してまいります。さらに、もったいない宣言のこれまでの施策をさらに

推し進め、町民の皆様の協力によりごみ分別をさらに推進するため、中学生提
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案事業であるごみ分別アプリの導入及びアプリ使用料として２１万４，０００

円を計上しております。 

 本町のシンボルであり、町民生活にも欠かせない堀の整備保全につきまして

は、平成２８年３月に策定いたしました大木町堀なおし計画の考え方を踏襲し、

基本的な整備方針を定めた上でしっかりと取組を進めてまいります。本年度の

土地改良区地区外水路整備は、大莞小学校周辺水路のり面補修事業を実施する

ほか、県単事業であります次期農村環境整備事業実施計画の策定を行い、集落

内水路の整備を進めるため、早期の事業着手を目指してまいります。また、水

路敷の雑木を処理するための粉砕機を購入する費用として３９６万円を計上し、

各地区と協力しながら雑木の除去を行ってまいります。 

 上水道の充実につきましては、町民生活や産業活動に欠かせないライフライ

ンとなっている現状を踏まえ、安全な水を地震等に耐え得る強靱な施設により

供給することで、持続可能な水道事業の実現を目指すことが必要であることか

ら、第１期配水管路耐震化事業に伴う水道事業会計への出資金として４，３０

０万円を計上いたしております。 

 生活排水処理の充実では、堀の再生に向けた合併処理浄化槽の普及促進に当

たり、合併処理浄化槽設置補助金３，６８２万３，０００円を計上いたしてお

ります。また、発足から６年が経過し、合併処理浄化槽設置者のうち９３％の

加入を得て設置者負担の軽減対策や設置者による適正な維持管理を支援し、ま

た講習会では、昨今の異常気象による災害発生を予測した対応策についてなど

の情報提供を行うなど、先進的な活動をしていただいている一般社団法人大木

町合併処理浄化槽維持管理協会に対する助成金２，０１５万４，０００円を計

上いたしております。 

 ２番目は、「誰もが元気になる健康福祉のまち」についてでございます。 
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 子育て支援の充実については、若い世代の定住を推進するためには、総合的

な子育て支援策の充実・質の高い子育てサービスの提供が必要であり、令和２

年４月から、子育て世代包括支援センターを開設いたしますが、現在の子育て

支援センター事業に加え、母子保健事業を統合し、また新規に産婦健診の助成

の予算として１３５万円を計上しており、職員配置も含め妊娠期から子育て期

にわたる総合的相談や支援を充実させます。 

 学童保育所運営につきましては、平成３０年度には木佐木学童保育所の増設

により、町内全ての学童保育所施設の増改築を行い、入所希望者の待機ゼロを

実現するために施設の充実を図ることができました。運営は引き続き、ＮＰＯ

法人「ほっとかん」へ委託し、３学童６クラブの運営費及び障害児受入れ推進

事業費として指定管理委託料４，４８７万５，０００円を計上いたしておりま

す。 

 また、子育ての負担を軽減するために、様々な支援制度を実施しております。

こども医療費の自己負担を中学３年生まで無料とする費用を含め、こども医療

対策費７，５２６万４，０００円を計上しているほか、多子世帯応援事業、令

和元年１０月からは子育て世帯転入ポイント、出生ポイントの進呈、令和２年

度からふるさと納税寄附金を生かした夢あふれるまちづくり事業の一環として、

本町で生まれた赤ちゃんに町内事業所から取り寄せた木製プレート食器など、

お祝いの品を届ける赤ちゃんギフト事業費として新たに２４０万円を計上いた

しております。 

 さらに、保育の充実については、保育所の待機児童問題や保育士不足問題に

対応するために、多用な保育事業として１，２４３万７，０００円、保育士の

負担軽減、資質向上、保育士の確保を支援する補助事業として５００万８，０

００円を計上いたしております。 
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 地域福祉の充実、高齢者支援、障害者支援につきましては、主に地域に根差

した福祉活動を展開している民生委員・児童委員協議会への助成金として２８

１万２，０００円、社会福祉の充実に向けて事業を展開している社会福祉協議

会への助成金２，２３６万２，０００円を計上しており、そのほか各関係機

関・団体との連携を密にして福祉の充実に努めてまいります。 

 高齢者支援では、独り暮らしの高齢者など、または介護をしている家族に対

して、住宅で安心した生活が継続できるよう支援するため、高齢者の在宅生活

支援事業として５９７万円を計上しています。 

 また、町民の介護予防と日常生活の自立を支援することを目的に、介護予防

日常生活支援総合事業として１，６７７万３，０００円、介護が必要になった

状態となっても住み慣れた地域で暮らし続けられるよう、町と地域と様々な関

係者が連携して医療、介護、予防、住まい、生活支援などを一体的に提供して

いくための仕組みである地域包括ケアシステム構築の実現に向け、地域での高

齢者の生活を支援していくための生活支援体制整備事業委託料１，１４３万４，

０００円、認知症施策の推進のための認知症初期集中支援委託料６５万６，０

００円、認知症カフェ委託料８０万３，０００円、さらには地域の医療・介護

の関係機関の連携体制の構築を推進するための在宅医療・介護連携事業委託料

２１１万２，０００円を計上しています。 

 障害者支援につきましては、障害者地域生活支援事業として１，９２６万７，

０００円、障害者自立支援事業として３億５４４万５，０００円、障害者医療

給付事業として１，１６８万６，０００円をそれぞれ計上し、様々なライフス

タイルにおいて適切な福祉サービスの提供や相談支援、医療費助成などを実施

することが、障害のある人が地域において安心して暮らすことができるよう、

関係機関とも連携しながら支援をしてまいります。 



12 

 「健康づくり・医療体制の充実」につきましては、がん、心疾患、脳血管疾

患、糖尿病などの生活習慣病の増加により、国民健康保険被保険者１人当たり

の医療費は県内でも高額で推移し、平成２６年度から７年連続で福岡県高医療

費市町村の指定を受けるなど、国保財政の逼迫につながっており、このままで

は国保財政が維持できなくなることから、医療費削減対策が喫緊の課題となっ

ています。特に、病気を重症化させないために特定健診、特定保健指導の実施

率を向上させること、一人一人が健康に関心を持ち、病気を予防するために積

極的に健康づくりに取り組めるようにすることなど、町ぐるみで健康づくりの

推進は本町にとって最も重要な課題となっております。 

 地域における健康増進対策の柱として、アクアススポーツクラブをアクアス

と事業統合し、町民の健康づくりの拠点としてさらに充実させ、地域と連携し

た健康づくり体制の構築を図るための費用として、大木町健康づくり公社指定

管理料４，０４３万３，０００円、アクアス大喜楽サロン委託料として３０４

万２，０００円を計上いたしております。また、生活習慣病の早期発見、早期

治療のため、各種がん検診等をはじめとする健康増進事業として１，７９５万

５，０００円、感染症の予防や蔓延防止のための予防費として４，９５０万７，

０００円を計上しており、町民の健康増進を図り、健康寿命を延ばす対策を推

進してまいります。また、健康福祉棟の空調が老朽化し、更新が必要なことか

ら、健康福祉棟空調機器更新工事費として５，２４８万１，０００円を計上い

たしております。 

 ３番目は、「次代を担う人を育む教育文化のまち」についてでございます。 

 学校教育の充実については、不登校など配慮が必要な児童生徒への対応の強

化を図るため、指導主事を２名体制にするほか、スクールカウンセラーによる

相談体制を年間６０時間上増しし、トータルで年５８０時間と強化しています。
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さらに、これまで配置しておりました学校問題研究相談員を廃止して、不登校

の児童生徒などにきめ細かに対応していくために、教職員ＯＢなどによるスク

ールライフサポーターを新たに配置していく費用として８０万円を計上いたし

ております。 

 令和２年度からスタートする新学習指導要領において、小学校に外国語、英

語科が必修化されることに伴い、英語授業に係る教職員の支援を図ることとし

ています。また、プログラミング教育を視野に入れた学校ＩＣＴの環境の更新

を円滑に行うとともに、学校現場で有効活用できるようＩＣＴ支援員を配置い

たします。保護者の経済的負担の軽減を図るための新たな取組として、小学校

新１年生が入学時に購入するいわゆるおけいこ道具について、町で購入して貸

与することとし、そのための費用として４７万６，０００円を計上したほか、

経済的に困窮している保護者に対する就学援助費を小中学校合わせて１，７０

６万１，０００円を計上いたしております。また、学校給食費助成事業につい

ても引き続き実施するための費用として７１５万円を計上いたしております。 

 生涯学習の推進につきましては、今年５月に開館１０年の節目を迎える図書

情報センターでは、記念式典を開催することとしています。また、図書情報セ

ンターを中心に体育館やホール、子育て交流センターなどの多様な施設が立地

する出会いの広場「こっぽーと」を、さらに魅力ある空間としてブラッシュア

ップしていくためのプランづくりを九州大学と連携して取り組むための費用と

して３３万７，０００円を計上いたしております。 

 スポーツの振興では、雨漏りによる床や壁が劣化している総合体育館の大規

模改修に係る工事費２億５，６９２万円を計上いたしております。また、東京

オリンピック・パラリンピックの開催に係る記念事業として、パラリンピック

聖火リレーフェスティバルを実施するための費用として２３万円を計上いたし
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ております。 

 芸術文化の振興につきましては、本町では実施できない質の高い美術や舞台

芸術などの作品に触れてもらう機会をつくるため、昨年からスタートさせた久

留米市美術館・久留米シティプラザと連携して行う芸術鑑賞事業に１６万３，

０００円を計上いたしております。 

 ４番目に、「豊かで活力に満ちた元気産業のまち」についてでございます。 

 本町の基幹産業である農業の振興につきましては、土地利用型農業振興事業

として国が重点作物と位置づけた小麦、大豆等の作付拡大、品質向上を推進す

る農業振興助成事業や、農業・農村の有する多面的機能を維持発揮させるため

の共同活動を支援する多面的機能支払交付金事業など合わせて６，２９２万７，

０００円を計上しておりますが、新年度より活動組織の広域化により、多面的

機能支払交付金事業資源向上支払交付金の施設の長寿命化事業に着手すること

から、本事業費は前年度比較で２，４０６万円余の増額としております。 

 また、農業の担い手確保、育成を柱とした農業担い手支援事業として、農業

次世代人材投資資金、旧青年就農給付金や、認定新規就農者が共同で機械を導

入する場合に支払う新規就農者機械共同利用支援事業のほか、令和２年度から

はふるさと納税夢あふれるまちづくり事業の一環で、新たに新規就農者が移住

する場合や転入する場合の新規就農者移住定住促進事業費として４１０万円を

含め５，５５３万４，０００円を計上いたしております。 

 土地改良施設維持管理事業として、大木町土地改良区が実施した基盤整備事

業元利償還金補助や国営造成排水施設維持管理負担金などに９，６１７万５，

０００円、農業振興地域整備事業として農振全体の見直しのための委託費など

に４３６万１，０００円、施設園芸型農業振興事業として、本町特産品である

イチゴ、アスパラガス等の生産を維持・拡大し、産地として確立するための特
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産農産物産地確立対策事業や活力ある高収益型園芸産地育成事業補助金などに

１億３，５７２万９，０００円、おしゃれな農村（まち）づくり事業として、

道の駅及び地域創業交流支援センターの管理運営委託料や多子世帯応援事業で

あります地産地消推進事業費などに２，３８２万円を計上いたしております。 

 商工業の振興につきましては、商工振興事業として町内中小事業所の育成、

振興を図るための中小企業預託金融資や地域振興券プレミアム助成、大木町住

宅改修補助金など９，３３８万２，０００円を計上いたしております。 

 地方創生費では、地域創業交流支援センター推進委託業務費２，７６１万２，

０００円ほか、平成３１年度より創設しました各種検診の受診率の向上や健康

づくりの推進、子育て支援、行政活動への住民参加と地域経済の好循環をつく

り出すための地域ポイント制度関連事業費として４７５万７，０００円など、

３，２９３万２，０００円を計上いたしております。 

 ５番目は、「さらなる発展の基盤が整ったまち」についてでございます。 

 道路・交通網の充実につきましては、基幹的な道路の整備は国の交付金事業

により対処し、比較的規模が小さく、幅員の狭い道路は交付金事業及び単独事

業により計画的にかつ効率的に進めてまいります。具体的には、道路維持費と

して町道の補修工事費、大雨時に冠水する道路のかさ上げ工事費などとして６，

５００万円、道路新設改良費として自転車歩行者道整備事業では、町道１０号

線花宗川三八松信号の整備事業費として橋梁架替え工事費に５，０００万円、

狭隘道路整備工事として７０３万円を計上いたしております。 

 消防・防災体制の充実につきましては、常備消防費として久留米広域市町村

圏事務組合を構成する４市２町を管轄する久留米広域消防本部負担金として１

億５，２４３万円を計上し、新規事業として筑後地域消防通信指令センターの

司令システム・デジタル無線設備改修整備及び本部庁舎非常用発電機外改修工
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事が予定されています。また、非常備消防費では、新規事業として福岡県消防

ポンプ操法大会出場費５５６万７，０００円、経年劣化した小型動力ポンプ付

積載車更新費７４６万６，０００円など、４，０２７万２，０００円を計上し

消防団の充実・強化に努めてまいります。 

 また、防災施設・施設整備事業として防災行政無線の操作卓、拡声装置及び

子局などのバッテリー交換工事５２８万円、住宅の７５歳以上で構成される世

帯を対象として防災行政無線戸別受信機を整備する費用として１０４万５，０

００円など、さらなる防災対策の充実強化を図ってまいります。 

 情報化の推進につきましては、現在の総合行政システムのリース期間が終了

するために、令和４年２月の本格稼働を目指す総合行政システムリプレイスに

要するデータ移行プログラム設定開発委託料１，０４８万円を計上し、情報通

信技術の活用による行政手続等に係る利便性の向上並びに行政運営の簡素化及

び効率化に努めてまいります。 

 最後に、「みんなの力で未来をつくるまち」についてでございます。 

 本格的な少子高齢化社会、人口減少社会を迎える中で、いつまでも住み続け

られる活力ある地域社会を築いていくためには、地域の自治活動や校区活動が

活性化し、自分たちの困り事は自分たちで解決できる自立した地域づくりが欠

かせません。令和３年度から始まる第６次総合計画では、校区まちづくり計画

を位置づけ、行政と地域、住民が両輪として協働のまちづくりを実現できる計

画づくりを目指します。第６次総合計画を地域の声を反映して、職員自らつく

るためのアドバイザー謝金や費用弁償の費用として２０１万円、協働のまちづ

くりの推進やコミュニティ活動の活性化に向けて、校区における独自活動を支

援する提案事業助成金、行政区単位のコミュニティ活動支援など合わせて１，

６０９万１，０００円を計上いたしております。 
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 また、男女誰もが個性と能力を十分に発揮できる豊かなまちを実現するため

に、大木町男女が認め合い社会参画を推進する条例や第２次大木町男女共同参

画推進計画に基づき、男女共同参画を推進する費用として、男女共同参画活動

助成金２２万５，０００円など、７０万３，０００円を計上いたしております。 

 さらに、全国から寄せられるふるさと納税寄附金につきましては、その使い

道について夢あふれるまちづくり事業を活用し、納税者の皆様から納得いただ

けるように推進してまいります。 

 以上、令和２年度の町政運営に臨む私の所信の一端と主要施策の概要につい

て申し上げましたが、本格的な少子高齢化・人口減少社会を前に、効率的な行

政運営を徹底するとともに、町民の皆様との協働の取組を進めながら、本町の

強みを生かした持続可能なまちづくりを進めてまいりますので、議員各位並び

に町民の皆様の一層のご支援とご協力を切にお願い申し上げるものでございま

す。 

 なお、今回の定例町議会に提案させていただきます議案は、専決処分の承認

を求めること１件、条例の一部を改正するもの７件、新たな条例の制定１件、

条例の廃止１件、予算関係といたしまして、令和元年度の一般会計などの補正

予算案が４件、令和２年度当初予算案として一般会計及び２つの特別会計と水

道事業会計の合計４件、町道路線の廃止について１件、委員の選任について１

件の総計２０議案及び委員候補者の推薦の諮問１件となっております。いずれ

の案件も、町政運営上緊要なものでございますので、慎重なるご審議の上、議

決賜りますようお願い申し上げまして、開会に当たりましてのご挨拶とさせて

いただきます。 

 

議長  町長の挨拶を終わります。 
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 日程第３、議案第１号専決処分の承認を求めることについてを議題といたし

ます。 

 職員に議案を朗読いたさせます。事務局長。 

 

事務局長  議案第１号専決処分の承認を求めることについて。 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１７９条第１項の規定により、次

のとおり専決処分したので、同条第３項の規定によりこれを議会に報告し、承

認を求める。 

 令和２年３月４日提出、大木町長、境公雄。 

 １、処分件名。令和元年度大木町一般会計補正予算（第４号） 

 ２、処分年月日。令和２年２月５日。 

 以上です。 

 

議長  職員の朗読を終わります。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。境町長。 

 

境町長  議案第１号専決処分の承認を求めることについての提案理由を申し

上げます。 

 本案は、ふるさと納税寄附金について、本年度に想定していた額を超える寄

附金が寄せられたため、想定額を超えた分の事務委託料などを新たに支出する

必要が生じたことから、これを補正予算として計上し、令和２年２月５日付で

専決処分を行ったものでございます。 

 内容といたしましては、令和元年度大木町一般会計歳入歳出予算の総額に、

歳入歳出それぞれ５６８万３，０００円を追加し、それぞれの合計を６２億５，
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１００万６，０００円として計上いたしております。歳入では、ふるさと納税

寄附金５６８万３，０００円の増、歳出では、インターネット決済手数料１２

８万３，０００円の増、支援業務委託料４４０万円の増を計上いたしておりま

す。 

 詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議いただき、承認

賜りますようお願い申し上げまして、提案理由といたします。 

 

議長  これをもって提案理由の説明を終わります。 

 詳細にわたる説明を所管課長に求めます。歳入歳出続けて説明を願います。

的場会計課長。 

 

会計課長  それでは、議案第１号専決処分の承認を求めることについての説

明をいたします。 

 本案は、ふるさと納税事業において諸般の事業により本年度寄附想定額３億

円を見込んで必要経費の予算化をしておりましたが、１２月末日時点において

４億８，５００万円を超える寄附が寄せられ、２月中に支払うべきクレジット

決済手数料及び業務委託料の不足が見込まれ、補正予算を計上するため、令和

２年２月５日付専決第１号として補正予算第４号の専決処分を行ったものです。 

 それでは、まず、歳入予算のほうから説明いたします。 

 予算書の９ページ、１０ページをお願いいたします。 

 １６款寄附金、１項寄附金、２目総務費寄附金５６８万３，０００円の補正

です。 

 １節総務管理寄附金は同額です。ふるさと納税寄附金を充てております。 

 続きまして、歳出予算を説明いたします。 
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 １１ページ、１２ページをお願いいたします。 

 ２款総務費、１項総務管理費、６目企画費で５６８万３，０００円の補正で

す。 

 １２節役務費１２８万３，０００円、１３節委託料４４０万円を計上してお

ります。 

 内容といたしましては、右側説明欄をご覧ください。 

 役務費では、インターネット決済手数料でクレジット決済手数料として１２

８万３，０００円、委託料では、支援業務委託料としてふるさと納税事業にお

ける管理運営業務委託料として４４０万円を計上しております。 

 以上で、歳出予算補正の説明を終わります。 

 

議長  所管課長の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

 

    質疑なし 

 

議長  質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。議案第１号については、会議規則第３８条第３項の規定

によって委員会の付託を省略したいと思います。ご異議ありませんか。 

 

    異議なし 

 

議長  ご異議なしと認めます。したがって、議案第１号については委員会の

付託を省略することに決定しました。 
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 これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

    討論なし 

 

議長  討論なしと認めます。 

 お諮りいたします。採決を行いたいと思います。ご異議ありませんか。 

 

    異議なし 

 

議長  ご異議なしと認めます。 

 日程第３、議案第１号専決処分の承認を求めることについては、原案のとお

り決定することに賛成の方は起立願います。 

 

    起立多数 

 

議長  起立多数です。したがって、議案第１号本案については、原案のとお

り承認されました。 

 日程第４、議案第２号職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例

の制定についてを議題といたします。 

 職員に議案を朗読いたさせます。事務局長。 

 

事務局長  議案第２号職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例

の制定について。 

 次のとおり、職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例を制定す



22 

ることについて、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第９６条第１項第１

号の規定により議会の議決を求める。 

 令和２年３月４日提出、大木町長、境公雄。 

 以上でございます。 

 

議長  職員の朗読を終わります。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。境町長。 

 

境町長  議案第２号職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例の

制定についての提案理由を申し上げます。 

 本案は、地方公務員法の改正に伴い、会計年度任用職員及び県費負担教職員

の服務の宣誓に関し、必要な事項を定める必要があるので、この条例を制定し

ようとするものであります。 

 詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議いただき、議決

賜りますようお願い申し上げまして、提案理由といたします。 

 

議長  これをもって提案理由の説明を終わります。 

 詳細にわたる説明を所管課長に求めます。境総務課長。 

 

総務課長  議案第２号職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例

の制定についてご説明をいたします。 

 条例の改正案並びに参考資料の１ページをお願いいたします。 

 第２条第２項の改正につきましては、学校等における県費負担教職員の任命

権者は県の教育委員会でございますが、職員の服務の宣誓については当該職員
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の身分の属します市町村で定める必要があるので、県費負担教職員に関する規

定を追加するものでございます。 

 次に、第３項では、地方公務員法の改正に伴う会計年度任用職員の服務の宣

誓について定めるものでございますが、会計年度任用職員につきましては、制

度導入前の任用形態や手続が様々であり、それぞれの職員にふさわしい方法で

行うことが望ましいことから、別段の定めをすることができると規定するもの

でございます。 

 なお、この条例は令和２年４月１日から施行することといたしております。 

 以上で説明を終わらせていただきます。 

 

議長  所管課長の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

 

    質疑なし 

 

議長  質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。議案第２号については、会議規則第３８条第３項の規定

により委員会の付託を省略したいと思います。ご異議ありませんか。 

 

    異議なし 

 

議長  ご異議なしと認めます。したがって、議案第２号については委員会の

付託を省略することに決定しました。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 
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    討論なし 

 

議長  討論なしと認めます。 

 お諮りいたします。採決を行いたいと思います。ご異議ありませんか。 

 

    異議なし 

 

議長  ご異議なしと認めます。 

  日程第４、議案第２号職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条

例の制定については、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

 

    起立多数 

 

議長  起立多数です。したがって、議案第２号本案については、原案のとお

り可決されました。 

 日程第５、議案第３号学校職員の服務の宣誓に関する条例の廃止についてを

議題といたします。 

 職員に議案を朗読いたさせます。事務局長。 

 

事務局長  議案第３号学校職員の服務の宣誓に関する条例の廃止について。 

 次のとおり学校職員の服務の宣誓に関する条例を廃止することについて、地

方自治法（昭和２２年法律第６７号）第９６条第１項第１号の規定により議会

の議決を求める。 
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 令和２年３月４日提出、大木町長、境公雄。 

 以上でございます。 

 

議長  職員の朗読を終わります。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。境町長。 

 

境町長  議案第３号学校職員の服務の宣誓に関する条例の廃止についての提

案理由を申し上げます。 

 本案は、地方公務員法の改正に伴い、職員の服務の宣誓に関する条例を全て

の職員に対して適用するため、この条例を廃止しようとするものでございます。 

 詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議いただき、議決

賜りますようお願い申し上げまして、提案理由といたします。 

 

議長  これをもって提案理由の説明を終わります。 

 詳細にわたる説明を所管課長に求めます。境総務課長。 

 

総務課長  議案第３号学校職員の服務の宣誓に関する条例の廃止についてご

説明いたします。 

 議案書の条例の廃止案をお願いいたします。 

 本案は、地方公務員法の改正に伴い、先ほど議案第２号で議決をいただきま

した職員の服務の宣誓に関する条例、これを全ての職員に対して適用すること

から、正規職員、それから４月からスタートいたします会計年度任用職員、そ

れから県費負担教職員、全ての職員に対しまして適用することから、学校職員

の服務の宣誓に関する条例を廃止するものでございます。 
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 なお、この条例は、令和２年４月１日から施行することといたしております。 

 以上で説明を終わらせていただきます。 

 

議長  所管課長の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

 

    質疑なし 

 

議長  質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。議案第３号については、会議規則第３８条第３項の規定

により委員会の付託を省略したいと思います。ご異議ありませんか。 

 

    異議なし 

 

議長  ご異議なしと認めます。したがって、議案第３号については委員会の

付託を省略することに決定しました。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

    討論なし 

 

議長  討論なしと認めます。 

 お諮りいたします。採決を行いたいと思います。ご異議ありませんか。 

 

    異議なし 
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議長  ご異議なしと認めます。 

 日程第５、議案第３号学校職員の服務の宣誓に関する条例の廃止については、

原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

 

    起立多数 

 

議長  起立多数です。したがって、議案第３号本案については、原案のとお

り可決されました。 

 日程第６、議案第４号大木町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する

条例の制定についてを議題といたします。 

 職員に議案を朗読いたさせます。事務局長。 

 

事務局長  議案第４号大木町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する

条例の制定について。 

 次のとおり大木町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例を制定

することについて、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第９６条第１項第

１号の規定により、議会の議決を求める。 

 令和２年３月４日提出、大木町長、境公雄。 

 以上でございます。 

 

議長  職員の朗読を終わります。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。境町長。 
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境町長  議案第４号大木町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条

例の制定についての提案理由を申し上げます。 

 本案は、情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性の向上

並びに行政運営の簡素化及び効率化を図るため、行政手続上における情報通信

の技術の利用に関する法律等の一部を改正する法律の施行に伴い、所要の規定

の整備を行う必要があるので、この条例を制定しようとするものでございます。 

 詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議いただき、議決

賜りますようお願い申し上げまして、提案理由といたします。 

 

議長  これをもって提案理由の説明を終わります。 

 詳細にわたる説明を所管課長に求めます。境総務課長。 

 

総務課長  議案第４号大木町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する

条例の制定についてご説明いたします。 

 参考資料、新旧対照表とも２ページをお願いいたします。また併せまして議

案書の条例改正案をお願いいたします。 

 第６条第２項の改正でございますが、従来の行政手続オンライン化法では、

書面等により行うこととされています申請などについて、書面によることに加

え、オンラインにより行うことを可能とするためには、これまでオンラインに

より申請等を行った場合の正副本の取扱いを個別の法令で定めることが必要で

ございましたが、改正されましたデジタル行政推進法では、正副本の提出方法

も含めて個別法令に規定する方法により行われたものとみなすこととされたた

め、従来のオンラインにより申請等を行った場合の正副本の取扱いを規定いた

します第６条第２項を削除するものでございます。 
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 なお、この条例は交付の日から施行いたします。 

 以上で説明を終わらせていただきます。 

 

議長  所管課長の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

 

    質疑なし 

 

議長  質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。議案第４号については、会議規則第３８条第３項の規定

により委員会の付託を省略したいと思います。ご異議ありませんか。 

 

    異議なし 

 

議長  ご異議なしと認めます。したがって、議案第４号については委員会の

付託を省略することに決定しました。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

    討論なし 

 

議長  討論なしと認めます。 

 お諮りいたします。採決を行いたいと思います。ご異議ありませんか。 

 

    異議なし 



30 

 

議長  ご異議なしと認めます。 

 日程第６、議案第４号大木町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する

条例の制定については、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

 

    起立多数 

 

議長  起立多数です。したがって、議案第４号本案については、原案のとお

り可決されました。 

 日程第７、議案第５号大木町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁

償に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

 職員に議案を朗読いたさせます。事務局長。 

 

事務局長  議案第５号大木町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁

償に関する条例の一部を改正する条例の制定について。 

 次のとおり大木町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する

条例の一部を改正する条例を制定することについて、地方自治法（昭和２２年

法律第６７号）第９６条第１項第１号の規定により、議会の議決を求める。 

 令和２年３月４日提出、大木町長、境公雄。 

 以上でございます。 

 

議長  職員の朗読を終わります。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。境町長。 
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境町長  議案第５号大木町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償

に関する条例の一部を改正する条例の制定についての提案理由を申し上げます。 

 本案は、特別職の職員で非常勤のものの身分が厳格された地方公務員法の改

正に伴い、特別職の職員で非常勤のものの報酬について所要の規定を整備を行

う必要があるので、この条例を制定しようとするものでございます。 

 詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議いただき、議決

賜りますようお願い申し上げまして、提案理由といたします。 

 

議長  これをもって提案理由の説明を終わります。 

 詳細にわたる説明を所管課長に求めます。境総務課長。 

 

総務課長  議案第５号大木町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁

償に関する条例の一部を改正する条例の制定についてご説明いたします。 

 議案書の条例改正案、並びに新旧対照表等の３ページから８ページをお願い

いたします。 

 第４条の２の改正は、一般職及び常勤の特別職の職員が非常勤特別職の職を

兼ねる場合は、原則として非常勤特別職の報酬を支給しないものでありますが、

このたびの非常勤特別職の見直しに伴い、新たにスポーツ推進委員を追加する

ものでございますが、スポーツ推進委員の活動の多くは、休日のほか大木町職

員の勤務時間、休暇等に関する条例及び規則で定めます職員の勤務時間以外の

時間に行われるため、この規定を削除するものでございます。 

 次に、第６条の改正は、既に第５条で規定をしておるため削除をするもので

ございます。 

 別表第１の改正は、地方公務員法の改正により法令等で定められた委員や委
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員会の構成員及び専門的な知識、経験等を有する者が非専務的に公務に参加す

る労働性の低い職などに限定されました特別職の職員で非常勤のものの区分及

び報酬額を規定するものでございます。 

 なお、これまで大木町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関

する条例並びに施行規則で定めていた区分のもので、改正します条例における

特別職の職員で非常勤のもの以外の者につきましては、大木町報償費の支給に

関する規定に基づき、報償費として従来どおり支給することとなります。 

 なお、この条例は令和２年４月１日から施行いたします。 

 以上で説明を終わらせていただきます。 

 

議長  所管課長の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。質疑ありませんか。１１番小畠裕司議員。 

 

小畠裕司議員  今回の条例改正の中では、今課長のお話しされたところとは

少し違うのかもしれませんけれども、別表の中で識見を有する者として、括弧

書きで弁護士等、それから上記以外の者ということで費用の金額は７，０００

円、３，０００円と違ってきております。それから、空き家対策等の協議委員

に関しては、括弧書きで弁護士及び司法書士と限定されてあります。限定され

ていない、弁護士等というところの「等」の部分の語句の説明を、今は求めま

せんが、後ほど議会のほうに提出していただければと思います。どのような方

がどのような区分でこの「等」というところに入るのかをお尋ねしたいと思っ

ております。 

 以上、よろしくお願いします。 
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議長  では、境課長、後ほどお示しを願いたいと思います。 

 ほかにございますか。２番野口裕子議員。 

 

野口裕子議員  条例改正とちょっとまた異なると思いますけれども、本日こ

の改正表を見させていただきましてご質問したいことがあります。 

 学校医の件ですけれども、内科医、歯科医、耳鼻科医、眼科医の金額の違い、

１人当たり年額１５０円というところは同じで、その違いがあるというところ

はどういう計算法になっているのかなと思いましてお伺いいたします。 

 

議長  答弁を許します。野田学校教育課長。 

 

学校教育課長  ご質問にお答えいたします。 

 今回の改正につきましては、大川市のほうがこの報酬の見直しを行うのに伴

って、本町についてもその辺についてを少し整合を図るために見直しを行って

いるところです。内科医と眼科医の違いについては、これまでも差があったわ

けですけれども、健診の中身がやはり内科医のほうがかなりの時間を要すると、

眼科医のほうがある程度短時間に終わると、そういったこともあって基本額に

違いが出ているんではないかというふうに認識しております。 

 以上です。 

 

議長  ２番野口裕子議員。 

 

野口裕子議員  この年額１５０円ということは、ではこの計算が違ってくる

ということですかね。その根拠もお願いいたします。 
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議長  暫時休憩いたします。 

 

 

休憩    １０時  分 

再開    １０時  分 

 

 

議長  それでは、再開いたします。野田学校教育課長。 

 

学校教育課長  ご質問にお答えいたします。 

 この生徒１人につきというのは、基本額にその分を加算するという意味でご

ざいます。 

 以上です。 

 

議長  ほかに質疑ございませんか。 

 

    質疑なし 

 

議長  これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。議案第５号については、会議規則第３８条第３項の規定

により委員会の付託を省略したいと思います。ご異議ありませんか。 

 

    異議なし 



35 

 

議長  ご異議なしと認めます。したがって、議案第５号については委員会の

付託を省略することに決定しました。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

    討論なし 

 

議長  討論なしと認めます。 

 お諮りいたします。採決を行いたいと思います。ご異議ありませんか。 

 

    異議なし 

 

議長  ご異議なしと認めます。 

 日程第７、議案第５号大木町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁

償に関する条例の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり決定す

ることに賛成の方は起立願います。 

 

    起立多数 

 

議長  起立多数です。したがって、議案第５号本案については、原案のとお

り可決されました。 

 日程第８、議案第６号大木町手数料条例の一部を改正する条例の制定につい

てを議題といたします。 

 職員に議案を朗読いたさせます。事務局長。 
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事務局長  議案第６号大木町手数料条例の一部を改正する条例の制定につい

て。 

 次のとおり大木町手数料条例の一部を改正する条例を制定することについて、

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第９６条第１項第１号の規定により、

議会の議決を求める。 

 令和２年３月４日提出、大木町長、境公雄。 

 以上でございます。 

 

議長  職員の朗読を終わります。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。境町長。 

 

境町長  議案第６号大木町手数料条例の一部を改正する条例の制定について

の説明理由を申し上げます。 

 本案は、住民基本台帳法が改正され、住民票の除票の写しなどの写し交付が

制度化されたことに伴い、大木町手数料条例の一部につき所要の改正を行うも

のでございます。 

 詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議いただき、議決

賜りますようにお願い申し上げまして、提案理由といたします。 

 

議長  これをもって提案理由の説明を終わります。 

 詳細にわたる説明を所管課長に求めます。杉税務町民課長。 

 

税務町民課長  今回の改正につきましては、住民基本台帳法が改正され、住
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民票の除票の写し等及び戸籍の附票の除票の写しの交付が制度化されたことに

伴い、住民票の除票の写し等及び戸籍の附票の附票の写しの交付に要する手数

料等を定める必要が生じたため、本町手数料条例の一部を改正するものであり

ます。 

 本日、お手元にＡ３サイズ縦の説明資料をお配りしております。この説明資

料に沿って説明していきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 また、この説明資料、新旧対照表を小さくコピーして、右側の概要欄に①か

ら⑩まで、今回の改正の概要を挙げております。この数字に沿って説明してい

きたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、今回の改正、別表の改正でございます。 

 まず①の改正でございますが、これは官公署からの請求に係るものを規定し

た第１０条の２第２項を削除したものでございます。これは、本条例第７条第

１項第４号により官公署からの請求に係るものは手数料を徴しないと規定して

いるため、本省中の第１０条の２第２項を除いたものでございます。 

 次に、②でございますが、これは字句の修正で「の」の追加を行ったもので

す。 

 ③の改正ですが、これも同じく字句の修正です。 

 ④の改正は、別表の摘要欄の「除票を含む」を削除したものでございます。

これは、法改正により新たに⑦で住民票の除票の写し等の交付を指定したため、

この場より除いたものです。 

 続きまして、⑤の改正です。先ほどと同じく、官公署分を除いたものです。 

 ⑥の改正は、後ほど⑦で手数料の追加を行いますので、法改正により除票を

除いたため、「住民票の写し等」を「住民票又は住民票に記載した事項に関す

る証明書」に改めたものでございます。 
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 ⑦の改正は、手数料の新規追加でございます。法改正により、住民票の除票

の写し等の交付に要する手数料を新たに追加したものでございます。 

 ⑧の改正につきましては、官公署からの請求に係るものを除いたもののです。 

 ⑨につきましては、法改正により戸籍の附票の除票の写しの交付が制度化さ

れたため、事務の内容の欄の「戸籍の附票に関する証明書」を「戸籍の附票の

写し」に、手数料の名称を戸籍の附票の写しの交付手数料に、摘要欄の「除か

れた戸籍」を「当該戸籍の附票から除かれたもの」に改正したものでございま

す。 

 ⑩は、手数料の新規の追加でございます。法改正により、戸籍の附票の除票

の写しの交付に要する手数料を新たに追加したものでございます。 

 以上で、大木町手数料条例の一部を改正する条例についての説明を終わらせ

ていただきます。 

 

議長  所管課長の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。質疑ありませんか。７番益田隆一議員。 

 

益田隆一議員  私も本当に勉強不足で申し訳ないんですが、除票の附票の

云々言われてもちょっとぴんとこないので、これ要は住民票は今まで出してて、

過去の住所が載ってこないということなんですかね。それは別途請求せにゃい

かんということなんでしょうか。ちょっと、私はぴんとこないので意味が分か

らない。 

 

議長  答弁を許します。杉税務町民課長。 
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税務町民課長  載ってこないではなくて、そこをきちっと定義された、除か

れた戸籍の附票にとかという表現になっているかと思うんですけれども、そこ

の部分を今回きちっと法のほうで定義されたという形で、それをきちっと手数

料条例の中で定義したという形になります。今までも出している分をきちっと

整理して手数料条例の中でうたい込んだという今回の改正になっています。 

 

議長  ７番益田隆一議員。 

 

益田隆一議員  ということは、今までかかっていたからプラス２００円取る

とか、そういう意味じゃないですよね。 

 

議長  杉税務町民課長。 

 

税務町民課長  今までも出していた分で、今までは手数料条例上は何々等と

かという部分で、含んで徴収していた分を今回新たに項目を設けて、きちっと

この分、この分ということで定義をしたという今回の改正になっています。 

 以上です。 

 

議長  ほかに質疑ありませんか。 

 

    質疑なし 

 

議長  質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。議案第６号については、会議規則第３８条第３項の規定
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により委員会の付託を省略したいと思います。ご異議ありませんか。 

 

    異議なし 

 

議長  ご異議なしと認めます。したがって、議案第６号については委員会の

付託を省略することに決定しました。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

    討論なし 

 

議長  討論なしと認めます。 

 お諮りいたします。採決を行いたいと思います。ご異議ありませんか。 

 

    異議なし 

 

議長  ご異議なしと認めます。日程第８、議案第６号大木町手数料条例の一

部を改正する条例の制定については、原案のとおり決定することに賛成の方は

起立願います。 

 

    起立多数 

 

議長  起立多数です。したがって、議案第６号本案については、原案のとお

り可決されました。 

 暫時休憩をいたします。再開を１０時５５分といたします。 
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休憩    １０時４６分 

再開    １０時５５分 

 

 

議長  それでは、再開をいたします。 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 日程第９、議案第７号大木町人権擁護に関する条例の一部を改正する条例の

制定についてを議題といたします。 

 職員に議案を朗読いたさせます。事務局長。 

 

事務局長  議案第７号大木町人権擁護に関する条例の一部を改正する条例の

制定について。 

 次のとおり大木町人権擁護に関する条例の一部を改正する条例を制定するこ

とについて、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第９６条第１項第１号の

規定により議会の議決を求める。 

 令和２年３月４日提出。大木町長、境公雄。 

 以上でございます。 

 

議長  職員の朗読を終わります。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。境町長。 

 

境町長  議案第７号大木町人権擁護に関する条例の一部を改正する条例の制
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定についての提案理由を申し上げます。 

 本案は、部落差別の解消の推進に関する法律（平成２８年法律第１０９号）

の趣旨を踏まえ、部落差別をはじめとするあらゆる差別を解消し、人権擁護の

社会づくりを推進する必要があるので、大木町人権擁護に関する条例の一部に

つき、所要の改正を行うものでございます。 

 詳細につきましては担当課長に説明させますので、ご審議いただき議決賜り

ますようお願い申し上げまして、提案理由といたします。 

 

議長  これをもって提案理由の説明を終わります。 

 詳細にわたる説明を所管課長に求めます。杉税務町民課長。 

 

税務町民課長  大木町人権擁護に関する条例の一部を改正する条例について

ご説明いたします。 

 今回の改正につきましては、平成２８年１２月１６日から施行された部落差

別の解消の推進に関する法律の趣旨を踏まえ、平成１５年に施行した大木町人

権擁護に関する条例を一部改正するものでございます。 

 お手元に新旧対照表をお配りしておりますので、１３ページをお願いいたし

ます。 

 最初に、題名を大木町部落差別をはじめとするあらゆる差別の解消及び人権

擁護に関する条例に改正するものでございます。 

 続きまして、第１条、目的は、部落差別の解消の推進に関する法律（平成２

８年法律第１０９号）の趣旨を踏まえ、部落差別をはじめとするあらゆる差別

の解消を図るための新たな目的を掲げたものでございます。 

 第３条、町民の責務は、あらゆる差別を解消するための施策に協力すること
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を加えることにより、町民の責務をさらに明らかにするものであります。 

 第４条、町の施策の推進は、町民及び関係機関等と協力をうたうことにより、

横の連携強化を推進するものであります。 

 第２項は、施策の策定及び推進に反映させるために改めることにより、より

分かりやすく改正するものでございます。 

 第４条の次に相談体制の充実、第５条、町はあらゆる差別に関する相談に的

確に応じるため、相談体制の充実に努めるものとするを新たに加えることで、

相談体制の充実に努めることを明記するものです。 

 現行の第５条、６条、７条は字句の修正及びそれぞれ１条を加え、６条、７

条、８条に改めるものであります。 

 以上で、大木町人権擁護に関する条例の一部を改正する条例についての説明

を終わらせていただきます。 

 

議長  所管課長の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

 

    質疑なし 

 

議長  質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。議案第７号については、会議規則第３８条第３項の規定

により委員会の付託を省略したいと思います。ご異議ありませんか。 

 

    異議なし 
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議長  ご異議なしと認めます。したがって、議案第７号については委員会の

付託を省略することに決定しました。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

    討論なし 

 

議長  討論なしと認めます。 

 お諮りいたします。採決を行いたいと思います。ご異議ありませんか。 

 

    異議なし 

 

議長  ご異議なしと認めます。 

 日程第９、議案第７号大木町人権擁護に関する条例の一部を改正する条例の

制定については、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

 

    起立多数 

 

議長  起立多数です。したがって、議案第７号本案については、原案のとお

り可決されました。 

 日程第１０、議案第８号大木町行政手続等における情報通信の技術の利用に

関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

 職員に議案を朗読いたさせます。事務局長。 

 

事務局長  議案第８号大木町行政手続等における情報通信の技術の利用に関
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する条例の一部を改正する条例の制定について。 

 次のとおり大木町行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例の

一部を改正する条例を制定することについて、地方自治法（昭和２２年法律第

６７号）第９６条第１項第１号の規定により、議会の議決を求める。 

 令和２年３月４日提出、大木町長、境公雄。 

 以上でございます。 

 

議長  職員の朗読を終わります。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。境町長。 

 

境町長  議案第８号大木町行政手続等における情報通信の技術の利用に関す

る条例の一部を改正する条例の制定についての提案理由を申し上げます。 

 本案は、行政手続等における情報通信の技術の利用に関する法律の改正に伴

い、行政等のデジタル化の推進に関し、所要の規定の整備を行う必要があるの

で、この条例を制定しようとするものでございます。 

 詳細につきましては担当課長に説明させますので、ご審議いただき議決賜り

ますようお願い申し上げまして、提案理由といたします。 

 

議長  これをもって提案理由の説明を終わります。 

 詳細にわたる説明を所管課長に求めます。境総務課長。 

 

総務課長  議案第８号大木町行政手続等における情報通信の技術の利用に関

する条例の一部を改正する条例の制定についてご説明をいたします。 

 議案書の条例改正案並びに参考資料、改正条例の新旧対照表の１５ページか
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ら２４ページまでをお願いいたします。 

 本案は、情報通信技術を活用した行政の推進に関し、情報システムの整備、

情報通信技術の利用のための格差の是正及び情報通信技術を利用する方法によ

り手続などを行うために必要となる事項を定める必要があるので、この条例を

制定しようとするものでございます。 

 新旧対照表に基づいて説明をさせていただきます。 

 改正の内容は、まず題名を大木町情報通信技術を活用した行政の推進に関す

る条例に改めますとともに、題名の次に目次及び章名を追加するものでござい

ます。 

 次に、第１条及び第２条の改正では、デジタル行政推進法の規定に倣いまし

て、目的及び定義について文言の変更をするものでございます。 

 第３条では、情報システム整備計画の作成及び作成変更したときの公表義務

について新しく規定をするものでございます。 

 第４条では、情報システム整備計画に基づく情報システムの整備や整備に当

たっての必要な措置及び見直し等について新しく規定をするものでございます。 

 電子情報処理組織における申請等を規定しております第５条では、第１項か

ら第３項の改正は、法律の改正に倣って文言を変更するものであり、第４項の

改正は、個人番号カード、マイナンバーカードを使用しました電子申請を可能

にすることを新しく規定するものでございます。 

 また、追加いたします第５項では、電子情報処理組織を使用する方法で申請

等を行う場合の手数料の納付方法を規則で定めることを、第６項では、申請等

をする者を対面にて本人確認を行う必要がある場合や添付書類の原本が必要な

場合など、電子情報処理組織を使用する方法での申請等が困難または不適当な

場合は規則で定めることを規定するものでございます。 
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 続きまして、第６条では、第１項から第４項までの改正は、法律の改正に倣

い文言を変更するものであり、追加いたします第５項は、処分通知等を受ける

者を対面で本人確認を行う必要がある場合、また、書類の原本の交付が必要な

場合など、電子情報処理組織を使用する方法での申請等が困難または不適当な

場合は、規則で定めることを規定しているものでございます。 

 続きまして、電磁的記録による縦覧などを規定しております第７条及び電磁

的記録による作成などを規定しております第８条の改正は、法律に倣いまして

文言を変更するものでございます。 

 第９条から第１１条は新しく追加をいたします条項でございます。 

 第９条では、手続のうち、電子情報処理組織を使用する方法で行うことが適

当でないもの、既にこの条例等で電子情報処理組織を使用する方法等を規定し

ている場合などは、この条例の適用除外とすることを規定するものでございま

す。 

 第１０条では、申請等を電子情報処理組織を使用する方法で行う場合に、個

人番号カードや電子情報処理組織を使用して書類の確認ができる場合に、添付

書類を省略することができることを規定するものでございます。 

 第１１条では、全ての者が情報通信技術の便益を享受できるよう施策を講じ

ることを規定するものでございます。 

 最後に、第１２条の改正は、情報通信技術を活用しました行政の推進に関す

る状況の公表について、文言の変更を行うものでございます。 

 なお、この条例は公布の日から施行いたすこととしております。 

 以上で説明を終わらせていただきます。 

 

議長  所管課長の説明を終わります。 
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 これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

 

    質疑なし 

 

議長  質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。議案第８号については、会議規則第３８条第３項の規定

により委員会の付託を省略したいと思います。ご異議ありませんか。 

 

    異議なし 

 

議長  ご異議なしと認めます。したがって、議案第８号については委員会の

付託を省略することに決定しました。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

    討論なし 

 

議長  討論なしと認めます。 

 お諮りいたします。採決を行いたいと思います。ご異議ありませんか。 

 

    異議なし 

 

議長  ご異議なしと認めます。 

 日程第１０、議案第８号大木町行政手続等における情報通信の技術の利用に

関する条例の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり決定するこ
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とに賛成の方は起立願います。 

 

    起立多数 

 

議長  起立多数です。したがって、議案第８号本案については、原案のとお

り可決されました。 

 日程第１１、議案第９号大木町地域創業・交流支援センターの設置及び管理

に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

 職員に議案を朗読いたさせます。事務局長。 

 

事務局長  議案第９号大木町地域創業・交流支援センターの設置及び管理に

関する条例の一部を改正する条例の制定について。 

 次のとおり大木町地域創業・交流支援センターの設置及び管理に関する条例

の一部を改正する条例を制定することについて、地方自治法（昭和２２年法律

第６７号）第９６条第１項第１号の規定により、議会の議決を求める。 

 令和２年３月４日提出、大木町長、境公雄。 

 以上でございます。 

 

議長  職員の朗読を終わります。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。境町長。 

 

境町長  議案第９号大木町地域創業・交流支援センターの設置及び管理に関

する条例の一部を改正する条例の制定についての提案理由を申し上げます。 

 本案は、町における宿泊及び滞在の仕組みづくりによる交流人口の増加を図
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るため、大木町地域創業・交流支援センター内に簡易宿泊施設等を整備するこ

とに伴い、所要の規定の整備を行う必要があるので、この条例を制定しようと

するものでございます。 

 詳細につきましては担当課長に説明させますので、ご審議いただき議決賜り

ますようお願い申し上げまして、提案理由といたします。 

 

議長  これをもって提案理由の説明を終わります。 

 詳細にわたる説明を所管課長に求めます。広松産業振興課長。 

 

産業振興課長  議案第９号大木町地域創業・交流支援センターの設置及び管

理に関する条例の一部を改正する条例の制定についてご説明申し上げます。 

 参考資料は、新旧対照表の２５ページから２８ページでございます。 

 今回の一部改正は、宿泊及び滞在の仕組みづくりによる交流人口の増加を目

的に、トレーラーハウスを活用した簡易宿泊所等を整備したことに伴い、その

使用料額等を定める必要があるため、改正するものでございます。 

 まず、第３条の次に、第３条の２を加え、施設の構成を地域創業・交流セン

ターと簡易宿泊施設等であることを定める条文を加えております。 

 次に、第４条の事業でございますが、現行第４号を第５号とし、第４号にお

いて、簡易宿泊に関する事業を加えております。 

 第９条の使用料の現行の別表を第３条の２を加えた施設の構成としたことか

ら、それぞれ、別表第１、別表第２とし、この関連する条項の第１７条及び第

２０条を下線のとおり改正をしております。 

 別表第２が、今回整備いたしました簡易宿泊施設等の使用金額を定めている

ものでございますが、区分、簡易宿泊施設１棟当たりの日中利用と宿泊利用の
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２区分、利用者につきましては、町内者と町外者の２分類とし、使用料を定め

ているものでございます。 

 また、簡易宿泊施設と併せ、テント類及びタープを装備しておりますので、

これらの使用料につきましても定めております。 

 なお、日中利用におきまして、営利を目的としての利用も想定されることか

ら、売上額の１５％の額を加算した金額を使用料として徴収することとしてお

ります。 

 備考欄でございますが、日中及び宿泊の利用時間を定めておりますので、１

回当たりの金額であること、別表第２の使用料を支払うものは、別表第１の交

流広場の使用料は徴収しないことを、最後に、簡易宿泊施設の施設利用者は、

福岡県宿泊税条例に基づき、宿泊税を支払うことを規定しているものでござい

ます。 

 その他の改正については、条例制定上の基準に基づき、表記方法の統一や字

句の訂正を行っているものでございます。 

 説明は以上でございます。 

 

議長  所管課長の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。質疑ありませんか。７番、益田隆一議員。 

 

益田隆一議員  若干長くなるかもしれないので、あらかじめご了承いただき

たいところでございますが、まず、この宿泊施設の料金体系に関しましては、

全協のときに申し上げたとおり、私が懸念している転貸のおそれがあるので、

その辺のところは重々ご注意いただきたいという点でございます。 

 これはまた関連質問ということで質問させていただきたいんですが、これは
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風のうわさといいますか、私の耳に入ってきますのが、なかなかこのＷＡＫＫ

Ａの状況が、運営的なものが正常に機能していないという話を少なからずとも

聞いているところでございまして、その運営状況が云々というところまでは話

はしないんですが、一町民の方であり、数人と申し上げておきましょう、数人

の方から相談をいただきまして、町のほうでいろいろ創業したいと、要は、開

発して、こういう事業を立ち上げたいということで相談がございました。 

 すごいやる気のある方でございますので、ぜひそのＷＡＫＫＡのほうにでも

相談に行って、やってみたらどうですかと。商工会ではなかなかできないとこ

ろが、このＷＡＫＫＡのほうでできるというところなので、ぜひ相談に行って

みたらどうだろうかという話をしたところ、なかなかこのＷＡＫＫＡのほうで

は、相談といいますか、前に進まないような話だったので、どうにかならない

だろうかということで、私のほうに相談がございました。 

 改めてご質問をしますが、ここは、実際、この条例にもありますとおり、起

業、創業に関する事業をするセンターということで書いてありますので、そう

いう方の相談というのは喜んで受け入れるということでよろしいでしょうか。 

 

議長  答弁を許します。広松産業振興課長。 

 

産業振興課長  ７番、益田議員の質問にお答えいたします。 

 まず、全協でもございましたが、転貸しにつきましては、条例の第８条にお

きまして、一応規定がされておりますので、私も全協のときに見落としていま

した。この場を借りまして、報告いたします。 

 それと、創業に関する相談についてでございますが、毎月、ＷＡＫＫＡのほ

うで定例の創業の相談事業がございます。それにつきましては、現在、前田セ
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ンター長、また、町の担当係長、商工観光係長でございますけれども、そちら

の出席、それとまた、町の商工会の経営の支援という形で、一応３名が入って

相談会を行うようになってございます。 

 相談会については以上でございます。 

 

議長  ７番、益田隆一議員。 

 

益田隆一議員  職員が常に常駐されていらっしゃるということですよね。 

 私も直接お会いして、行って、ＷＡＫＫＡの状況を知っているわけじゃない

ので、あくまでも相談があった方からの話として捉えていただきたいんですが、

その方が感じていらっしゃるのが、要は、職員としては、自分らだけで開発し

て一生懸命やっているような感じがすると。本来はそういうやる気のある、創

業、起業したい方たちを支援する立場に回っていただきたいと。職員はあくま

でも、自分たちが開発して、一生懸命やって、こうやっているというんじゃな

くて、そういう人たちを支援するためにいるのが職員ではないのかと、そうい

うところを言っていらっしゃいました。 

 ですので、職員として配置して、意味を履き違えているのはやはりまずいの

かなと。本来は、そういうやる気のある方たちを創業して、支援する立場であ

る、そのＷＡＫＫＡという施設があるのであれば、そういう施設を有効的に利

用して、そういう創業したい方たちを集めるような施設になっていただきたい

なと私は思っているんですね。その方本人が感じたのが、そういうふうに感じ

ていたものですから、そういうふうに報告させていただきたいんですが、その

辺はもう重々分かった上でのあれですよね、一応念のため確認します。 
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議長  答弁を許します。広松産業振興課長。 

 

産業振興課長  お答えいたします。 

 ＷＡＫＫＡにおいては、相談事業という形でそういった定期的な相談があっ

ているものと、あと、今、益田議員が言われているものは、恐らくキッチンを

利用したりとか、そういったことだということでよろしいですか。キッチンを

使って何か創業、ではないんですね。 

 一応、ＷＡＫＫＡの施設は会議スペースとキッチンもございます。それにつ

いては、当然プロジェクトマネジャーの役割といたしまして、食を中心とした

農産物の加工開発ということで、キッチンを使用したり、あと個別に打合せ等

を行うということで会議スペースを使っていることもあるかと思います。 

 その辺は、ＷＡＫＫＡのほうと週に１回は打合せをしておりますので、もし

創業相談があって、そういったスペースを使いたいという方がありましたら、

優先的にというところ、それとあと、キッチン関係でいきますと、アクアスの

北側にあります加工施設もございますので、そちらのほうが利用の促進もとい

うところもございまして、ＷＡＫＫＡのセンター長のほうには、そちらのほう

の紹介もしてくださいということでお伝えはしております。 

 今回、そういった町民の方からのご意見があったということでございますの

で、おつなぎして、そういうことがないような形で進めていきたいと思います。 

 以上でございます。 

 

議長  ７番、益田隆一議員。 

 

益田隆一議員  なかなか、まだまだお時間いただきたいところですが、大丈
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夫でしょうか。 

 先ほど申し上げた分と、これは提案なんですけど、例えば、ある１人のやる

気のある方がいて、その方がこういう新商品を開発してやっていきたいという

商品を考えて、これを、世に出したいということで考えていても、なかなか個

人では資金的なものも難しいですよね。そういった点であれば、これは私の一

つの考えなんですけど、例えばふるさと納税という、今、ありますよね。この

土台に乗らせていただくことによって、例えば大木町でこういう新しい新商品

を考えて、ふるさと納税のパンフレットに載せるというのは、ものすごく広告

力があると思うんですよ。 

 例えば個人で、仮に、ネット販売に、例えば楽天市場に出すにしても、もの

すごくお金がかかると。これはやはり、それでいきなりぽんぽんと売上げが上

がるというのもなかなか難しいものですから、そういうふるさと納税に乗っか

らせていただくという意味を込めて、あそこのＷＡＫＫＡを利用して、あそこ

でいろいろ会議して、こういう新商品を開発したと。これを世に出すために、

ふるさと納税を土台として考えていきたいという方がおられるとしますよね。

とした場合で、１つ問題といいますか、ちょっとどうかなというところが、思

うのが、仮に私が新しい商品を開発したとしますよね。この商品を表に出した

いと。出す場合にして、例えばマスクでもいいですよ、新しい新商品のマスク

を開発したと、これを売りに出しますと。ネットで商品を出す場合に、株式会

社益田でもいいですよ、株式会社益田、住所が出しようがないんですよ。自宅

しかないんですよ。分かりますか、言っている意味。 

 例えば仮に、皆さんが、やはりこれだけネット社会ですから、ネットで買物

をされると思うんですけれども、いろいろ似たような商品があると。その商品

を買うときに、この商品大丈夫だろうかとまず皆さん思われませんか。要は、
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まともな商品なのか、まともな会社なのかというのを判断するときに、判断材

料になるのが住所だと思うんですよね。私、必ずネットで買うときには、ばっ

と下に行って、会社概要を見て、どこにあるんやろうかと見られませんか。こ

れ、私だけですかね。これ多分、１０人中ほとんどの方は多分見られると思い

ます。やっぱりちゃんとした会社なのか、ちゃんとした住所なのか。 

 今は便利なもので、グーグルマップで検索すれば、一発で出るんですよ。例

えば、これ、まともな会社なのかなと、会社が例えば株式会社だから、まとも

だろうと。住所を検索して、グーグルマップにぽんと添付して、地図を見てみ

たと。そうしたら、妙なアパートの一室だったと。例えば変な、自宅だったと。

ちょっと抵抗ありますよね。 

 それよりも、こういうオフィスビルの何階とか、ちゃんとした会社であると

いう、やはりそういうところで安心感が出てくると思うんですよね。そういう

起業を考えていらっしゃる方がものすごく心配しているのが、そういう住所だ

と。 

 それをせっかくであれば、このＷＡＫＫＡを使わせていただければありがた

いなということを言っていらっしゃったんですね。 

 今、都会では当たり前になっているんですけれども、シェアオフィス、分か

りますか。１つの例えばフロアが、１０個だろうが２０個だろうが、机１つを

持ってシェアをしているオフィスがあると。住所はそこを使わせていただいて

いると。電話番号は全部自分の電話番号になっていると。ただ、住所はそこだ

と。郵便物に関しては、そこに私書箱を置かせていただいていると。そういう

ような流れをＷＡＫＫＡでできないかという提案があったんですよね。 

 やはり、総合支援でやっているものですから、そういう人たちが、多分、恐

らく私に数人会ったぐらいですから、そういう考えを持っている方というのは
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恐らく相当な数いると思うんですよね。それがメイドイン大木町で出せるわけ

なんですよね。メイドイン大木町で、あそこで、ＷＡＫＫＡで住所があって、

多分恐らく、その方が商品を出して、ネットで販売しますよね。ふるさと納税

でもいいんだけど、出したとします。住所がＷＡＫＫＡになっていると、ちゃ

んとしたところで販売しているねと。恐らく、あちこちの何社かあっても、そ

こＷＡＫＫＡが出て、ＷＡＫＫＡというあの看板が出ますよね。これ、広告に

もなりますよね。ＷＡＫＫＡでやっているんだ、何か大木町面白いことやって

いるねと。ほかのところからも、もしかしたら、そういうふうに来ていただけ

るかもしれない。うまくいけば、そういう光回線がつながれば、さらによくな

る可能性もあると。 

 この機に乗って、あそこのＷＡＫＫＡを重点として、あそこで創業支援を発

信していると。それぞれの何人もいる人たちがあそこで重点的に集まって、同

じような話をするんですよ。やる気がある人たちが、こういう商品いいね、こ

ういうのふるさと納税で出さないと。そういう人たちが集まる施設、だから、

私、前から言っているように、あそこに無料Ｗｉ－Ｆｉをつけたほうがいいと。

人が集まる施設に人が寄らないような施設になっているような感じがするんで

すね。 

 すみません、私の独断とした話ばかりで申し訳ないんですけど、おまけに、

今回の施設、この宿泊施設であれ、我々議会としては、ラーメンを注文したつ

もりが、できて上がったのは焼きそばだと。これは違うだろうと、というとこ

ろがいろいろ不満があるところもあるんですよね。なかなか我々との意思疎通

ができていない部分もあると思いますけれども、先ほどの創業支援に関しては、

そういうやり方、私書箱を持ったり、住所の登記をさせていただくのがＷＡＫ

ＫＡというだけで、町のバックボーンがあるだけでも全然違うと思うんですよ
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ね。 

 仮に私が独立して１つの商品を出すにしろ、ＷＡＫＫＡを住所として出して

いい、登記していいという話であると、やる気が全然違うと思います。 

 うまくいったら、ふるさと納税に出させていただけるとなると、やる気も違

ってくると思うんですよね。これはあくまでも提案です。やってくれという話

じゃなくて、そういうことをさせていただくと、やる気のある町民の方であり、

メイドイン大木町がもっと増えるんじゃないのかなと思いますので、ぜひこれ

は前向きに検討していただければという質問というよりお願いですね。話が長

くなりましたけれども、言いたいのはそれでございます。 

 それともう１点、先ほど、最初、当初申し上げたとおり、あそこの施設では

人員的にもなかなか難しいという、言い方が難しいですね、入れ替わりがあっ

ているんですかね、道の駅、私よく知らないんですけど、道の駅であったり、

人間の人員不足であったり、そういう点が懸念されているという話を聞きます

ものですから、そういうところも重々充足していただいて、ＷＡＫＫＡをもう

ちょっと盛り上げるように、ぜひ、せっかくあそこ、箱をつくって終わりじゃ

なくて、やはり１億近く投じたわけですから、町民が使わないと意味がないの

で、町民が使うための施設だと思いますので、もっとそういうふうに創業支援

のほうでぜひ力をつけていただいて、メイドイン大木町を増やしていただけれ

ばというお願いでございますので、長くなりましたが、以上でございます。 

 

議長  答弁を許します。境町長。 

 

境町長  益田議員のほうから、いろいろご提案をいただきまして、ありがと

うございます。 
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 益田議員が言われるように、本来、ＷＡＫＫＡをどういうふうに使うか、言

われるような方向で本来使うべきだというふうに私も考えていますし、まだま

だ足りないところがある部分については、議員のご意見もご参考にさせていた

だきながら、ぜひ充実をさせていただきたい。ただこの一言に尽きるのかなと

いうふうに思っています。 

 例えば自分が何か新しい加工品なりを開発して、販売をしたいという、そう

いうような希望をお持ちの方、そういう方はぜひＷＡＫＫＡを活用していただ

きたいと思っていますし、ふるさと納税の品目としても、上げていただければ、

町としても非常にありがたいと。 

 もちろん、そうすることでふるさと納税の魅力もアップできますし、寄附金

額も増える可能性もありますので、そういう役割も含めて、ＷＡＫＫＡは担っ

ているものだというふうに考えております。 

 先ほど、住所を明記するときに、自宅であれば、消費者の信頼が得にくいの

ではないかという、そういうようなご指摘もございました。ただ、ふるさと納

税に関しては、品目をアップするということは、町が、いわゆるお墨つきを与

えてアップするということになってくるので、そういう面では、住所の問題以

前として、町としてその品目をぜひぜひ自信を持ってお勧めしますよという、

そういう意味でもありますので、そういうところは若干、少し安心して買って

いただけるのかなという、そういうことでも、ぜひ本当にいろんな品目をふる

さと納税の品目として加えていただけるというのは、本当にありがたいと思っ

ていますし、そういうような応援体制についてはまだまだ至らないところがあ

りますけれども、充実をさせていくように、ぜひ取組を進めていかせていただ

きたいというふうに考えております。 

 シェアオフィスの件につきましてもご提案いただきましたけれども、ＷＡＫ
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ＫＡをすぐシェアオフィスにできるかどうかというのは、ちょっと話は少しま

だ検討の余地があるのかなというふうに思っておりますので、議員のご提案と

して、参考にさせていただきたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

 

議長  ほかに質疑ございませんか。５番、古賀靖子議員。 

 

古賀靖子議員  ２つ質問させていただきます。 

 私はとても楽しみにしている１人なんですけど、既に、私に問合せがあって、

ママ友のほうで、今、ＷＡＫＫＡを使用していると、１０時までみんなで集ま

ってやっているということなんですよね。それで、今度新しく簡易宿泊施設の

中で、タープとテントを借りたいなと言われていたんですけど、町内の方なの

で、宿泊するかどうかは考えていないということなんですよ。利用していただ

いている方が、１０時まではできないんだろうかという話があったんです。 

 それで、タープのところを見ると、宿泊のところがないので、この間の全協

のところで、私が４時以降だったら料金どうなっているんですかというふうに

言ったら、宿泊になりますとおっしゃいましたよね。プラスになりますよとい

うふうに。だから、そういうところの時間が、もう少し、本当に利用したいと

いう方がいらっしゃるので、幅を利かせていただいたらどうかなというのが一

つと、宿泊というふうになっていますので、キッチンというのはどうなんだろ

うかという問合せもあるんですよね。どこで使ったらいいんだろうかと。 

 その方々は、既にＷＡＫＫＡのキッチンを使えるものだというふうに考えら

れていらっしゃって、使えないと言ってありますよというふうには伝えたんで

すけど、ここら辺に具体的に宿泊でキッチンを使うところはどこですよという



61 

のを定義していかないと、トラブルのもとになるのではないかなと考えている

んです。 

 この２点をお願いします。 

 

議長  答弁を許します。広松産業振興課長。 

 

産業振興課長  ５番、古賀議員の質問にお答えをいたします。 

 まず、日中利用についてでございますけれども、あくまでも日中利用につい

ては、まず１０時から１６時の間、あと準備期間と片づけの時間は少しあるか

なと思いますけど、その時間内で考えております。 

 また、２２時までということでございますと、宿泊のほうの時間を使ってい

ただいてという形になるかというふうに考えております。 

 それともう１点ですが、タープの使用についての宿泊の分がないということ

でございますけれども、その辺については一応、これはレンタル、貸出し分と

いうことも想定していますので、そちらのほうで対応させていただきたいとい

うふうに考えております。 

 それと、あと、キッチンの利用についてでございますけれども、原則はＷＡ

ＫＫＡの施設内を使用しないということでしております。内覧会で見ていただ

いたときには何も入ってございませんでしたけれども、少し中のほうに、少し

だけ調理ができるものを準備したり、あとは町内の飲食店とか、あと直売所あ

たりで購入していただくような形、それとあと、キャンプ方式になりますので、

宿泊については、そういった方が持ち込んでくるもの、それとあと、キャンプ

用品として、少しガスで、屋外になりますけれども、そういった屋外で使うガ

スですね、というような形で使いたいというふうに考えています。 
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 それとあと、水回りにつきましては、ＷＡＫＫＡの東側に流し台がございま

して、蛇口が５つほど準備されておりますので、そちらを利用していただくと

いうふうなことで考えておるところでございます。 

 以上でございます。 

 

議長  ５番、古賀靖子議員。 

 

古賀靖子議員  今の説明で少しは分かりましたけど、明記する必要はないと

いうことですかね。なりますよというような、例えば１６時以降は宿泊も換算

されますよというような明記をしていただいておいたほうがいいなというふう

に思うんですけれども。 

 

議長  答弁を許します。広松産業振興課長。 

 

産業振興課長  ５番、古賀議員の質問にお答えいたします。 

 その件につきましては、規則のほうでまた、レンタルするものとかがござい

ますので、そちらのほうで規定をしていきたいというふうに考えております。 

 よろしくお願いいたします。 

 

議長  ３番、原田勝議員。 

 

原田勝議員  ちょっと確認なんですけど、全協のとき、多分言われたとは思

いますけど、例えば町民の方が１人、この施設を使うとしますよね。町外の方

が３人、４人と。日中、宿泊、簡易施設、テント等ありますけど、これはあく
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までも町内者の料金でよろしいんでしょうか。ちょっと確認です。 

 

議長  答弁を許します。広松産業振興課長。 

 

産業振興課長  ３番、原田議員の質問にお答えをいたします。 

 町内、町外者が混ざって使用をされる場合ということでございますけれども、

申込みについて町内者が申し込まれるということであれば、町内者の分類のほ

うで受付をしたいと思っております。ただ、宿泊については、転貸しとかもで

きないようになっていますし、また、宿泊カードというものが必ず必要になっ

てございますので、そちらのほうの代表者の方がしっかりそこで寝泊まりをし

ていただくというのが条件になるかというふうに思います。 

 以上でございます。 

 

議長  ３番、原田勝議員。 

 

原田勝議員  それと、さっき古賀議員も言われたんですけど、たしか水道の

蛇口が５つあると聞いていますけど、それを簡易的に、簡単な台所というまで

はいかないけど、なるべくＷＡＫＫＡの事務所に入らないような体制をつくっ

たらどうかなという、あくまでもこれは提案です。 

 

議長  答弁を許します。広松産業振興課長。 

 

産業振興課長  ３番、原田議員の質問にお答えをいたします。 

 先ほど、古賀議員のところで少しお話をしましたけれども、ガスで使います
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バーナー等も準備をする予定でございますので、そういったものをそういった

ところの近くで活用ができたりというところ、あと、ただちょっと芝生関係が

ございますので、そういった芝生とか、そういった施設を傷めないような形で

使用ができるような形で考えていきたいというふうに思います。 

 以上でございます。 

 

議長  ほかにございますか。１０番、古賀知文議員。 

 

古賀知文議員  これ、関連なので、ひょっとしたら産業振興課じゃないかも

しれませんけど、今、いろいろＷＡＫＫＡの簡易宿泊施設の話が出ているんで

すけど、例えば、これがうまくいけば、ふるさと納税のいわゆる返礼品の一つ

として、そういう施設で遊ぶと、あるいは泊まるというのも、いずれ考えたら

どうでしょうか。 

 以上です。 

 

議長  答弁を許します。広松産業振興課長。 

 

産業振興課長  １０番、古賀議員の質問にお答えいたします。 

 先ほど言われましたとおり、体験型の宿泊というものを考えておりますので、

そういったふるさと納税の商品としても開発できるのではないかというふうに

考えております。ご意見を参考に進めていきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

 

議長  １１番、小畠裕司議員。 
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小畠裕司議員  簡易宿泊施設の件で少しお尋ねしたいんですが、先ほど益田

隆一議員のほうが言われました、ラーメンを頼んだら焼きそばが来たと。私も

そう思います。基本的に豚骨ラーメンを頼んでみそラーメンが来たというのだ

ったら、まだまだラーメンの範疇に入るかと思うんですけど、今の宿泊施設、

簡易宿泊施設、もともと、これ、予算の審査のときに簡易という言葉がついて

いたのかどうなのか、僕もちょっとよく記憶にはございませんが、多分、宿泊

施設等というふうにうたっていらっしゃったのかなと思います。 

 やはり、トイレがないというのは非常に致命的なものではないかと思ってお

ります。全協のときにもこれ、産業振興課長のほうにお尋ねしたんですけれど

も、これを決定するに至って、何名かの委員さん、５人か何名かで決定したと

いうふうなところを聞いておりますので、ぜひその決定に、これを決定するに

至ったプロセスなり、議事録なりがあれば、ぜひ見せていただきたいと思って

おります。どこでどういうふうに決まっていったのか、既にもう出来上がって

しまって、これじゃなかったよという話をしても、もう後戻りできませんので、

今後またこういったことがないように、我々も、どこかでチェック機能を果た

さなきゃいけないのであれば、今回のこの宿泊施設、こういうふうになった経

緯というのを明らかにしていただきたいなと思っております。 

 よろしくお願いします。 

 

議長  答弁を許します。広松産業振興課長。 

 

産業振興課長  １１番、小畠議員の質問にお答えをいたします。 

 まず、平成３１年当初予算のときの説明からということでございましたけれ
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ども、これについても全協のほうで何回かお話をさせてもらいましたが、施設

の整備の目的ということで３点ございました。 

 道の駅おおきの魅力の一つとして、新たな宿泊、滞在の提案を行うというこ

と、それと滞在型、体験型の仕組みによる交流人口の増加を図ること、それと

町内外からの宿泊、研修、キャンプ、合宿の受入れを行うことということで、

ご説明をさしあげていたかというふうに承知をしております。 

 その中で、トレーラーハウスにつきまして、固定の住宅との違いであります

けれども、トレーラーハウスについて、簡易宿泊所ということでの許可のほう

がとれるということで、当時もそのお話をしていたかというふうに承知をして

おります。 

 それで、トレーラーハウスということで選定をするということで、ただ、当

初の計画でいきますと、大型の合併浄化槽つきの、ただ、水回りが、トレーラ

ーの中に設置がされているものということで、一応概算の要求のときには説明

をしていたかと思いますけれども、新年度に入りまして、もう一度精査をさせ

ていただきまして、トレーラーハウスについてはいろんな形があること、それ

と、大型のトレーラーであれば、当然宿泊は快適でございますけれども、そう

いった利用について、ある一定の制限がかかるのではないかというような内部

の検討等もしまして、金額についても１，６００万円ということでございまし

たので、工事費１，６００万で、ちょっと随契はというところもございました。 

 それで、４月から５月にかけて、トレーラーハウスについてどういったもの

があるかというのを調査いたしまして、また、プロポーザル、提案という形で、

業者からの提案がいただけるかどうかも併せて検討したところでございます。 

 その中で、６月から仕様書等の作成に入りまして、指名で３者の業者さん、

当初の業者さんも入っておったわけでございますけれども、３者におきまして、
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プロポーザル方式の提案の依頼を行いました。 

 結果といたしましては、もともと当初計画してありました業者さんのほうは、

自己都合ということで辞退をされて、２者提案ということになってございます。 

 それで、プロポーザルでございますので、評価基準を設けまして、評価者を

決めて、選考基準を決めて、評価を行って、その結果、今回の契約をさせてい

ただきました株式会社スノーピークさんと契約ということで、その後に仕様書

の細部の打合せを行いながら、１２月末で完成をさせていただいたということ

でございます。 

 それで、議事録等につきましては、そのときの議事録はございませんけれど

も、評価結果はございますので、どういった評価基準であったか、それとどう

いった評価点数であったかというものは、評価者名を伏せて提示することは可

能かというふうに考えております。 

 以上でございます。 

 

議長  １１番、小畠裕司議員。 

 

小畠裕司議員  評価の内容に関しては、それで全然問題ないかと思っており

ますが、決定に、もともとトレーラーハウスの中にトイレがついていたやつを

私たちのほうに全協でご説明されておいて、それで予算要求されて、それがな

ぜそっちに変わったか、プロポーザル方式で、それしか提案がありませんでし

たよというのであれば、そのときにもう、着工する前、業者さんが決定する前

に、せめて全協でも、緊急でも開いていただいて、こういうことになりました

よという説明があってしかるべきではないのかなというふうに思っているとこ

ろです。だから、どこでどういうふうにそれが決定されたのか、そこがちょっ
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と知りたいところでございました。よろしくお願いします。 

 

議長  答弁を許します。広松産業振興課長。 

 

産業振興課長  １１番、小畠議員の質問にお答えいたします。 

 先ほど仕様の変更といいますか、そういったことでお話が、全協、議員各位

にお伝えするのが、こちらの部分が遅くて、ご指摘もありましたが、１０月以

降、数回させてはいただいたんですけれども、実際、８月の段階では、やはり

そういった、今言われましたとおり、こういった業者さんでというところでお

話をすべきだったというふうに思います。 

 ８月の上旬に評価会がありましたので、９月の全協あたりでお話をすればよ

かったかなと思いますけれども、実際、１０月以降ということになりまして、

その辺については反省をしておるところでございます。 

 それと、業者さんですが、３者のうち２者で、スノーピークが現在、住箱が

設置されておりますけれども、もう１者につきましては、中型のフランス製だ

ったと思いますけれども、車の中に、水回り一部ついている部分がございまし

たけれども、その中で、提案に対する評価という形で、今現在の住箱のほうの

選定ということで、その選定委員会のほうでは選定がされたということでござ

います。 

 以上でございます。 

 

議長  １１番、小畠裕司議員。 

 

小畠裕司議員  よく理解させていただきました。 
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 もう１点だけ、先ほどからほかの議員の方々が言われております、この使用

の仕方について、条例と、それから規則をつくられるということでしたので、

その規則は、多分これは４月から稼働するのかなと思っております。もう日に

ちもあと半月ぐらいしかありませんが、規則はいつごろできるんでしょうか。 

 できたら、全協でも無理やり開いていただいても結構なので、その規則を見

せていただきたいと思っております。よろしくお願いします。 

 

議長  答弁を許します。広松産業振興課長。 

 

産業振興課長  １１番、小畠議員の質問にお答えいたします。 

 前回の全協のほうでもお話をさしあげましたけれども、現在、総務のほうで

も法制がありまして、そちらのほうに原案のほうが、今行って、審査中でござ

います。 

 それと併せて、少し備品類といいますか、レンタルするものがございますの

で、そういったところも併せて、今、規定のほうをつくっておりますので、決

裁が下りましたら、議員各位の皆様には配付をしたいと思っております。 

 以上でございます。 

 

議長  ほかに質疑ございますか。１番、馬場高志議員。 

 

馬場高志議員  宿泊料金に関してなんですが、まだ固定で料金を決めていら

っしゃるんですけれども、ご存じのとおり、宿泊業の料金というのはほぼ今、

固定じゃなくて、忙しい時期は料金を上げていますし、暇な時期は、特に今み

たいな状況の場合には、もう本当に最低の二、三千円とか４，０００円ぐらい
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の、普通のビジネスホテルとかでも値段を下げている状況であります。 

 なので、ここに書いてあるような感じでもいいかとは思うんですが、流動的

に、話では、いちご狩りとかのイベントとくっつけてということだったので、

あれなんですけど、一般の宿泊の方もとられるのであれば、今はいいですけど、

後々、固定じゃなくて流動的にしたほうがいいかとは思うんですが、どうでし

ょうか。 

 

議長  答弁を許します。広松産業振興課長。 

 

産業振興課長  １番、馬場議員の質問にお答えいたします。 

 先ほどご指摘いただきました件につきましては、大木町地域創業・交流支援

センターの設置及び管理に関する条例第１７条第２項におきまして、料金につ

いては別表に定めるということでございますけれども、使用料の額の範囲にお

いて料金のほうは徴収するということになってございますので、少し料金のほ

うが、この金額よりも少し下がるシーズンというか、そういうものは当然想定

されるというふうに承知をしております。 

 以上でございます。 

 

議長  １２番、中島宗昭議員。 

 

中島宗昭議員  原田議員、また、馬場議員と同じ関連でございますが、宿泊

料金でございますが、先ほど、四、五人のグループの中で１人だけ町内の人が

おれば、町内の料金ということでございますが、例えば団体２０人、３０人の

中で、団体で活動するときに使う中で、町内の人が１人と、あと１９名、２９
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名が外部の人と、そういったときでも同じような形の精算をするんですか。 

 

議長  答弁を許します。広松産業振興課長。 

 

産業振興課長  １２番、中島議員の質問にお答えいたします。 

 先ほどの、前の質問と同じ回答になるかと思いますけれども、あくまでも申

込者の方が町内であれば、その申込者の方で受付を行うということになります

ので、分類としましては町内の利用料金ということで考えております。 

 以上です。 

 

議長  １２番、中島宗昭議員。 

 

中島宗昭議員  そういったことであれば、例えばこっぽーっとホール、こっ

ぽーっとホールを借りる場合、２０人、３０人の団体で借りる場合、そういっ

た場合、町内が１人であっても、外部の方がほか多数であっても、町内で、今、

借りれないわけですよ。そういったことで整合性を取っていかないと、変なふ

うな利用料金の設定になると思います。再度お願いします。 

 

議長  答弁を許します。広松産業振興課長。 

 

産業振興課長  １２番、中島議員の質問にお答えをいたします。 

 今回の整備いたしました住箱につきましては、交流人口の増加というところ

が目的でございます。想定といたしましては、スポーツクラブですね、そうい

ったところが、例えば町外から遠征に来て、そこがホストとして、町内の、例
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えばチームが申込みをされるとか、そういったことも想定されますので、交流

人口を増加させる公共施設ということの考え方で利用料金のほうを徴収してい

きたいというふうに考えておるところでございます。 

 以上でございます。 

 

議長  １２番、中島宗昭議員。 

 

中島宗昭議員  そういったことであれば、こっぽーっとホールもそういった

交流の場として活用すると、そういったことになれば、こっぽーっとホールの

ほうもそういった町内利用者の料金設定ということで考えていいということで

すかね。その辺は。 

 

議長  答弁を許します。境町長。 

 

境町長  中島宗昭議員のご質問、ご指摘の件につきましては、町内施設の利

用料金については整合性を持たせないとまずいんじゃないかという、そういう

ご指摘だと思います。 

 それぞれの施設の使用目的というか、どういうことを期待するか、そういう

こともあるかと思いますけど、議員がおっしゃるように、施設利用料金の整合

性については当然、外部に対する説明も求められるわけでございますので、そ

ういうところも含めて、取扱いについては内部で少し検討させていただければ

なというふうに思っております。 

 おっしゃるように、整合性に関しては、あっちはこう、こっちは全然違うみ

たいな形になってくると、どうなっているんだという、当然、不満の声も出て
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くるかと思いますので、取扱いが違う場合には、少なくともそれに対する説明

責任はしっかり果たせるように考えてまいりたいというふうに思っています。 

 これはまた後日、そういう考え方については整理をさせていただきたいとい

うことで、ご了承いただきたいと思います。 

 以上でございます。 

 

議長  １２番、中島宗昭議員。 

 

中島宗昭議員  ぜひお願いしたいんですけど、私たちの団体で、３月２２日

に１５０名ほどでこっぽーっとホールを借りておりました。今後、ちょうどコ

ロナウイルスの件で延期いたしましたけれども、これもずっと、もう三、四年

前からずっとこっぽーっとホールを利用させていただいております。本当に助

かっておるわけで、私ども文化協会１０名おるんですよね、町内に。その町内

の１０名のほかに、約１００名ほどが外部から、県南のほうから集まってくる

と。そういった中で、申し込むときは、私は、同じ文化協会でも、文化協会の

人がおればいいということであるけど、やっぱり外部が多いということで、一

般外部の料金で払いますということで、私たちは良心的にやっております。 

 そういったことを考えれば、もう少し検討の余地があると思いますので、よ

ろしくお願いしておきます。 

 

議長  ほかに質疑ございますか。２番、野口裕子議員。 

 

野口裕子議員  同じく宿泊施設等利用料金についてお伺いいたしますけれど、

一般的に営利を目的にした場合というのは、やっぱり宿泊は優先したいところ
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が出てくると思うんですね。そして、稼働率も上げたいと。 

 でも、この交流人口を増やしたいということとまた違ってくるのかもしれま

せんけれど、日中借りて、１６時まで借りた場合、宿泊が３時からということ

で、これは宿泊、その日の夕方はできないということ、どのようにここは考え

てあるのかなと思います。よろしくお願いいたします。 

 

議長  答弁を許します。広松産業振興課長。 

 

産業振興課長  ２番、野口議員の質問にお答えをいたします。 

 宿泊については１５時からということ、それと、日中が１６時までというこ

とで重複しているので、その１棟についてはどういうふうな使用のやり方をす

るのかというご質問かというふうに承知をいたしました。 

 基本的には２棟ございますけれども、１棟については、もし宿泊が、予約が

入っていれば、その日のデーについては使用しないというふうな考え方でござ

います。 

 それと、宿泊については、平日については、宿泊、夏休み期間とは別になる

かと思いますけれども、平日については宿泊というものの予約は基本的にとら

ずに、週末というところの予約、金、土、日であったり、日、月の祝日だった

り、そういったところを狙ったところでの宿泊の事業を、農業体験を中心につ

くっていきたいというふうに考えておるところでございます。 

 以上でございます。 

 

議長  ２番、野口裕子議員。 
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野口裕子議員  ちょっと理解できなかったところがありましたけれども、宿

泊よりも先に、日中利用のほうの予約が入った場合は宿泊を優先するというこ

とはできないと思うんですけど、そのあたりはどのようにおっしゃったんです

か。すみません、よく聞き取れなかったもので。 

 

議長  答弁を許します。広松産業振興課長。 

 

産業振興課長  ２番、野口議員の質問にお答えをいたします。 

 先に日中の分が入っていて、２棟とも入っていれば、当然、宿泊については

されないということでございます。 

 以上でございます。 

 

議長  ２番、野口裕子議員。 

 

野口裕子議員  そのような方向で進むんでしょうけど、やっぱり稼働性も考

えながら、時間帯の融通も利かせながら進めていく必要もあるかと思いますの

で、今後のご検討なり、利用規則でうまく調整できるようにお願いしたいと思

います。 

 

議長  ほかに質疑ございませんか。 

 

    質疑なし 

 

議長  質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 
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 お諮りいたします。議案第９号については、会議規則第３８条第３項の規定

により委員会の付託を省略したいと思います。ご異議ありませんか。 

 

    異議なし 

 

議長  ご異議なしと認めます。したがって、議案第９号については委員会の

付託を省略することに決定しました。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

    討論あり 

 

議長  １２番、中島宗昭議員。 

 

中島宗昭議員  このまま賛成するというわけにはいきません。料金の設定、

そういったところを含めたところの利用規定、使用規定がきちんと提出された

中での採決ならいいと思いますけど、このままではまだ、なかなかしにくいと

ころがありますので、条件つきという形の中での反対の討論になるかと思いま

す。 

 

議長  暫時休憩をいたします。 

 

 

休憩      時  分 

再開      時  分 
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議長  それでは、再開をいたします。 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 先ほど、議案第９号については会議規則第３８条第３項の規定によって、委

員会の付託を省略したいと提案申し上げましたが、委員会の付託とさせていた

だきたいと、再提案をさせていただきます。議員の皆様にはご了承いただけま

すでしょうか。 

 

    異議なし 

 

議長  賛成多数です。よって、議案第９号については総務建設産業常任委員

会に付託したいと思います。ご異議ありませんか。 

 

    異議なし 

 

議長  ご異議なしと認めます。よって、議案第９号については総務建設産業

常任委員会に付託されました。 

 暫時休憩をいたします。再開を１３時よりの開会といたします。 

 

 

休憩    １２時０４分 

再開    １３時００分 
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議長  それでは、再開をいたします。 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 日程第１２、議案第１０号大木町少人数学級編制の実施のために採用する任

期付教職員の給与等に関する条例の制定についてを議題といたします。 

 職員に議案を朗読いたさせます。事務局長。 

 

事務局長  議案第１０号大木町少人数学級編制の実施のために採用する任期

付教職員の給与等に関する条例の制定について。 

 次のとおり大木町少人数学級編制の実施のために採用する任期付教職員の給

与等に関する条例を制定することについて、地方自治法（昭和２２年法律第６

７号）第９６条第１項第１号の規定により議会の議決を求める。 

 令和２年３月４日提出、大木町長、境公雄。 

 以上でございます。 

 

議長  職員の朗読を終わります。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。境町長。 

 

境町長  議案第１０号大木町少人数学級編制の実施のために採用する任期付

教職員の給与等に関する条例の制定についての提案理由を申し上げます。 

 本案は、地方公務員法及び地方自治法の改正に伴い、本町小学校において３

５人学級編制を実施するに当たり、町費負担の教職員として採用する任期付教

職員の給与等について、必要な事項を定める必要があるため、この条例を制定

しようとするものでございます。 
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 詳細につきましては担当課長に説明させますので、ご審議いただき議決賜り

ますようお願い申し上げまして、提案理由といたします。 

 

議長  これをもって提案理由の説明を終わります。 

 詳細にわたる説明を所管課長に求めます。野田学校教育課長。 

 

学校教育課長兼生涯学習課長  議案第１０号大木町少人数学級編制の実施の

ために採用する任期付教職員の給与等に関する条例の制定についてご説明いた

します。 

 本案は、地方公務員法及び地方自治法の改正に伴い、令和２年度からスター

トする会計年度任用職員制度、令和元年１１月臨時会において議決いただいた

大木町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例に当てはまらない職

員について、個別に条例を制定する必要があることから、本町で実施していま

す小学校での３５人学級について、学級編制上、県費負担教職員だけでは実施

できない場合において、町費負担の教職員として採用する任期付教職員の給与

等について、必要な事項を定めるため、条例を制定しようとするものです。 

 条文のページをお開きください。 

 第１条から順次説明いたします。 

 第１条では、本条例の趣旨について、第２条では、任用期間を１年以内とし、

２項で、採用した日から３年を超えない範囲で更新できるものについて、それ

ぞれ規定しております。 

 第３条では、支給する給与の種類について、給料をはじめ、扶養手当、地域

手当など、全９項目を定めており、２項で、扶養手当のほか、住居手当、通勤

手当、期末手当、勤勉手当については、大木町の常勤職員の例によることを規
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定しております。 

 第４条では、給料について、別表の給料表のとおりとし、２項で、職務の級

は１級のみ、３項で、新たに任期付教職員となったものの給料表の号給の定め

方について、教育委員会規則の基準によることとしております。 

 第５条では、教職員の職務が、自発性や創造性に期待する面が大きく、また、

夏休みのように、長期の学校休業期間があることなどを踏まえると、一般の公

務員と同様に、時間外勤務手当制度はなじまないという考えにより、原則、時

間外勤務手当を支給しない代わりに、教職調整額を支給する旨について規定し

ております。 

 次のページをお願いします。 

 ２項では、その額を給料月額の４％とし、３項では、支給する教職調整額は、

地域手当のほか、期末手当、勤勉手当を算定する際の基礎とする給料に含める

ことを規定しております。 

 第６条では、地域手当の月額について、給料及び扶養手当の月額の合計額の

５．４％と規定しております。 

 第７条では、特殊勤務手当について、福岡県公立学校職員の特殊勤務手当に

関する条例第９条の規定を準用する旨を規定しております。これは、第５条に

おいて、教職員には原則時間外手当を支給しないことを説明いたしましたが、

非常災害時や宿泊を伴う学校行事、例えば修学旅行など、例外的に認められて

いる時間外勤務に対して支給するのが、特殊勤務手当となります。 

 第８条では、義務教育等教員特別手当について、福岡県公立学校職員の給与

に関する条例第２１条の２の規定を準用する旨を規定しております。義務教育

等教員特別手当とは、人材確保法に基づき、教員給与を優遇し、優秀な人材を

確保する趣旨の手当でございます。 
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 第９条では、任期付教職員に対して、勤務時間外に勤務を命じないことを規

定しております。 

 第１０条では、休暇について、第１１条では、旅費について、それぞれ福岡

県職員と同様にする旨を規定しております。 

 最後に、第１２条では、委任に関する事項について規定しております。 

 以上で説明を終わります。 

 

議長  所管課長の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

 

    質疑なし 

 

議長  質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。議案第１０号については、会議規則第３８条第３項の規

定により委員会の付託を省略したいと思います。ご異議ありませんか。 

 

    異議なし 

 

議長  ご異議なしと認めます。したがって、議案第１０号については委員会

の付託を省略することに決定しました。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

    討論なし 
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議長  討論なしと認めます。 

 お諮りいたします。採決を行いたいと思います。ご異議ありませんか。 

 

    異議なし 

 

議長  ご異議なしと認めます。 

 日程第１２、議案第１０号大木町少人数学級編制の実施のために採用する任

期付教職員の給与等に関する条例の制定については、原案のとおり決定するこ

とに賛成の方は起立願います。 

 

    起立多数 

 

議長  起立多数です。したがって、議案第１０号本案については、原案のと

おり可決されました。 

 日程第１３、議案第１１号令和元年度大木町一般会計補正予算（第５号）に

ついてを議題といたします。 

 職員に議案を朗読いたさせます。事務局長。 

 

事務局長  議案第１１号令和元年度大木町一般会計補正予算（第５号）。 

 令和元年度大木町一般会計補正予算（第５号）は次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正）第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１，

５７４万８，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６２

億３，５２５万８，０００円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後
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の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

 （繰越明許費の補正）第２条、繰越明許費の追加は、「第２表繰越明許費補

正」による。 

 （債務負担行為の補正）第３条、債務負担行為の変更は、「第３表債務負担

行為補正」による。 

 （地方債の補正）第４条地方債の追加、変更は、「第４表地方債補正」によ

る。 

 令和２年３月４日提出、大木町長。境公雄。 

 以上でございます。 

 

議長  職員の朗読を終わります。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。境町長。 

 

境町長  議案第１１号令和元年度大木町一般会計補正予算（第５号）につい

ての提案理由を申し上げます。 

 本案は、令和元年度大木町一般会計予算について現時点における地方交付税

や補助金等の交付状況、予算の執行状況などを踏まえて、その総額から歳入歳

出それぞれ１，５７４万８，０００円を減額し、それぞれの合計を６２億３，

５２５万８，０００円として計上するものでございます。 

 その主な内容につきましては、歳入では、地方交付税１億３，６３５万７，

０００円の増、国庫支出金３，１８４万６，０００円の減、寄附金３億３，３

７５万６，０００円の増、繰入金４億１，０００万円の減を計上し、歳出では、

歳出予算不用額に対する減額分として２億８，２９１万円の減、大木町夢あふ

れるまちづくり基金積立金３，５００万円の増、ふるさと納税通信運搬費５，
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８９４万９，０００円の増、ふるさと納税返礼品料６，６００万円の増、液肥

貯留槽災害復旧工事２，６９２万２，０００円の増などを計上するものとなっ

ております。 

 詳細につきましてはそれぞれ担当課長に説明させますので、ご審議いただき、

議決賜りますようお願い申し上げまして、提案理由といたします。 

 

議長  これをもって提案理由の説明を終わります。 

 詳細にわたる説明を所管課長に求めます。まず、歳出について順次説明をお

願いいたします。的場会計課長。 

 

会計課長  それでは、議案第１１号令和元年度大木町一般会計補正予算（第

５号）について説明をいたします。 

 ２３ページ、２４ページをお開きください。 

 まず、歳出予算補正からご説明いたします。 

 １款１項１目議会費３５万７，０００円の減額の補正です。 

 内訳としましては、４節共済費１万２，０００円の減、２節旅費１９万５，

０００円の減、議員費用弁償の不用額を減額するものでございます。 

 １１節需用費１５万円の減、議会だよりの印刷製本費についての不用額を減

額で計上しております。 

 なお、今回の補正予算には、一般職員２名分の早期退職に伴う退職手当組合

特別負担金４５４万２，０００円の増額を含め、常勤の特別職及び一般職員の

人件費の補正額として合計４０７万円を計上しております。 

 以下、人件費につきましては説明を省略させていただきます。 

 以上でございます。 
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総務課長  ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費７，０００円の減

額補正を計上しております。 

 １節報酬１２万９，０００円の減額です。説明欄の一般管理費における特別

職報酬等審議会のほか、５つの審査会等の委員報酬について、開催の必要がな

かったもののほか、額の確定により減額をするものでございます。 

 ８節報償費１７万５，０００円の減額です。町政・社会功労表彰者の確定に

伴う一般管理費における賞賜金の減額のほか、職員人材育成事業及び２６ペー

ジの職員健康対策事業における講師謝金の不用見込額の減額でございます。 

 戻りまして、９節旅費５５万円の減額です。一般管理費における特別職及び

一般職員に係ります普通旅費並びに職員人材育成事業の自主研修に係る旅費の

不用見込額の減額でございます。 

 １１節需用費２８万円の減額です。一般管理費における公用車の燃料費及び

食料費の不用見込額の減額でございます。 

 １２節役務費６７万６，０００円の減額です。一般管理費における町民活動

総合補償保険ほか３つの保険の入札残や保険料の額の確定による減額でござい

ます。 

 １３節委託料７０万円の減額です。一般管理費における文書配布、マイクロ

バス運転委託料及び職員健康対策事業における臨時非常勤職員の健康診断委託

料が当初見込みより減少したための減額でございます。 

 １４節使用料及び賃借料９万円の補正額を計上しております。一般管理費に

おける複写機の使用枚数が当初見込みより増大したため、１２万円の補正をお

願いする一方で、自動車借上料の不用見込額を減額するものでございます。 

 １９節負担金補助及び交付金２０６万９，０００円の減額です。職員人材育
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成事業において、人事交流派遣職員の時間外手当を互いに精算するための負担

金として１万円を増額する一方で、一般管理費において、本年度要望がありま

せんでした木造戸建住宅耐震改修事業費補助金２件分、１８０万円のほか、職

員人材育成事業における職員採用試験負担金及び職員健康対策事業におけます

総合健診等負担金の額の確定などにより減額をするものでございます。 

 ２３節償還金利子及び割引料５万円の減額です。発生予算で計上しておりま

した過誤納金等返戻金の発生がなかったための減額でございます。 

 ２５、２６ページをお願いいたします。 

 ２目文書広報費３４万７，０００円の減額補正を計上しております。 

 １１節需用費５万３，０００円の補正額を計上しております。閲覧書籍の追

加費用の不足が見込まれますので、５万３，０００円を増額するものでござい

ます。 

 １２節役務費４０万円の減額です。後納郵便料金や切手、はがきなどの購入

費の不用見込額の減額でございます。 

 ５目財産管理費１５９万５，０００円の減額補正を計上しております。 

 １１節需用費１６万円の補正額を計上しております。昨年、梅雨末期の集中

豪雨や度重なる台風の襲来並びに参議院議員通常選挙などにより、庁舎の冷房

に要する費用が増大し、燃料費に不足が見込まれますので、１６万円を増額す

るものでございます。 

 １３節委託料１０万円の減額です。庁舎周辺植木剪定委託料の入札残などに

よる減額でございます。 

 １４節使用料及び賃借料３０万６，０００円の減額です。公有物件敷地借地

料の確定及び大型草刈り機の故障のため、発生予算で計上しておりました機械

の借上料について、草刈り機の整備に伴います不用見込額の減額です。 
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 １５節工事請負費１３４万９，０００円の減額です。議会委員会室エアコン

設置工事の入札残並びに改正受動喫煙法の施行により、新しく喫煙所の設置を

計画をしておりましたが、近隣の他の市町の喫煙所の設置状況を様々と調査さ

せていただいた結果並びに職員の勤務時間中の喫煙の自粛を踏まえ、最終的に

設置しないこととしたための減額でございます。 

 以上でございます。 

 

企画課長  ６目企画費で１億３，１５４万１，０００円の増額をお願いして

おります。これは、主にふるさと納税事業におきまして、本年度の寄附想定額

を３億円と見込んで、必要経費を予算化しておりましたが、１月末現在で約５

億２，０００万円を超える寄附が寄せられたことにより、お願いするものでご

ざいます。 

 説明欄のほうをご覧いただきたいと思います。 

 以下、事業ごとに説明させていただきます。 

 まず、企画費で報償費１５万円及び旅費２４万円の減額につきましては、第

６次総合計画の策定アドバイザーに係る謝金及び費用弁償で、想定以下で事務

遂行できたため不用となったものでございます。 

 委託料４９万円の減額につきましては、都市再生整備交付金事業の事後評価

調査支援業務で、入札残によるものでございます。 

 次に、情報通信網整備維持管理事業でございます。これは、財産充当予定の

情報通信ケーブル貸付収入の減額分を一般財源に振り替えて、内訳を補正する

ものでございます。 

 続きまして、広報広聴事業で賃金５２万６，０００円の減額でございます。

これは、臨時職員が家庭の事情で中途退職され、後任が見つからなかったこと
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により不用となったものでございます。 

 続きまして、ふるさと納税事業で、報償費６，６００万円。 

 次ページのほうをお願いいたします。 

 役務費５，８９４万９，０００円、委託料７７０万円の増額につきましては、

寄附金想定額５億３，０００万円に対応した返礼品代、返礼品送料、クリエイ

ティブおおきへの納税事務委託料をそれぞれお願いするものでございます。 

 最後に、男女共同参画推進事業で、報償費３万５，０００円の減額につきま

しては、県から活動支援金といたしまして、実施団体へ直接補助金が交付され

たため、講師謝金及びセミナー運営スタッフ謝金がそれぞれ不用となったもの

でございます。 

 以上です。 

 

総務課長  ８目交通安全対策費１５万３，０００円の補正額を計上しており

ます。 

 １１節需用費２万円並びに１９節負担金補助及び交付金１３万３，０００円

の補正額を計上しております。高齢者運転免許証自主返納対策事業の申請者の

増加により、タクシーチケット及び利用料金の助成金に不足が見込まれますの

で、それぞれ増額をお願いするものでございます。 

 以上でございます。 

 

会計課長  ９目財政調整基金費３，６８６万１，０００円の補正です。 

 ２５節積立金は同額です。 

 右側説明欄をご覧ください。 

 内訳としまして、財政調整基金及び大木町公共施設整備基金は基金運用益の
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確定により、それぞれ積み立て、大木町夢あふれるまちづくり基金では、ふる

さと納税に係る特定事業の用途について、応援を募ったところ、事業に対しご

賛同され、寄附していただいた寄附金から経費を差し引いた額を計上しており

ます。 

 以上でございます。 

 

総務課長  １０目情報処理費１１３万８，０００円の減額補正を計上してお

ります。 

 １１節需用費２３万９，０００円の減額です。情報処理専用帳票の入札残の

減額でございます。 

 １３節委託料５０万円の減額です。発生予算で計上しておりました新規開発

の委託料がなかったための減額でございます。 

 １９節負担金補助及び交付金３９万９，０００円の減額です。国、県及び他

の自治体間の専用インターネットでありますＬＧＷＡＮ利用負担金及びマイナ

ンバー制度に係ります中間サーバーの整備負担金の確定に伴いますふくおか電

子自治体共同運営協議会負担金並びに地方公共団体情報システム機構負担金の

減額でございます。 

 以上です。 

 

企画課長  １１目町づくり活性化推進事業費で１６２万１，０００円の減額

をお願いしております。 

 説明欄のほうをご覧ください。 

 まず、校区・地域コミュニティ推進事業で、備品購入費７万６，０００円の

減額につきましては、石丸山公園に電源タイマーを設置する予定にしておりま
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したが、電気系統の修理と一体的に整備したほうが安価に済むことが分かった

ため、管理所管課で整備、支出したことで不用となったものでございます。 

 負担金で、コミュニティ施設整備補助金６０万３，０００円及び花のある町

づくり推進事業交付金６５万２，０００円の減額につきましては、いずれも地

域からの要望が予定を下回ったことにより、減額するものでございます。 

 次に、町歩き事業で賃金２９万円の減額につきましては、臨時職員を募集し

ましたが、応募がなく、年度途中で採用したことにより、不用となったもので

ございます。 

 最後に、都市農村交流事業につきましては、ふるさと納税寄附金を充当した

ことにより、財源の内訳を補正したものでございます。 

 以上でございます。 

 

総務課長  １３目防災諸費８９万円の減額補正を計上しております。 

 次の２９、３０ページをお願いいたします。 

 １節報酬７万８，０００円の減額でございます。防災体制推進事業に係りま

す国民保護協議会の開催が必要でなかったことによる委員報酬の減額でござい

ます。 

 ９節旅費２万７，０００円の減額です。自主防災組織育成事業費におけます

自主防災会研修に係る費用弁償の額の確定による減額でございます。 

 １１節需用費７，０００円の減額です。炊き出し訓練に係る燃料費の確定に

よります減額でございます。 

 １８節備品購入費２４万７，０００円の減額です。こちらも防災体制推進事

業費におけます防災無線戸別受信機購入費の入札残額でございます。 

 １９節負担金補助及び交付金５３万１，０００円の減額です。防災設備等整
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備管理事業費におけます福岡県との防災行政情報通信ネットワーク設備管理費

負担金並びにブロック塀等撤去促進事業におけます町道に面するブロック塀等

撤去補助金の額の確定によります減額でございます。 

 以上でございます。 

 

税務町民課長  ３項戸籍住民基本台帳費、１目戸籍住民基本台帳費５４万６，

０００円の補正をお願いしております。 

 内訳としましては、人口動態調査事務交付金の確定に伴う財源補正で、一般

財源を１，０００円減額しております。 

 １９節負担金補助及び交付金５４万６，０００円の補正は、個人番号カード

等関連業務を委託しています地方公共団体情報システム機構への負担金であり

ます。２月に額の変更通知がありましたので、今回お願いしております。 

 以上です。 

 

企画課長  ５項統計調査費、２目各種統計調査費で２万５，０００円をお願

いしております。 

 １２節役務費、同額でございます。これは、農林業センサスに係る郵送料の

不足分をお願いしておるものでございます。 

 以上でございます。 

 

税務町民課長  ３１、３２ページをお願いいたします。 

 ３款民生費、１項社会福祉費、２目国民年金事業費１９万３，０００円の補

正をお願いしております。 

 １３節委託料、同額です。これは年金システムのプログラム変更に伴うもの
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でございます。 

 以上です。 

 

福祉課長  ３目高齢者福祉費７万７，０００円の減額補正をお願いしており

ます。 

 内訳といたしまして、１３節委託料としましてマイナス３３万７，０００円

です。内容といたしましては、高齢者の在宅生活支援事業において、配食サー

ビス事業委託料マイナス１４万５，０００円及び緊急通報システム業務委託料

マイナス１９万２，０００円でございます。配食サービスの利用者数、回数が

入院、入所、転出等により減少及びシステム利用者対象者が減少したことから、

減額補正をお願いしております。 

 ２０節扶助費といたしまして２６万円です。内容といたしまして、まず、敬

老祝い金のマイナス２６万円ですが、額の確定により減額するものです。 

 老人保護措置費については１３２万円補正をお願いしておりますが、８か月

間ほど１名増となりましたので、予算不足分の増額をお願いするものです。 

 次に、高齢者の在宅生活支援事業において、介護手当マイナス５０万円及び

介護用品給付サービス、マイナス３０万円でございます。これらは、いずれも

額の確定により減額するものでございます。 

 ５目障害者福祉費５８９万円の補正をお願いしております。 

 内訳としまして、１３節委託料マイナス３００万円です。内容といたしまし

ては、障害者地域生活支援事業における移動支援事業委託料マイナス１００万

円、日中一時支援事業委託料マイナス１００万円及び訪問入浴サービス事業マ

イナス１００万円でございます。これらは、いずれも利用者がサービス利用を

やめたり、見込みよりも減少したことから減額補正をお願いしております。 
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 ２０節扶助費といたしまして８８９万円の補正をお願いしております。内容

といたしまして、障害者地域生活支援事業における重度障害者等日常生活用具

給付事業マイナス２０万円です。給付対象者が見込みよりも減少したことから、

減額補正をお願いしております。 

 次のページをお願いします。 

 障害者自立支援事業においては、補装具給付費として３９万円です。新たに

車椅子等追加の申請のため、補正をお願いするものです。 

 ほか、自立支援給付費として９７０万円です。こちらは障害児の給付対象者、

利用件数の増加に伴い、増額をお願いするものです。 

 次に、更生医療給付費マイナス１００万円です。こちらは給付者が減少した

ことから減額補正をお願いしております。 

 以上でございます。 

 

こども未来課長  ６目子供医療対策費１３６万５，０００円の補正をお願い

しております。 

 ２０節扶助費の同額で、当初の見込みよりも７月からの医療費負担の無料化、

医療費の実績による見込みで不足額が見込まれるためでございます。 

 ７目重度障害者医療対策費９２万８，０００円の補正をお願いしております。 

 ２０節扶助費の同額で、当初の見込みよりも医療費の実績による不足額が見

込まれるためでございます。 

 ８目ひとり親家庭等医療対策費４５万１，０００円の補正をお願いしており

ます。 

 ２０節扶助費の同額で、こちらも当初の見込みよりも医療費の実績による不

足額が見込まれるためでございます。 
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 ９目養育医療対策費１０万６，０００円の補正をお願いしております。 

 ２３節償還金利子及び割引料の同額で、国、県費負担金の確定による返還金

でございます。 

 以上でございます。 

 

健康課長  １０目国民健康保険費９３６万６，０００円の減額補正でござい

ます。 

 ２８節繰出金、同額でございます。 

 ３５、３６ページをお願いします。 

 内訳といたしましては、保険基盤安定繰出金７７万５，０００円の減額で、

額の確定によるものです。 

 出産育児一時金繰出金４２０万円の減額で、出産育児一時金の不用額を減額

することに伴い、繰出金も減額するものです。 

 財政安定化支援事業繰出金５９４万１，０００円の減額で、繰入金額の確定

により減額するものです。 

 １１目健康福祉センター費１９０万７，０００円の減額補正でございます。 

 １３節委託料、同額でございます。指定管理委託料につきましては、健康福

祉センター指定管理委託料１３５万７，０００円の減額で、当初、消費税改定

に伴い、レジ２台の購入費用全額を計上していましたが、レジ購入については、

アクアスが行い、町は７年間の減価償却費を助成することに方針を改め、レジ

購入予算２２３万３，０００円を減額し、備品減価償却費用負担金の項目に、

当該年度分８７万６，０００円を新たに加え、変更契約を行い、相殺した１３

５万７，０００円の不用額を減額するものです。 

 設計業務委託料５５万円は、健康福祉センター設計業務委託料で、健康福祉
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と空調工事設計業務委託料の入札残でございます。 

 以上でございます。 

 

福祉課長  １２目介護保険費８９４万８，０００円の減額補正をお願いして

おります。 

 内訳といたしまして、４節共済費として５万５，０００円の補正です。介護

予防・日常生活支援総合事業及び包括的支援事業において、非常勤職員の社会

保険料として、保健師及び看護師分１万円及び４万５，０００円で、保険料改

定に伴い補正をお願いするものです。 

 １３節委託料といたしましてマイナス９６万２，０００円です。介護予防・

日常生活総合事業において、訪問型サービスのホームヘルプの利用者数、回数

が当初見込みより少なかったため、４１万３，０００円減額と、生活支援、配

食サービスの利用者数、回数が、入院、入所、転出等での減少による５４万９，

０００円の減額補正でございます。 

 １９節負担金補助及び交付金といたしまして、マイナス８０４万１，０００

円です。内容といたしまして、介護保険広域連合に対する町負担金です。負担

額の確定に伴う減額の補正でございます。 

 １４目包括支援センター費１万５，０００円の補正をお願いしております。 

 内訳としまして、４節共済費で同額です。非常勤職員、主任ケアマネの社会

保険料として保険料改定に伴い、補正をお願いするものです。 

 以上でございます。 

 

健康課長  １６目後期高齢者医療費２万５，０００円でございます。 

 １９節負担金補助及び交付金２８３万３，０００円で、後期高齢者の医療費
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である療養給付費が増大したため、保険者負担額の額の確定によるものです。 

 ２８節繰出金２８０万８，０００円の減額補正で、保険基盤安定繰出金の確

定によるものです。 

 以上でございます。 

 

こども未来課長  ２項児童福祉費、２目児童福祉費４７６万５，０００円の

減額補正をお願いしております。 

 ページは３５から４０ページにかけてでございます。 

 補正の内訳としまして、１節報酬２万５，０００円につきましては、次世代

育成支援行動計画推進費の同額で、こども未来会議委員報酬の不足額でござい

ます。 

 ４節共済費５，０００円につきましては、次のページをお願いいたします。 

 幼児教育・保育の無償化の臨時職員社会保険料でございます。 

 ８節報償費４０万円の減額につきましては、３８ページの子育て支援拠点事

業の同額で、各種事業の報奨金や謝金の実績による不用額が見込まれるためで

ございます。 

 １１節需用費２００万円の減額の内訳につきましては、幼児教育・保育の無

償化事業の印刷製本費３０万円の不用額の減額、子育て支援拠点事業の補助事

業で印刷製本費の不用額２００万円の減額につきましては、冊子での子育てパ

ンフレットの作成を当初予定しておりましたが、制度変更への対応というのが

今現在つくっている冊子についてもなかなか対応が難しく、頻繁に作成も難し

いことから、事業ごとのパンフレットのような印刷物をバインダー等での差し

替え方式や、個別に配布できるようにすることに変更したものによる減額でご

ざいます。 
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 また、子育て世代包括支援センター静養室修繕料として３０万円を計上して

おります。 

 １３節委託料９８４万７，０００円の減額の内訳につきましては、保育所等

運営費の私立保育所の運営委託料１，０００万円の減額で、幼児教育・保育の

無償化による副食材料費の実費徴収により、支払額の減の見込み並びに保育所

に通われるお子さんの人数が若干減っているためによるものでございます。 

 幼児教育・保育の無償化事業の電算システム委託料１３５万３，０００円に

つきましては、無償化による報告資料作成機能追加対応のためでございます。 

 学童保育所運営事業費の学童保育所運営委託料の１２０万円の減額につきま

しては、当初は１０３名の児童の利用でしたが、夏休みを過ぎて若干減少し、

現在では２８３名の利用と、約８％の減で、実績見込みによる変更契約で運営

費に不用額が見込まれるためでございます。 

 １９節負担金補助及び交付金７７０万２，０００円の減額の内訳につきまし

ては、多様な保育事業の延長保育事業推進事業補助金の町内保育施設からの申

請後の不用額が２００万円見込まれ、一時預かり事業補助金６７万６，０００

円、生活保護世帯に属する児童の保育園等からの実費徴収に係る補足給付費補

助金８万２，０００円の不足額が見込まれ、計上するものです。 

 保育士確保及び質の強化事業の保育対策総合支援事業補助金５５６万円の減

額は、保育体制強化事業費補助金２１６万円の減額、保育補助者雇上強化事業

補助金３４０万円の減額が、町内保育施設からの申請後の不用額として見込ま

れるためでございます。 

 子育て応援事業のファミリーサポートセンター利用助成金事業補助金９０万

円は、今年度において不用額として計上するものです。 

 ２０節扶助費８５０万円につきましては、保育所等運営費の同額で認定こど
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も園及び幼稚園への給付費ですが、幼児教育・保育の無償化により、保育料を

園で徴収して、その差額を給付費で支払っていたものが、支払い増となったも

のなど支払見込みによるものでございます。 

 ２３節償還金利子及び割引料６６５万４，０００円につきましては、前年度

の各種事業費補助金の過年度分確定による返還金で、保育所等運営費の国、県

負担金８万４，０３５万５，０００円、多様な保育事業２４０万７，０００円、

保育士確保及び質の強化事業３１７万４，０００円、学童保育所運営事業４７

万５，０００円、子育て支援拠点事業５万９，０００円、児童虐待防止対策事

業１０万円でございます。 

 ３７から４０ページをお願いいたします。 

 ３目児童福祉施設費１７５万円の減額補正をお願いしております。 

 補正の内訳としまして、賃金１３０万円の減額につきましては、大溝保育園

の保育運営事業の代替職員、障害児加配保育、一時保育等の実績により見込ま

れる臨時雇賃金の不用額８０万円、大溝保育園休日保育の実施により見込まれ

る不用額５０万円でございます。 

 １１節需用費４５万円の減額につきましては、給食の賄い材料費の不用見込

額でございます。 

 ４目児童措置費、補正額といたしまして９２４万７，０００円の減額補正を

お願いしております。 

 ２０節扶助費９２５万円の減額につきましては、児童手当の支給対象児童の

見込数の減により不用額が見込まれるためでございます。 

 ２３節償還金利子及び割引料３，０００円につきましては、前年度特別児童

扶養手当事務取扱交付金の返還金でございます。 

 以上でございます。 
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健康課長  ４款衛生費、１項保健衛生費、２目予防費８５３万６，０００円

の減額補正でございます。 

 １２節役務費５万円の減額補正でございます。国保連合会に支払う麻しん・

風しん特別対策事業手数料の不用額でございます。 

 １３節委託料８２０万円の減額補正でございます。予防接種委託料不用額で

ございます。高齢者肺炎球菌接種対象者が６５歳になった人と、５歳刻みの未

接種者となり、５９５名に個別通知を行っておりましたが、接種者は現在８５

人足らずで、また、風しん抗体検査、予防接種においても、見込みの３割弱と

なり、減額するものです。予算の２割弱という大きな金額となっておりますが、

さらなる接種勧奨に努めたいと考えています。 

 １９節負担金補助及び交付金２８万６，０００円の減額補正でございます。

妊婦とその家族等に行う風しん予防接種助成金につきまして、４７名で予算計

上していましたが、現在実績が１１名であり、見込みにより減額するものです。 

 ３目健康増進事業４５３万２，０００円の減額補正でございます。 

 ７節賃金２７万円の減額でございます。臨時職員の賃金の減額です。 

 ８節報償費１万２，０００円の減額でございます。集団健診時の託児ボラン

ティア謝金をＷＡＣＣＡＲＤによるポイント付与に変更したため、不用額を減

額するものです。 

 １３節委託料４０５万円の減額でございます。今年度は、早期発見、早期治

療のため、一人でも多くの住民に受診してもらいたいと、健診期間を９月から

１１月までと延長し、健診項目も増やし、受診勧奨に力を入れることで、昨年

度の健診予定者４，１２０人から１，２０５名増の５，３２５人で予算計上し

ていました。昨年度実績の４，２１１人より５７８人増の４，７８９人となり
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ましたが、目標には届かず、実績により減額するものです。 

 １９節負担金補助及び交付金２０万円の減額補正でございます。胃がんリス

ク検診で要精密者に対する内視鏡検査に係る費用助成のうち不用額を減額する

ものです。１００名で予算計上し、現在１５件執行しております。 

 ４１、４２ページをお願いいたします。 

 ４目母子保健事業４６２万円の減額補正でございます。 

 １３節委託料３６５万円の減額で、妊婦健診委託料で、実績に基づき減額す

るものです。予算を１３５人で見込んでいましたが、現在、母子手帳交付状況

が１００人程度ということで、出生数も微減傾向ということで予算減額するも

のです。 

 １４節使用料及び賃借料６万円の減額でございます。今年度、母子手帳を補

完し、携帯アプリで予防接種母子手帳アプリを導入し、導入後、半年間を無料

体験期間としていましたが、本年度まで延長できたため、不用となったもので

す。 

 備品購入費２８万円の減額でございます。３歳児健診で屈折異常を検査する

スポットビションスクリーナーを購入した入札残を減額するものです。 

 １９節負担金補助及び交付金６３万円の減額でございます。特定不妊治療２

０件分を予算していましたが、今年度実績、現在５件ということで減額するも

のです。 

 ５目介護予防・日常生活支援事業支援総合事業１００万６，０００円の減額

補正でございます。 

 ８節報償費２３万円の減額で、おおき健康大学栄養・口腔コース及び出前講

座謝金の不用額でございます。 

 １１節需用費７７万６，０００円で、老人クラブ等で自主的に血圧測定を行
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えるよう、町が購入し、地区に貸出しを行っています。血圧計貸与の希望地区

が見込みを下回ったこと及び入札による効果などの不用額でございます。 

 ６目やすらぎ苑管理費７万９，０００円の減額補正でございます。 

 １２節役務費１，０００円で、発生予算として計上しておりました火葬炉の

焼却灰の処理手数料が、支出の予定がないため減額するものです。 

 １３節委託料３万２，０００円で、清掃の追加的清掃業務を行う必要がなか

ったために、実績に基づく不用額でございます。 

 １２節補償補塡及び賠償金４万６，０００円の減額です。昨年３月に被害補

償契約を終了の契約を締結し、支出の予定がないため減額するものです。 

 以上でございます。 

 

環境課長  ７目環境衛生費で５４万７，０００円の減額をお願いしておりま

す。 

 ７節賃金で１４万円の減額は、臨時雇賃金の不用分でございます。 

 ８節報償費で６，０００円の減額は、環境保全対策協議会につきまして、本

年度においては、支出見込みがないため、減額するものでございます。 

 １３節委託料で４０万１，０００円の減額は、クリーク、河川、井戸水の水

質検査測定業務委託料の入札残でございます。 

 次に、９目合併処理浄化槽推進事業費で４２８万４，０００円の減額をお願

いしております。 

 ８節報償費で２万３，０００円の減額は、浄化槽普及促進協議会につきまし

て、本年度においては支出見込みがないため、減額するものでございます。 

 １９節負担金補助及び交付金で４２６万１，０００円の減額は、合併処理浄

化槽維持管理協会助成金につきまして、主に浄化槽補修工事に対する機能回復
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支援事業がおおむね終了し、不用額が生じる見込みとなったため、２８１万６，

０００円を減額するものでございます。また、合併処理浄化槽設置補助金につ

きまして、大型浄化槽の設置申請が当初見込みを下回ったため、１４４万５，

０００円を減額するものでございます。 

 ４３、４４ページをお願いいたします。 

 次に、２項清掃費、１目塵芥処理費で７３７万７，０００円の減額をお願い

しております。 

 １１節需用費で１１９万１，０００円の減額は、ごみ袋印刷代の入札残でご

ざいます。 

 １３節委託料で５９４万８，０００円の減額は、大川清掃センター塵芥焼却

処理委託料の確定によるものでございます。減額の要因といたしましては、焼

却ごみの減量化に伴う清掃センター運転体制の見直しによるものでございます。 

 １９節負担金補助及び交付金で２３万８，０００円の減額は、八女西部広域

事務組合負担金額の変更に伴うものでございます。 

 次に、２目もったいない宣言推進事業費で１６１万６，０００円の減額をお

願いしております。 

 ８節報償費で１６万６，０００円の減額は、ごみゼロプロジェクト会議につ

きまして、本年度以降につきまして開催見込みがないため、６万６，０００円

の減額及びごみゼロコンテストへの参加者数が当初見込みを下回ったため、コ

ンテストの商品代１０万円を減額するものです。 

 １１節需用費で３０万円の減額は、転入者向けに配布しております水切りバ

ケツ購入費の入札残でございます。 

 １３節委託料で９０万円の減額は、資源ごみの排出量につきまして、当初の

見込みを下回ったため、資源ごみ処理委託料を減額するものです。 
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 １９節負担金補助及び交付金で２５万円の減額は、主に各地域で管理するご

み置場の改善、整備に対するごみ減量化対策交付金の減額で、地域からの申請

がおおむね確定し、不用額を生じる見込みとなったため減額するものでござい

ます。 

 以上でございます。 

 

議長  ここで、１款議会費より４款衛生費まで質疑を行いたいと思います。

質疑ございませんか。１１番、小畠裕司議員。 

 

小畠裕司議員  何点かあるんですが、まず３２ページの中で、高齢者在宅支

援事業で配食サービスの事業委託で１４万５，０００円ほど減額になっていま

す。 

 私、聞いていなかったのか、ちょっと分かりませんが、これは人数が減った

と、配食サービスを受けられる高齢者の方が減ったということで理解してよろ

しいでしょうか。 

 

議長  答弁を許します。池末福祉課長。 

 

福祉課長  小畠議員のご質問にお答えします。 

 今、申し上げられましたように、先ほど答弁しましたように、利用者のうち、

入院、入所、それから転出等で利用者が減少したということで減額ということ

です。 

 以上です。 

 



104 

議長  １１番、小畠裕司議員。 

 

小畠裕司議員  続きまして、３６ページの中で健康福祉センター事業で委託

料、指定管理委託料がマイナス１３５万７，０００円ほど出ておりますが、こ

れ、内訳としてはどういったものが減額になっているんでしょうか。 

 

議長  答弁を許します。田中健康課長。 

 

健康課長  まず、レジ購入金額を２２３万３，０００円減額し、減価償却分

として８７万６，０００円を加えたということで、相殺して１３５万７，００

０円を減額しました。 

 

議長  １１番、小畠裕司議員。 

 

小畠裕司議員  すみません、私ばかり申し訳ございません。 

 ４２ページの中で、環境衛生費委託料で、水質検査測定業務委託料というの

が４０万ほど減額になってきております。これは場所を減らしたんでしょうか。

それとも、どうなんでしょうか。減額の理由を教えていただきたいと思います。 

 

議長  答弁を許します。中村環境課長。 

 

環境課長  小畠裕司議員のご質問に対し回答させていただきます。 

 今回の水質検査測定業務委託料の減額補正につきましては、一般競争入札実

施後の入札残額を減額補正をさせていただいたものでございます。 
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 検査の概要につきましては、クリークにつきましては、一応年４回、河川に

つきましては計３か所、また、井戸水につきましては、町内５か所ということ

で、井戸水につきましては、２年ごとに行政区を回して実施しているというこ

ともあり、その年ごとに場所数が変更になるということでございまして、結果、

入札で４０万の減ということになったものでございます。 

 以上でございます。 

 

議長  １１番、小畠裕司議員。 

 

小畠裕司議員  水質検査分については、毎年同じように検査対象が入れ替わ

っていくので、回数が減ったとか、箇所が減ったということではなく、単なる

入札残が出たということで理解してよろしいでしょうか。そうですね。はい。 

 それともう一つ、もう１点だけ、４４ページのもったいない宣言事業の中で、

ごみゼロプロジェクト会議の委員報酬と、それからコンテスト代の商品代が、

開催がしなかったと、しなかったのか、できなかったのか分かりませんが、こ

れ、ごみゼロになったというわけではなく、何らかの理由で開催ができなかっ

たのでしょうか。 

 これ、令和元年度の補正予算なので、令和２年度に関しては、また元に戻し

て、この会議をやって、コンテストも行われるんでしょうか。よろしくお願い

します。 

 

議長  答弁を許します。中村環境課長。 

 

環境課長  小畠裕司議員のご質問に対しご回答させていただきます。 
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 ごみゼロコンテストにつきましては、当初のこちらが予定しておりました想

定参加者数を下回ったということでございまして、結果、商品代が１０万円不

用になったということで、今回、減額させていただいたということでございま

す。 

 ごみゼロプロジェクト会議の開催につきましては、組織しております区長会、

あるいは婦人会、議会の皆様方及び公募された一般の町民の方ということで開

催をしておりますが、今年度につきましては、特化した事項及び協議していた

だく突発的な内容等が見当たらなかったため、今回につきましては未開催に至

ったということでございます。 

 以上でございます。 

 

議長  １１番、小畠裕司議員。 

 

小畠裕司議員  それでは、町長が発せられていらっしゃいますもったいない

宣言事業はある程度、町民の方々に一定の理解が得られて、もう会議をする必

要がないというふうに理解してよろしいでしょうか。 

 

議長  答弁を許します。中村環境課長。 

 

環境課長  小畠裕司議員のご質問に対しご回答させていただきます。 

 もったいない宣言の推進につきましては、環境課といたしましては、今のと

ころ終わりはないというふうに思っております。我々環境課、あるいはサステ

ィナブルおおき、環境プラザ職員と連携いたしまして、４月には、各地区の分

別、収集のサポート、あるいは毎週日曜日には来庁されます町民の方々への啓
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発と、今後とも緩むことなく行ってまいりたいということで考えております。 

 以上です。 

 

議長  ２番、野口裕子議員。 

 

野口裕子議員  ４２ページの特定不妊治療助成金についてお伺いいたします。 

 悩んでいる方には大変心強い事業だと思いますけれども、残念なことに５件

しか利用される方がいらっしゃらなかったという説明でしたけれども、周知の

仕方とか、何かそういう工夫された点があれば、お話しいただきたいと思いま

す。 

 

議長  答弁を許します。田中健康課長。 

 

健康課長  ２番、野口裕子議員のご質問にお答えいたします。 

 周知については、健康ガイドブックのところにも特定不妊治療について載せ

ておりますし、また、ホームページ等とか、あと、子育て支援センターとかに

も置いていると思いますが、あと、窓口ですね。さらなる呼びかけをしたいな

と思っています。 

 現在、５件ということですけど、今、何件か予定が入ってはいるんですけど、

これまでは、大体もう予算が足りるか足りないかぐらい、ぎりぎりいっぱい使

っておりました。今年度がたまたま非常に少なかったということでございます。 

 以上、回答いたします。 

 

議長  ６番、北島好昭議員。 
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北島好昭議員  環境課長に１点聞きます。 

 ４４ページ、塵芥焼却処理委託料５９４万８，０００円の減額、これについ

て、説明では、焼却ローテーションの見直しにより減額、不用額が出たという

ふうに私はお聞きをしたと思うんだけど、具体的にどういったことなのか、ど

ういったことをやって、こんなに経費が不必要となったのかということを説明

をいただきたいというふうに思います。 

 

議長  答弁を許します。中村環境課長。 

 

環境課長  北島好昭議員のご質問に対しご回答させていただきます。 

 塵芥焼却処理委託料の減額についてでございますが、本町におけるごみの減

量化に伴いまして、いわゆる燃やすごみが減量になったわけでございます。 

 これに伴いまして、今まで人員として１０人かかっておりましたところを、

１名減の９人ということで、しかも運転時間２時間の縮小ということもござい

まして、処理委託料の減額ということに至ったわけでございます。 

 以上でございます。 

 

議長  ６番、北島好昭議員。 

 

北島好昭議員  確認ですけど、要は本町内の可燃物の搬出の削減努力が実っ

て、要は、施設に対する搬入量が減りましたと。だから、処理が不必要となり

ましたということかな。 
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議長  よろしいですか。 

 

北島好昭議員  それの確認だけでもう結構です。 

 

議長  答弁を許します。中村環境課長。 

 

環境課長  北島議員のご質問に対しご回答させていただきます。 

 議員ご指摘のとおり、大木町の町民の方々のご協力によりまして、ごみの減

量化、燃やすごみの減量化に伴いまして、運転体制の変更により、減額に至っ

たということでございます。 

 以上でございます。 

 

議長  答弁の補足があるようでございますので、答弁を許します。益田副町

長。 

 

副町長  北島議員の質問に補足してお答えしたいと思いますが、大川焼却セ

ンターの人員体制が少なく済んだということと作業時間が短く短縮できたと。

これは当町だけのことではなくて、大川市のほうもごみの減量に取り組んでお

られますので、そのお互いの成果を合わせて、こういう時間短縮に結びつける

ことができたということでご理解いただきたいと思います。 

 以上です。 

 

議長  ６番、北島好昭議員。 
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北島好昭議員  確認なんだけど、全体的にその結果が出て、縮小したんです

よということですね。はい。 

 

議長  ほかに質疑ございますか。１０番、古賀知文議員。 

 

古賀知文議員  ４０ページ、健康課だと思います。予防接種事業の委託料で、

減の８２０万が出ております。これは予防接種は対象はおおむね何の予防接種

で、教えてください。 

 

議長  答弁を許します。田中健康課長。 

 

健康課長  １０番、古賀知文議員のご質問にお答えいたします。 

 予防接種は大きく分けて、子供の予防接種と高齢者のインフルエンザ、高齢

者肺炎球菌の予防接種というふうに大きく分かれます。子供の予防接種につい

ては、赤ちゃん訪問のときに、こういうスケジュールでいきますということを

一人一人にご説明して行っております。接種忘れがあった場合は、就学時健診

でも接種勧奨しております。また、個別通知も行っております。 

 高齢者のインフルエンザ定期接種と高齢者肺炎球菌についても、インフルエ

ンザについては全戸配布のチラシで勧奨し、高齢者肺炎球菌については個別に

通知をしておりますが、なかなか個別通知だけでは十分な勧奨ができていない

ということで、さらに勧奨のやり方を考えたいなと思っているところです。 

 以上で答弁を終わります。 

 

議長  １０番、古賀知文議員。 
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古賀知文議員  今、いわゆる年度末ですよね、に要するに、三角を出すべき

なのか、ある程度、要するに、９月とか、そういうところで見込まれたのか、

そこら辺の、それが無理だったという、今でなければできなかったのかという

のをお聞きしたいんですけど。 

 

議長  答弁を許します。田中健康課長。 

 

健康課長  １０番、古賀知文議員のご質問にお答えいたします。 

 予防接種が年間通してあるものと、時期が限られているものがあります。高

齢者インフルエンザは、１０月から１２月というのを期間にしておりますので、

大体１１月、１２月が駆け込みで、実績が上がるのが１月、２月になってしま

います。 

 ということで、どうしても９月とか１２月では額が確定ができないというこ

とで、３月にこういう形で減額をさせていただいているところが現状でござい

ます。 

 答弁を終わります。 

 

議長  ほかに質疑ございますか。 

 

    質疑なし 

 

議長  では、４３ページ、６款農林水産業費から順次説明をお願いいたしま

す。 
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産業振興課長  ６款農林水産業費、１項農業費、２目農業総務費は、人件費

に関する補正でございますが、財源について、農業委員会職員の人件費の一部

として交付される県交付金の増額内示を受け、財源内訳補正を行っております。 

 ３目農業振興費で６０９万９，０００円の減額補正をお願いしております。 

 １９節負担金補助及び交付金、同額です。 

 内訳としまして、土地利用型農業振興事業費の力強い水田農業確立事業補助

金の３万６，０００円は、福岡県より農地集積交付金の割当内示を受け、予算

を計上するものでございます。 

 また、大木町農業振興総合支援事業の２２万５，０００円は、新規作物の導

入支援として、ブロッコリーの作付拡大などに伴い増額補正を行うものでござ

います。 

 農業担い手支援事業の利子補給補助金６４万円の減額及び農業次世代投資事

業交付金５７２万円の減額は、助成交付額の確定による補正でございます。 

 以上でございます。 

 

建設水道課長  ５目農地費１２万１，０００円の補正です。 

 ２２節補償補塡及び賠償金で、同額です。 

 説明欄にあります農村環境整備事業、こちらの施行時に発生した事業損失に

対する補償について、今回合意に至り、補償金を支出するものです。 

 ６目地籍調査費２５０万円の補正です。 

 １３節委託料で同額です。 

 次のページをお願いします。 

 発生予算として計上しておりました官民境界画定のためや、道路後退用地の
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寄附申込みに対する測量業務の委託費用が不足しているため補正をお願いする

ものです。 

 ９目クリーク管理保全対策費マイナス１００万円の減額補正です。 

 １８節備品購入費で同額です。大型草刈り機の購入に際し、入札残が生じた

ため減額をするものです。 

 １０目農地整備費マイナス１４０万円の減額補正です。 

 １８節備品購入費でマイナス１４０万円の減額補正。 

 １９節負担金補助及び交付金で同額です。 

 筑後市との市町の境における水路整備について協議をした結果、本町側につ

いては、筑後市サイドでの整備方針に沿って事業を執り行わないとする旨決定

いたしましたため、工事負担金予算の全額を減額をするものです。 

 以上です。 

 

産業振興課長  １３目施設園芸型農業振興事業費で９２１万９，０００円の

増額補正をお願いしております。 

 １９節負担金補助及び交付金、同額です。今回お願いしています２つの補助

事業は、いずれも昨年発災しました大雨による被害及び台風災害の復旧事業費

の予算でございますが、県費によります県単事業分を減額し、国庫補助事業を

活用した予算への組替え及び新たに採択されました被害復旧事業費を計上して

いるものでございます。 

 続きまして、７款商工費、１項商工費、２目商工振興費で３，０３８万円の

減額補正をお願いしています。 

 １２節役務費９２万５，０００円の減額は、消費税の引上げに伴う国策とし

て実施していますプレミアムつき商品券事業に係る郵便代、１３節委託料１１
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２万９，０００円の減額は、商品券製造供給、回収及び換金データ提供に係る

委託業務費の確定によるもの。 

 １９節負担金補助及び交付金２，８３２万６，０００円の減額の内訳として、

実行委員会負担金１０万円は、負担金が不要となったことから減額するもの、

また、プレミアムつき商品券交付金２，７５０万円は商品券販売代金の予算の

減額でございます。 

 利子補給補助金７２万６，０００円は、中小企業融資預託金利子補給として

の額の確定による減額補正でございます。 

 続きまして、４目地方創生費で７７７万２，０００円の減額補正をお願いし

ています。 

 １節報酬３６１万５，０００円の減額は、移住定住推進事業費の地域おこし

隊員の報酬でありますが、年度途中に希望退任をされました隊員分の報酬を減

額するものでございます。 

 ８節報償費１万６，０００円の減額及び９節旅費６，０００円の減額は、出

会い応援事業の有識者等の謝金及び費用弁償として計上しておりましたが、不

要となったため減額するものでございます。 

 １３節委託料４３万２，０００円の減額は、地域ポイントに係る作業委託料

として計上したものですが、作業の集約化等により減額補正を行うものでござ

います。 

 ４８ページの上段でございますが、１９節負担金補助及び交付金３７０万３，

０００円の減額は、地域おこし協力隊の活動に必要な経費に対して交付するも

のですが、年度途中に希望退任をされました隊員分や執行残を減額補正するも

のでございます。 

 以上でございます。 
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建設水道課長  ８款土木費、１項道路橋梁費、２目道路維持費マイナス２，

２５０万円の減額補正です。 

 内訳として、１５節工事請負費でマイナス２，０００万円。内容としては、

１２月に補正予算として議決いただきました町内４か所の道路かさ上げ工事に

ついて、国の財政優遇措置を受けられる見込みとなったため、令和２年度予算

へ組み替えるべく、今回、全額を減額するものです。 

 次に、１６節原材料費でマイナス２５０万円の減額です。内容としては、道

路補修材料費を執行見込額に合わせて減額をするものです。 

 続いて、３目道路新設改良費マイナス４，８５３万３，０００円の減額補正

です。 

 ４８ページ右側、説明欄の事業ごとに説明をいたします。 

 道路新設改良費は充当財源である歳入予算の交通安全対策特別交付金を減額

したことによる財源項目の補正となります。 

 次に、自転車歩行者道整備事業、こちらは事業全体でマイナス５，５６３万

３，０００円。 

 未就学児等交通安全対策事業は７１０万円の増額の補正となっております。 

 内訳として、自転車歩行者道整備事業では、説明欄にありますとおり、１３

節委託料から２２節補償補塡及び賠償金まで減額をいたしております。これら

は、令和元年度における補助事業採択率がよくなかったこと、同じく、元年度

における事業の進捗状況から、執行終了分を判断し、補助金の枠内で執行する

べく調整した結果、翌年度事業へ先送りすることとなったため、各費目の予算

額を調整し減額をいたしているものです。 

 また、新規事業になりますが、未就学児等交通安全対策事業、こちらは工事
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請負費として７１０万円を計上いたしております。こちらについては、未就学

児が日常的に集団で移動する経路、これについての緊急交通安全点検を実施し

まして、出された要望について、町が実施すべきものについて国の予算が成立

し、補助事業として実施することとなったため、今回、予算化をするものです。 

 ちなみに、４目の橋梁長寿命化点検修繕事業費は、起債借入額の変更によっ

て、財源が変わるために財源の内訳の補正という形で計上いたしております。 

 ４項住宅費、２目空き家対策費マイナス５０万円の減額補正です。 

 ４９、５０ページをお願いします。 

 １９節負担金補助及び交付金で同額です。老朽空き家の解体費用の一部を補

助する制度において、申請状況から減額をするものです。 

 以上です。 

 

総務課長  ９款消防費、１項消防費、１目常備消防費４６１万７，０００円

の減額補正を計上しております。 

 １９節負担金補助及び交付金、同額です。経年劣化しました三潴消防署の救

助工作車の更新整備に当たり、当初の計画より有利な起債の活用ができること

となったため、負担金の減額を行うものでございます。 

 ２目非常備消防費５４万４，０００円の減額補正を計上しております。 

 １節報酬３０万円の減額です。欠員並びに年度途中で退団をしました消防団

員報酬の減額でございます。 

 １４節使用料及び賃借料５万８，０００円の減額です。消防出初め式会場の

整地用機械借上料の不用額の減額でございます。 

 １８節備品購入費１８万６，０００円の減額です。小型動力ポンプ付積載車

購入費の入札残でございます。 
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 ３目消防施設費５２万３，０００円の減額補正を計上しております。 

 １２節役務費、同額です。昨年１０月から消防サイレンの吹鳴箇所を５か所

から３か所に見直したことによります、消防指令専用回線占用料の減額でござ

います。 

 ４目水防費６９万４，０００円の減額補正を計上しております。 

 １３節委託料、同額です。水防法の改正に伴いますハザードマップ作成費に

つきまして、国庫補助事業を活用して行った際の入札残でございます。 

 以上でございます。 

 

学校教育課長兼生涯学習課長  １０款教育費、１項教育総務費、２目事務局

費６２万７，０００円の減額補正を計上しております。 

 １３節委託料マイナス４５万円は、次のページをお願いいたします。 

 教職員の健康診断において、別の制度による人間ドックを受診するなどによ

り、健康診断委託料に不用額が出たことによるものです。 

 ３目教育力向上支援事業費２１５万５，０００円の減額補正を計上しており

ます。 

 ７節賃金マイナス１７５万円は、小学校非常勤講師について、県費負担の講

師を任用できたことにより、不用になったものでございます。 

 ８節報償費マイナス３０万円は、中学校学習支援サポーターに係る謝金に不

用額が出たことによるものです。 

 １３節委託料マイナス１０万５，０００円は、情報教育支援業務委託に係る

契約残により不用額が出たことによるものです。 

 ２項小学校費、１目学校管理費１，７１４万８，０００円の減額補正を計上

しております。 
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 １１節需用費マイナス８０万円は、各小学校の電気代に不用額が生じる見込

みであることから減額するものです。 

 １２節役務費マイナス６６万円は、学校ＩＣＴ環境の更新整備において、当

初、センターサーバー方式を予定し、その回線使用料として計上しておりまし

たが、政府の教室の高速大容量の通信ネットワーク整備と児童・生徒１人１台

のタブレット配布の実現化を目指すＧＩＧＡスクール構想に取り組んでいくた

め、クラウド方式をメインとする内容に計画変更したことで、不用になったも

のです。 

 １４節使用料及び賃借料マイナス１，５６８万８，０００円は、各小学校に

備えている校務支援システムに係るパソコン等の機器類の更新整備を先ほど説

明いたしましたＧＩＧＡスクール構想に取り組むため、整備を延期したことに

より、リース代に不用額が生じたことによるものです。 

 ２目教育振興費７０万円の減額補正を計上しております。 

 ２０節扶助費、同額です。これは就学援助費に不用額が生じる見込みである

ことから減額するものです。 

 ３項中学校費、１目学校管理費４３１万５，０００円の減額補正を計上して

おります。 

 １１節需用費２０万円は、光熱水費に不足が生じる見込みであることから、

増額補正をお願いするものです。 

 １４節使用料及び賃借料マイナス４５１万５，０００円は、先ほど説明いた

しましたＧＩＧＡスクール構想に取り組むため、小学校と同様に、中学校に備

えている校務支援システムに係るパソコン等の機器類の更新整備を延期したこ

とにより、リース代に不用額が生じたことによるものです。 

 ２目教育振興費１８５万５，０００円の減額補正を計上しております。 
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 １９節負担金補助及び交付金１４万５，０００円は、次のページをお願いい

たします。 

 中体連の新人大会において、県大会出場助成金に不足が出たことによるもの

です。 

 ２０節扶助費マイナス２００万円は、就学援助費に不用額が生じる見込みで

あることから減額するものです。 

 ４項社会教育費、４目文化財保護費及び６目生涯学習まちづくり推進費につ

いては、それぞれ財源内訳補正を行っております。 

 ５項保健体育費、２目保健体育施設費４９５万円の減額補正を計上しており

ます。 

 １３節委託料、同額です。総合体育館大規模改修工事実施設計の入札残によ

る４８９万円の減額をするほか、若宮広場の除草作業に係る委託料について、

同広場を使用しなくなったことにより、その費用６万円を減額しております。 

 ６項学校給食共同調理場費、１目調理場管理費１３５万３，０００円の減額

補正を計上しております。 

 ７節賃金では、不要となる臨時職員の賃金を１２０万円減額するほか、次の

ページをお願いいたします。 

 １３節委託料では、冷蔵庫及び冷凍庫を変えたことにより、点検委託料の一

部が不要となったため、１０万５，０００円を減額しております。 

 以上です。 

 

こども未来課長  ７項幼稚園費、１目幼稚園費１０万７，０００円の減額補

正をお願いしております。 

 １９節負担金補助及び交付金の同額で、これは私立幼稚園就園奨励金ですが、
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幼児教育の無償化の制度改正により、１０月分より、３款民生費、２項児童福

祉費、２目児童福祉費、保育所等運営費からの支払いとなりましたので、不用

額が見込まれるためでございます。 

 以上でございます。 

 

建設水道課長  １１款災害復旧費、２項その他公共施設・公用施設災害復旧

費、１目公共施設等災害復旧費で２，６９２万２，０００円の補正をお願いし

ております。 

 昨年９月の台風第１７号災害により、本町環境プラザ内に設置しております

液肥貯留槽２基の天幕部分及び支柱が破損したため、全面的な貼り替え、また、

支柱の設置など復旧工事が必要なため、今回補正をお願いするものでございま

す。 

 １３節委託料で７７万円を計上しております。災害復旧における管理業務委

託料としまして２９万７，０００円及び設計業務委託料としまして４７万３，

０００円でございます。 

 １５節工事請負費で２，６１５万２，０００円を計上しております。液肥貯

留槽２基の復旧工事費でございます。 

 なお、財源の内訳としましては、国の廃棄物処理施設災害復旧事業費補助金

としまして、事業費の２分の１に当たる１，３０７万５，０００円、また、残

額につきましては起債措置を行うこととしております。 

 以上でございます。 

 

議長  以上で、６款農林水産業費から１０款教育費までの歳出に関する所管

課長の説明を終わります。 
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 質疑ございませんか。６番、北島好昭議員。 

 

北島好昭議員  質問がないようですから、１点、建設課長に尋ねます。 

 ４６ページ、筑後市との市町境界の水路整備の負担金を満額減額ということ

なんですけど、説明を聞いたら、要は筑後市が行う水路工事に負担金という形

で大木町も整備しようという当初の予定だったんだけど、筑後市の工法が思わ

しくないのか、気に入らないのか知らないけど、お願いしないことにしたと。

だから、その負担金も出さないようにしたということに聞こえたんだけど、そ

うなった場合、取り残された大木町分の水路改修というのはどのように、課長、

今後は考えているのか、その点をお聞きしたいと思って。 

 

議長  答弁を許します。川村建設水道課長。 

 

建設水道課長  ご質問にお答えいたします。 

 少し経緯をお話しさせていただきます。当初、平成３１年当初予算において、

そういう話が筑後市のほうから協議があったということで予算化しておりまし

た。その後、令和に入って、筑後市と具体的な協議をする中で、筑後市の工法

が、いわゆる水路の真ん中に小さなかまちを入れて、あとは全部埋め立てると

いう提案でした。 

 本町としては基本的に水路についてはできるだけ断面を確保してきている歴

史がありますので、当然、そういう形ではできないということと、あと、筑後

市との境目、これは実際は高橋の南側、大木町の一番南側の筑後市との境にな

るんですが、非常に境界が確定できないぐらいずれている現状があります。 

 境界線は、筑後市のほうの境界線も大木町のほうの境界線も現況の水路の中
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には入っているんですが、境界を画定するためには、下手をしましたら、面積

の変更、市域、町域の変更までなってきますので、そこについては、やるとし

ても非常に時間がかかることになると、そういったものも勘案しまして、今回、

筑後市側について、そういう工事についての協議は少しできないよという回答

をいたしたわけです。 

 現況、じゃ、どうなったかといいますと、筑後市側は、筑後市側のいわゆる

田と水路の接点といいますか、いわゆる水路ののり面ですね、ここについて、

張りコンをしたと、要はのり面を保護する張りコンをして、もう終わったとい

う状況です。 

 お尋ねの大木町側の水路はどうするんだという話ですが、現場においてはま

だ大木町の町内で散見されるような水路ののり面が大きく崩壊して、即座に手

を入れないと、いわゆる田の使用に非常に支障を来すと、そういう状況には全

然まだありませんので、今のところは様子を見ておくということで、十分のり

面から田までのいわゆるあぜもとれて、畦畔も十分ありますし、特段、大木町

側の田の利用者の方から要望が出ているわけでもありませんので、本町側とし

ては、取りあえず当面の間は静観をしたいということで結論としております。 

 以上です。 

 

議長  ６番、北島好昭議員。 

 

北島好昭議員  経過について分かりました。大木町側の判断についても、そ

れでいいだろうというふうに思うんですが、なかなか大木町は堀ばっかりの町

ですから、なかなか水路の整備が進まないということで、今まで多くの町民の

皆さんからも苦情等も出てきておる中では、やっぱり今後、できるだけ他町と
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接するような部分に関しては共同工事ということで、幾らかでも負担も減ると

いうことで、前向きに考えていってもらいたいというふうに思うところです。

今回の判断についてはそれで了としていいだろうと思います。 

 以上です。 

 

議長  ほかに質疑ございませんか。２番、野口裕子議員。 

 

野口裕子議員  非常備消防費についてお尋ねいたします。 

 消防団員が不足しての不用額が出たということですけれども、先日、女性消

防団員のほうも募集をしているという話を伺いました。現状をお話しいただけ

ますでしょうか。 

 

議長  答弁を許します。境総務課長。 

 

総務課長  大木町消防団員の確保の現状でございます。消防団員の定数は１

６８名でございます。そのうち、女性団員として１０名を本部付でしておると

ころでございます。 

 現在、まず、定数割れといいますか、それが発生している状況といいますの

は、１つは、従来は報酬等を分団、部ごとにお支払いしていたという、そうい

った経緯があったんですが、それを様々な諸般の事情により、個々の口座のほ

うにお支払いをするように変更したと、そういったことに伴いまして、消防団

員の住所要件でありますとか、実際の出動状況、勤務状況等について厳格化を

図ったところでございます。 

 そういったところで、定数割れとなる団員が何名か出てきている、現状は５
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名というふうにしております。そのうちは、女性消防団員が２名でございます。

一般団員が３名でございます。 

 女性消防団員の確保については、なかなか勧誘等をしているところでござい

ますが、今のところ成果が上がっていないというものでございまして、今後、

これまでもやってきておりましたが、町内の、やはり女性の多く勤務、雇用さ

れてあります、例えばこれまでもやってきておりますが、ＪＡさんであります

とか、そういった、ほかの企業さん、そういったところのほうに勧奨に回りた

いと、消防団のほうを中心に勧奨に回りたいというふうに考えておるところで

ございます。 

 それから、団員のほうについては欠員が出ているのは、ごく一部の部におい

て出ているものでございますので、そういう部分につきましては、該当する部

の部長でありましたり、該当分団の分団長、副分団長と十分協議をしていきな

がら、確保に向けた取組を今後も継続して、していきたいというふうに考えて

おるところでございます。 

 以上でございます。 

 

議長  ５番、古賀靖子議員。 

 

古賀靖子議員  ４６ページの地域おこし隊のことでお尋ねします。 

 昨年６月に一般質問したときは５名の方がいらっしゃっていたんですよね。

現在４名になっているんですね。この方は何を専門にされていて、いつお辞め

になられたのか、お尋ねしたいです。 

 もう一つ、一緒によろしいでしょうか。学校教育の、５２ページの教育力向

上支援事業のところで、１７５万円の分は県費で分かりました。もう一つ、報
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償費と委託費がよく私が理解できなかったので、マイナスの理由をもう一度教

えてください。 

 以上です。 

 

議長  まず初めに、答弁を許します。広松産業振興課長。 

 

産業振興課長  お尋ねの地域おこし協力隊員の退任の件でございますけれど

も、６月議会におきましては５名ということでお話をさせていただいておりま

す。４月に１人辞められておりまして、この方は匠の技術伝承者ということで、

久留米絣の関係で隊員になられておりましたが、４月のうちに辞められており

ます。したがいまして、６月の答弁におきましては５名ということでお話をし

ております。それで、もう１人退任、その後されまして、その方は６月でござ

いますけれども、この方は農村耕し隊の隊員でございます。その方が退任され

まして、５名が４名になったということで答弁をしております。 

 以上でございます。 

 

議長  続きまして、野田学校教育課長。 

 

学校教育課長兼生涯学習課長  ご質問にお答えいたします。 

 報償費の学習サポーター謝金でございますけれども、中学校の学習サポータ

ーが、計画では一応６名を予定しておりましたけれども、４名しか任用できな

かったため、いわゆる人材がいなかったということで減額しております。 

 以上です。 
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議長  ５番、古賀靖子議員。 

 

古賀靖子議員  一緒に委託料のことをお尋ねしましたけど。 

 

議長  同じところの委託費ということでよろしいですか。 

 

古賀靖子議員  はい、そうです。 

 

議長  野田学校教育課長。 

 

学校教育課長兼生涯学習課長  これについては、情報教育支援業務というこ

とで、委託業務ですけれども、一応契約した分について、安く契約ができたの

で、その契約残という形での減額でございます。 

 以上です。 

 

議長  ほかに質疑ございますか。１２番、中島宗昭議員。 

 

中島宗昭議員  直接、その収支には関係ありませんけど、今回のコロナウイ

ルスの感染拡大防止のために学校が休校になりました。いろんな自治体の中で

は、今、学校給食の件で、返金をするとか、そういったいろんな類いのテーマ

が一つの課題となっておりますが、大木町の学校給食としては、学校給食費の

返金とか、そういったことはどのような方向で考えておられるのか、お尋ねい

たします。 
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議長  答弁を許します。野田学校教育課長。 

 

学校教育課長兼生涯学習課長  ご質問にお答えいたします。 

 学校給食費につきましては、３月２日から臨時休校しておりますので、３月

分については返還するという形で対応しております。 

 正確に申しますと、卒業する今の６年生、中学３年生については返還すると。

在校生については４月分に振り替えるという手続を行うということで考えてお

ります。 

 以上です。 

 

議長  １２番、中島宗昭議員。 

 

中島宗昭議員  返還されるということでございますが、その場合の予算措置

は、専決での返金、この中では上がってこないから、どういった形になるのか。 

 

議長  答弁を許します。野田学校教育課長。 

 

学校教育課長兼生涯学習課長  給食費については、一応受益者負担というこ

とで、町の予算等については、いわゆる支出とは関係ございませんので、この

予算には出てこないということになります。 

 以上です。 

 

議長  １２番、中島宗昭議員。 
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中島宗昭議員  一部負担はなかったんですよね。 

 

議長  答弁を許します。野田学校教育課長。 

 

学校教育課長兼生涯学習課長  ご質問にお答えいたします。 

 補助金、助成金については当然、給食がありませんので、支給はしないとい

う形になります。 

 したがって、今回は減額補正はしておりませんけれども、決算で、その分は

余ってくるということになろうかと思います。 

 以上です。 

 

議長  ほかに質疑ございますか。１０番、古賀知文議員。 

 

古賀知文議員  ４６ページ、商工振興事業、プレミアムつき商品券交付金の

三角の２，７５０万、これをもう少し詳しく説明願いたいと思います。 

 

議長  答弁を許します。広松産業振興課長。 

 

産業振興課長  古賀議員の質問にお答えいたします。 

 プレミアムつき商品券交付金につきましてでございますが、当初、該当者が

２，０００名ということで当初予算をお願いいたしまして、５，０００万円を

組ませていただいたところではございますが、実際は９００名がその対象にな

ったということで確定をしました。率といたしましては４５％の方ということ

になります。 
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 それで、販売額が確定することに伴いまして、５，０００万円組ませていた

だいたものについて減額をさせていただくということでございます。 

 以上でございます。 

 

議長  １０番、古賀知文議員。 

 

古賀知文議員  これは国のやっぱりあれがまずかったんですかね、結果とし

ては。やっぱりあまりあれが評判がよくなかったということですかね。使いに

くかったということですかね。たしか生活困窮者というか、そういう方を対象

にしていたんじゃないですかね。 

 

議長  答弁を許します。池末福祉課長。 

 

福祉課長  今回の国の事業で、プレミアムつき商品券ということで、低所得

者及び３歳未満の世帯保護者ということで、これは件数が、大木町、２，００

０名の予算と言いましたけど、大体これも全体の７割、８割程度で見込んでお

りました。 

 実際、その半分以下ということで、これは近隣自治体、どこもかなり申請が

悪かったということを伺っております。 

 この周知に関しましても、手続上はいろんな形で周知しまして、１月の段階

では、まだ未購入者、未申請者にも勧奨通知も特別に行いましたけど、若干、

それから購入者もありましたけれども、やはり、当初の見込みよりも、全国の

自治体でも思うほどの申請購入はなかったということでございます。 

 以上でございます。 
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議長  ほかに質疑ございますか。 

 

    質疑なし 

 

議長  以上で歳出に関する質疑を終結いたします。 

 続いて、歳入の説明を所管課長に求めます。的場会計課長。 

 

会計課長  予算書のほう、１５ページ、１６ページをお願いいたします。 

 歳入予算補正について説明いたします。 

 ８款１項１目地方特例交付金４７８万９，０００円の補正です。内容としま

しては、住宅借入金等特別税額控除分と軽自動車税減収補塡特例交付金、いず

れも額が確定したことにより、計上しております。 

 ９款１項１目地方交付税１億３，６３５万７，０００円の補正です。普通交

付税の額の確定により増額分を計上しております。 

 １０款１項１目交通安全対策特例交付金４０万円の減額補正です。交通安全

特別対策交付金の額が確定したことにより計上しております。 

 １１款分担金及び負担金、２項負担金、１目民生費負担金１８７万の減額の

補正です。保育料の無償化が減額の主な理由でございます。 

 １２款使用料及び手数料、１項使用料、２目民生使用料７６万の減額補正で

す。保育料の無償化が減額の主な理由でございます。 

 ５目教育使用料１万円の補正です。みんなの広場の使用料でございます。 

 １３款国庫支出金、１項国庫負担金、１目民生費国庫負担金６８５万５，０

００円の減額の補正です。 
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 ７節国民健康保険基盤安定負担金２７万８，０００円は額が確定したことで

計上しております。 

 １４節児童手当負担金７１３万３，０００円の減額は、給付額の減額による

ものでございます。 

 ２目衛生費国庫負担金６１万３，０００円の減額補正です。 

 １節保健衛生費負担金は同額です。感染症予防事業等国庫負担金は額が確定

したことにより計上しております。 

 ２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金９万６，０００円の補正です。 

 １節総務管理費補助金は同額です。内容としましては、住宅建築物安全スト

ック形成事業４５万円の減額及び通知カード・個人カード関連事務委任交付金

５４万６，０００円は、いずれも額が確定したことによる計上でございます。 

 次のページをお願いします。 

 ２目民生費国庫補助金４８９万４，０００円の減額です。 

 ３節児童福祉費補助金は２万７，０００円の補正です。額が確定したことに

より計上しております。 

 ５節地域生活支援事業費等補助金４９２万１，０００円の減額です。障害者

支援事業に係る額が確定したことにより計上しております。 

 ３目衛生費国庫補助金１，３０６万３，０００円の補正です。 

 １節保健衛生費補助金は同額です。がん検診推進事業費１万２，０００円の

減額は額が確定したことによるものでございます。また、廃棄物処理施設災害

復旧事業費補助金１，３０７万５，０００円は、台風で破損しました環境プラ

ザ内にあります液肥貯留槽の補修費として計上しております。 

 ４目土木費国庫補助金２，６３４万６，０００円の減額です。 

 １節土木費補助金は同額です。社会資本整備総合交付金２７２万円及び防災
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安全交付金２，２０６万６，０００円の減額は、いずれも事業費額が確定した

ことによる増減額の補正でございます。 

 ５目教育費国庫補助金は２３万９，０００円の減額です。 

 １節小学校補助金１１万１，０００円の減額は、学校施設環境改善交付金の

補助金が確定したことにより計上しており、３節幼稚園費補助金１２万８，０

００円の減額は、補助金の額の確定により減額分を計上しております。 

 ６目商工費国庫補助金６２５万円の減額です。 

 １節商工費補助金は同額です。プレミアムつき商品券事業に伴うもので、支

援業務委託料が確定したことや、商品券販売に係るプレミアム分の額が確定し

たことにより計上しております。 

 ３項委託金、２目民生費委託金１９万２，０００円の補正です。 

 １節社会福祉費委託金は同額です。国民年金事業に伴うシステム改修費の補

助金を計上しております。 

 １４款県支出金、１項県負担金、１目民生費県負担金２８３万４，０００円

の減額の補正です。 

 ６節国民健康保険基盤安定負担金から１８節民生委員推薦会負担金まで、そ

れぞれ額が確定したことにより計上しております。 

 ２目衛生費県負担金４万１，０００円の補正です。未熟児養育医療費への県

負担金の確定により増額分を計上しています。 

 ３目県事務移譲交付金３，０００円の補正です。 

 ２項県補助金、１項総務費県補助金８７万５，０００円の減額の補正です。 

 １節総務管理費補助金は同額です。右側説明欄の２件の事業の申請に対し、

額が確定したことにより、その増減額を計上しています。 

 ２目民生費県補助金３０３万６，０００円の減額の補正です。 
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 ２節こども医療費補助金から、次のページをお願いいたします。 

 ５節児童福祉補助金は、右側説明欄のいずれも額が確定したことにより、そ

の増減額を計上しておるところでございます。 

 ３目衛生費県補助金７万９，０００円の補正です。 

 １節保健衛生費補助金は同額です。右側説明欄の事業に対し、額が確定した

ことにより、その増減額を計上しております。 

 ４目農林水産業費県補助金３９６万７，０００円の補正です。 

 １節農業費補助金は同額です。右側説明欄の事業に対し、額が確定したこと

により、増減額を計上しています。なお、下から２番目の農業振興対策推進事

業費補助金及び福岡県農業経営対策事業費補助金は、施設園芸農業においての

大雨被害、台風災害における復旧事業に係る補助金の組替えでございます。 

 ６目農業費補助金９万円の減額の補正です。事業費の額が確定したことによ

り、その増減額を計上しております。 

 ３項委託金、１目総務費委託金１，０００円の減額の補正です。 

 ２節戸籍住民基本台帳費委託金は同額です。 

 １５款財産収入、１項財産運用収入、１目財産貸付収入８万９，０００円の

減額の補正です。それぞれ、普通財産貸付収入の予算の差額分を計上しており

ます。 

 ２目利子及び配当金２４万６，０００円の補正です。一括運用基金の利息の

収入額の見込額を上回ったことによる増額分を説明欄の財政調整基金から、大

木町公共施設整備基金までの各基金へ配分し、計上しております。 

 １６款寄附金、１項寄附金、２目総務費寄附金３億３，３７５万６，０００

円の補正です。歳出でも申し上げましたとおり、ふるさと納税増加に伴い、計

上しています。 
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 １７款繰入金、次のページをお願いいたします。 

 １項１目繰入金４億１，０００万円の減額です。繰入金の不用額が生じたた

め、財政調整基金並びに大木町公共施設整備基金からの繰入れを減額するもの

でございます。 

 １８款１項１目繰越金１，４２１万９，０００円の補正です。前年度繰越金

を追加で計上しております。 

 １９款諸収入、５項雑入、２目雑入１，５６４万９，０００円の減額の補正

です。説明欄上から６番目、プレミアムつき商品券販売代金マイナス２，２０

０万円を計上しています。商品券の購入されなかった差額分でございます。 

 ３目過年度収入１５４万３，０００円の補正です。説明欄にありますとおり、

いずれも前年度精算分として追加給付される額を計上しております。 

 ２０款１項町債、１目臨時財政対策債３，６４０万８，０００円の減額です。

借入れの額が確定したことにより、計上しております。 

 ３目衛生債１，３００万円の補正です。 

 １節衛生債は同額です。廃棄物処理施設災害復旧事業債として追加で計上し

ております。 

 ５目土木債１，９５０万円の減額です。説明欄にありますとおり、自転車歩

行者道整備事業及び橋梁長寿命化点検修繕事業については、事業費確定により

起債額の減額分を計上しております。また、未就学児等交通安全対策事業につ

きましては、追加で計上しております。 

 ６目消防債４０万の減額の補正です。 

 １節消防債は同額です。充当先事業の額が確定したことに伴い、減額分を計

上しております。 

 以上で、議案第１１号令和元年度大木町一般会計補正予算（第５号）につい
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ての説明を終わります。 

 

議長  所管課長の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。歳入に関する質疑ございませんか。 

 

    質疑なし 

 

議長  質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。議案第１１号については、会議規則第３８条第３項の規

定によって委員会の付託を省略したいと思います。ご異議ありませんか。 

 

    異議なし 

 

議長  ご異議なしと認めます。したがって、議案第１１号については委員会

の付託を省略することに決定しました。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

    討論なし 

 

議長  討論なしと認めます。 

 お諮りいたします。採決を行いたいと思います。ご異議ありませんか。 

 

    異議なし 
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議長  ご異議なしと認めます。 

 この採決は起立によって行います。日程第１３、議案第１１号令和元年度大

木町一般会計補正予算（第５号）については、原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

 

    起立多数 

 

議長  起立多数です。したがって、議案第１１号本案については、原案のと

おり可決されました。 

 暫時休憩をいたします。再開を３時１０分といたします。 

 

 

休憩    １４時５５分 

再開    １５時１０分 

 

 

議長  それでは、定刻となりましたので、再開をいたします。 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 お諮りいたします。日程第１４、議案第１２号令和元年度大木町国民健康保

険特別会計補正予算（第４号）について、日程第１５、議案第１３号令和元年

度大木町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）については、それぞれ関

連がございますので、一括議題といたしたいと思います。ご異議ありませんか。 

 

    異議なし 
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議長  ご異議なしと認めます。したがって、議案第１２号、議案第１３号に

ついては一括議題といたします。 

 職員に議案を朗読いたさせます。事務局長。 

 

事務局長  議案第１２号令和元年度大木町国民健康保険特別会計補正予算

（第４号）。 

 令和元年度大木町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）は、次に定める

ところによる。 

 （歳入歳出予算の補正）第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ

５７９万円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１７億９，９４

４万２，０００円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

 令和２年３月４日提出、大木町長、境公雄。 

 続きまして、議案第１３号のほうをお願いします。 

 議案第１３号令和元年度大木町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）。 

 令和元年度大木町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、次に定め

るところによる。 

 （歳入歳出予算の補正）第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ９

５万５，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億８，

５７７万２，０００円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 
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 令和２年３月４日提出、大木町長、境公雄。 

 以上でございます。 

 

議長  職員の朗読を終わります。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。境町長。 

 

境町長  議案第１２号令和元年度大木町国民健康保険特別会計補正予算（第

４号）について及び議案第１３号令和元年度大木町後期高齢者医療特別会計補

正予算（第１号）についての提案理由を申し上げます。 

 本案は、国民健康保険特別会計について、歳出予算の保険給付費の減額や一

般会計からの繰入金額の減額等に伴い、令和元年度大木町国民健康保険特別会

計予算の総額から、歳入歳出それぞれ５７９万円を減額し、それぞれの合計を

１７億９，９４４万２，０００円として計上するとともに、後期高齢者医療特

別会計について、保険給付費精算額及び一般会計からの繰入金額の確定に伴い、

令和元年度大木町後期高齢者医療特別会計予算の総額に、歳入歳出それぞれ９

５万５，０００円を追加し、それぞれの合計を１億８，５７７万２，０００円

として計上するものでございます。 

 いずれも、詳細につきましては担当課長に説明させますので、ご審議いただ

き議決賜りますようにお願い申し上げまして、提案理由といたします。 

 

議長  提出者からの提案理由の説明を終わります。 

 詳細にわたる説明を所管課長に求めます。田中健康課長。 

 

健康課長  議案第１２号令和元年度大木町国民健康保険特別会計補正予算
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（第４号）からご説明申し上げます。 

 歳出よりご説明申し上げます。 

 １１ページ、１２ページをお願いいたします。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費３８万５，０００円の補正で

ございます。令和３年３月よりマイナンバーを保険証として使えるようになり、

そのためのソフトウエア開発に伴う委託料の補正でございます。 

 ２款保険給付費、４項出産育児諸費、１目出産育児一時金６３０万円の減額

でございます。 

 １９節負担金補助及び交付金、同額でございます。出産育児一時金につきま

しては２８件で予算計上しておりましたが、１３件を見込んでおり、１５件分

を減額するものです。 

 ３款国民健康保険事業納付金、１項医療給付費分、１目一般被保険者医療費

給付費分から３目介護納付金分までにつきましては、一般会計からの繰入金額

の確定に伴う財源内訳補正でございます。 

 ９款諸支出金、次のページをお願いします。 

 １項償還金及び還付加算金、５目保険給付費等交付金償還金、２３節償還金

利子及び割引料１２万５，０００円の補正でございます。平成３０年度福岡県

国民健康保険普通交付金精算金でございます。 

 続きまして、歳入のご説明を申し上げます。 

 ９ページ、１０ページをお願いいたします。 

 ３款国庫支出金、２項国庫補助金、４目１節社会保障・税番号制度システム

整備費補助金２５万６，０００円の補正をお願いしております。歳出でお願い

しておりますマイナンバーを保険証として使うためのソフトウエア開発に伴う

委託料補助として３８万５，０００円の３分の２でございます。 
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 ４款県支出金、１項県補助金、１目保険給付費等交付金、２節特別交付金３

３２万円の補正をお願いしております。特別交付金による収入でございます。 

 ６款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金９３６万６，０００

円の減額補正をお願いしております。先ほど一般会計の補正でご説明いたしま

した交付金の確定等によるものでございます。 

 １節保険基盤安定繰入金７７万５，０００円。 

 ２節出産育児一時金繰入金４２０万円の減額。当初、２８人分で計上してい

ましたもので、歳出でご説明し、１５件分を減額することに伴い、繰入金も減

額するものです。 

 ３節財政安定化支援事業繰入金５９４万１，０００円の減額でございます。 

 続きまして、議案第１３号令和元年度大木町後期高齢者医療特別会計補正予

算（第１号）についてご説明いたします。 

 歳出よりご説明いたします。 

 １１ページ、１２ページをお願いいたします。 

 ２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金、１９節負担金補助及び交付金

２０万円の減額でございます。平成３０年度分の一般会計繰入金精算金でござ

います。 

 ３款諸支出金、２項繰出金、１目一般会計繰出金、２８節繰出金１１５万５，

０００円の補正でございます。平成３０年度分の一般会計繰入金精算金でござ

います。 

 続いて、歳入のご説明を申し上げます。 

 ９ページ、１０ページをお願いいたします。 

 １款１項後期高齢者医療保険料、１目特別徴収保険料５１６万６，０００円

の補正をお願いしております。 
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 ２目普通徴収保険料３００万円の減額補正をお願いしております。当初見込

みより特別徴収の対象者が多く、逆に普通徴収の対象者が少なかったため、１

目を増額し、２目を減額するものです。 

 ３款繰入金、１項１目一般会計繰入金、２節保険基盤安定繰入金２８０万９，

０００円の減額補正でございます。基盤安定負担金の額の確定に伴うものでご

ざいます。 

 ４款１項１目繰越金１５９万８，０００円の補正でございます。前年度繰越

金決定確定に伴う補正でございます。 

 以上で、特別会計に関する補正予算の説明を終わります。 

 

議長  所管課長の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。議案第１２号、議案第１３号について質疑ござい

ませんか。７番、益田隆一議員。 

 

益田隆一議員  １２ページの部分で、念のため確認なんですが…… 

 

議長  益田議員、どちらの１２ページ、１２号か１３号か。 

 

益田隆一議員  １２号ですね。出産育児一時金のところの部分ですね。当初、

町が予定していたのが何人ぐらいの出産予定で、結果、何人になったか、もう

一度お尋ねいたします。 

 

議長  答弁を許します。田中健康課長。 
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健康課長  ７番、益田隆一議員のご質問にお答えいたします。 

 当初、２８件分で予算計上しておりました。現在のところ、１３件を見込ん

でおり、１５件分を減額するものです。 

 以上で終わります。 

 

議長  ７番、益田隆一議員。 

 

益田隆一議員  この２８というのは、大体、例年の予定としてこれぐらい出

産されるだろうと想定した数字だったということですよね。ということは、こ

れは、今年は予想以上に少なかったということなんですかね、単純な話。 

 

議長  答弁を許します。田中健康課長。 

 

健康課長  益田隆一議員のご質問にお答えいたします。 

 当初、２５年、２６年度ぐらいはそんなに件数がなかったんですけど、２７

年、２８年度ぐらいに急に増えたんですね。恐らく、新規就農の関係だろうと

思います。 

 一般の出生数と比例しなく、こちらが上がったということで、国民健康保険

の出生数が割合に高くなりました。昨年度ぐらいから落ち着いて、減少傾向に

あり、今年度、減額補正をお願いするものです。 

 以上で終わります。 

 

議長  ７番、益田隆一議員。 
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益田隆一議員  別に、これは批判とかいう話ではなくて、逆に心配している

ところだったんですよ。本来であれば、出生率が減っている中、２８が１３に、

半分以下になったというのは、もうこれ、普通に考えて、人口減少プラス子供

も減っているという単純な計算なんですけど、これは別に健康課に限らず、全

体的に町が見直さないといけない、見直さないっておかしいですね、何らかの

対策を練らないと、来年もまた減りましたという話で、どんどん減っていくと、

子育てしやすいまちというのが、やはりもう一度、この辺のところも考え直す

べきなのかなというところなんですけど、別にこれは何て返答はないんですけ

ど、やはり…… 

 

議長  感想ということでよろしいですか。 

 

益田隆一議員  そうですね。感想で。ちょっと思った次第でございます。 

 

議長  ほかに質疑ございませんか。 

 

    質疑なし 

 

議長  質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。議案第１２号、議案第１３号については、会議規則第３

８条第３項の規定によって委員会の付託を省略したいと思います。ご異議あり

ませんか。 

 

    異議なし 
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議長  ご異議なしと認めます。したがって議案第１２号、議案第１３号につ

いては委員会の付託を省略することに決定しました。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

    討論なし 

 

議長  討論なしと認めます。 

 お諮りいたします。採決を行いたいと思います。ご異議ありませんか。 

 

    異議なし 

 

議長  ご異議なしと認めます。 

 この採決は起立によって行います。日程第１４、議案第１２号令和元年度大

木町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）については、原案のとおり決定

することに賛成の方は起立願います。 

 

    起立多数 

 

議長  起立多数です。したがって、議案第１２号本案については、原案のと

おり可決されました。 

 続いて、日程第１５、議案第１３号令和元年度大木町後期高齢者医療特別会

計補正予算（第１号）については、原案のとおり決定することに賛成の方は起

立願います。 
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    起立多数 

 

議長  起立多数です。したがって、議案第１３号本案については、原案のと

おり可決されました。 

 日程第１６、議案第１４号令和元年度大木町水道事業会計補正予算（第４

号）についてを議題といたします。 

 職員に議案を朗読いたさせます。事務局長。 

 

事務局長  議案第１４号令和元年度大木町水道事業会計補正予算（第４号）。 

 （総則）第１条、令和元年度大木町水道事業会計補正予算（第４号）は、次

に定めるところによる。 

 （資本的収入）第２条、予算第４条本文括弧書きを、「資本的収入額が資本

的支出額に対し不足する額６，１９２万２，０００円は、減債積立金１，４１

２万４，０００円、建設改良積立金２，０００万円、過年度分損益勘定留保資

金２，７７９万８，０００円で補塡するものとする」に改め、資本的収入を次

のとおり補正する。 

 （科目）（既決予定額）（補正予定額）（計）という順番で読み上げます。 

 収入、第１款資本的収入２億６，９４２万１，０００円、三角の１，０６２

万５，０００円、２億５，８７９万６，０００円。 

 第１項負担金２，０９２万１，０００円、三角の１，０６２万５，０００円、

計１，０２９万６，０００円。 

 次のページをお願いします。 

 （継続費）第３条、既定の継続費の年割額を次のとおり改める。款、項、事
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業名、総額、補正前、補正後。 

 資本的支出、配水管路耐震化事業費、第１期配水管路耐震化事業、総額１６

億６，１２３万５，０００円、２７年度８，６８０万２，０００円、補正後同

額です。平成２８年度１億９，８３４万１，０００円、補正後同額。平成２９

年度３億３，５８３万円、補正後同額です。平成３０年度２億８，９７７万４，

０００円、２億７，６８０万２，０００円。令和元年度２億６，３１９万３，

０００円、補正後２億９，４０９万６，０００円。令和２年度２億７，６３９

万５，０００円、補正後２億７，８９４万６，０００円。令和３年度１億５，

６５３万３，０００円、補正後１億５，６５３万３，０００円。令和４年度５，

４３２万７，０００円、補正後３，３８４万５，０００円。 

 令和２年３月４日提出、大木町水道事業、大木町長、境公雄。 

 以上でございます。 

 

議長  職員の朗読を終わります。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。境町長。 

 

境町長  議案第１４号令和元年度大木町水道事業会計補正予算（第４号）に

ついての提案理由を申し上げます。 

 本案の内容につきましては、資本的収支のうち、工事負担金収入を１，０６

２万５，０００円減額し、資本的収入の計を２億５，８７９万６，０００円と

するものでございます。なお、資本的支出額に対して不足する額も増加するこ

とから、積立金等から補塡する額も改めるものとなります。 

 また、第３条の継続費は、配水管路耐震化事業において、決算額が確定した

ことなどにより、当該年度ごとの年割額を改めるものとなります。 
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 詳細につきましては担当課長に説明させますので、ご審議いただき議決賜り

ますようにお願い申し上げまして、提案理由といたします。 

 

議長  これをもって提案理由の説明を終わります。 

 詳細にわたる説明を所管課長に求めます。川村建設水道課長。 

 

建設水道課長  それでは、議案第１４号令和元年度大木町水道事業会計補正

予算（第４号）について説明いたします。 

 議案書３ページの令和元年度大木町水道事業会計補正予算実施計画書をお開

きください。 

 資本的収入のほうで、１款資本的収入、１項負担金、２目工事負担金、こち

らでマイナス１，０６２万５，０００円の減額補正を計上しております。内容

としては、県道の工事に併せて、配水管の仮設工事を実施する予定だったもの

が、県の工事の遅れによって実施できなくなったことで、当該分で県へ請求す

べき工事負担金相当額を減額するものなどとなっております。 

 戻りまして、１ページの第２条をお願いします。 

 今回の補正予算により、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額、こ

ちらは累計で６，１９２万２，０００円となりますが、減債積立金１，４１２

万４，０００円、建設改良積立金２，０００万円、過年度分損益勘定留保資金

２，７７９万８，０００円をもって補塡することといたしております。 

 最後に２ページをお願いします。 

 平成２７年度より８か年の継続事業として、配水管路耐震化事業を推進して

おりますが、継続費について、平成３０年度の決算額、令和元年度の決算見込

額及び令和２年度の予算額、こちらに対応するよう、年割額をそれぞれ表の補
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正後の額のとおりに改めております。 

 以上で説明を終わります。 

 

議長  所管課長の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

 

    質疑なし 

 

議長  質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。議案第１４号については、会議規則第３８条第３項の規

定によって委員会の付託を省略したいと思います。ご異議ありませんか。 

 

    異議なし 

 

議長  ご異議なしと認めます。したがって、議案第１４号については委員会

の付託を省略することに決定しました。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

    討論なし 

 

議長  討論なしと認めます。 

 お諮りいたします。採決を行いたいと思います。ご異議ありませんか。 

 

    異議なし 
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議長  ご異議なしと認めます。 

 この採決は起立によって行います。日程第１６、議案第１４号令和元年度大

木町水道事業会計補正予算（第４号）については、原案のとおり決定すること

に賛成の方は起立願います。 

 

    起立多数 

 

議長  起立多数です。したがって、議案第１４号本案については、原案のと

おり可決されました。 

 日程第１７、議案第１５号令和２年度大木町一般会計予算についてを議題と

いたします。 

 職員に議案を朗読いたさせます。事務局長。 

 

事務局長  議案第１５号令和２年度大木町一般会計予算。 

 令和２年度大木町一般会計予算は次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算）第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ６１億

７，９００万円と定める。 

 ２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳

出予算」による。 

 （債務負担行為）第２条、地方自治法第２１４条の規定により債務を負担す

る行為をすることができる事項、期間及び限度額は、「第２表債務負担行為」

による。 

 （地方債）第３条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことが
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できる地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、

「第３表地方債」による。 

 （一時借入金）第４条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時

借入金の借入最高額は６億円と定める。 

 （歳出予算の流用）第５条、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定に

より歳出予算の款項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおり

と定める。（１）各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過

不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の款項の間の流用。 

 令和２年３月４日提出、大木町長、境公雄。 

 以上でございます。 

 

議長  職員の朗読を終わります。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。境町長。 

 

境町長  議案第１５号令和２年度大木町一般会計予算についての提案理由を

申し上げます。 

 本案は、令和２年度の大木町一般会計予算について、厳しい財政事情の中、

真に必要な事業への選択と集中をさらに進めた予算編成を行ったものであり、

歳入歳出総額をそれぞれ６１億７，９００万円、前年度当初比４．３％、２億

５，７００万円の増として計上するものでございます。 

 まず、歳入につきましては、町税は全体で前年度当初比０．９％、１，２３

５万円増の１３億７，１９９万４，０００円を計上しております。地方譲与税

は前年度当初比３．４％、２４６万５，０００円増の７，５００万円、各交付

金は地方財政計画の計画値に準じ、計上しております。地方交付税も地方財政
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計画に準じ、前年度当初比１０．３％、１億４，０００万円増の１５億円を計

上しています。国庫支出金は、施設型給付費負担金や障害福祉サービス費等負

担金などにより、前年度当初比２．５％、１，８３８万７，０００円増の７億

６，６９７万４，０００円を計上しております。県支出金は、産地パワーアッ

プ事業補助金、多面的機能支払交付金、施設型給付費負担金等により、前年度

当初比５．６％、３，７４２万８，０００円増の７億１５２万８，０００円を

計上しております。繰入金は財政調整基金から３億１，０００万円、公共施設

整備基金等から１億５２０万円とし、前年度当初比３３．８％減、２億１，１

８０万円減の４億１，５２０万円を計上しております。町債は、各事業に基づ

き、前年度当初比５０．８％、１億９，０６０万円増の５億６，６００万円を

計上しております。 

 町債の発行につきましては、今後も財政規律の確保を念頭に地方交付税の反

映を考慮しつつ、かつ金利情勢も加味した上で適切な範囲での活用を図ってま

いります。 

 なお、自主財源と依存財源の構成比を見ますと、繰入金の大幅な減少、分担

金及び負担金、私立保育料の減少などで、自主財源比率、自主財源３６．５％、

依存財源６３．５％となり、自主財源の割合が前年度当初比で７．９％減少し

ております。 

 次に、歳出予算を目的別に見ますと、議会費、前年度当初比０．７％、５０

万１，０００円増の７，２６３万６，０００円、総務費は前年度当初比２．

９％、２，１６９万８，０００円増の７億７，８５６万６，０００円、民生費

は前年度当初比４．４％、１億６１万２，０００円増の２３億８，８１７万４，

０００円、衛生費は前年度当初比マイナス１．４％、７６６万７，０００円減

の５億４，８７７万９，０００円、農林水産業費は前年度当初比１７．５％、
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８，３８８万２，０００円増の５億６，３２３万８，０００円、商工費は前年

度当初比マイナス２３．４％、３，８７７万８，０００円減の１億２，６６９

万４，０００円、土木費は前年度当初比２７．８％、６，５７８万１，０００

円増の３億２４８万４，０００円、消防費は前年度当初比１．８％、３５０万

２，０００円増の１億９，９０３万３，０００円、教育費は前年度当初比２．

１％、１，４３２万９，０００円増の７億９４５万１，０００円、公債費は前

年度当初比２．８％、１，３１４万円増の４億８，４９４万５，０００円をそ

れぞれ計上しております。 

 また、歳出予算を性質別に見ますと、義務的経費は前年度当初比８．６％、

２億３，７５３万円増の３０億６１２万２，０００円となっております。この

うち人件費は会計年度任用職員制度の導入などに伴い、前年度当初比２１．

６％、２億２６７万４，０００円増の１１億３，９５７万４，０００円、扶助

費は自立支援給付費などの増額により前年度当初比１．６％、２，１８３万４，

０００円増の１３億８，１７２万１，０００円となっています。一般行政経費

は前年度当初比マイナス４．７％、８，８０７万５，０００円減の１７億６，

６４９万９，０００円となっています。このうち物件費は会計年度任用職員制

度の導入などにより、前年度当初比マイナス１５．４％、１億７，５７１万６，

０００円減の９億６，１９４万８，０００円、維持補修費は前年度当初比マイ

ナス６．７％、１９１万９，０００円減の２，６５２万８，０００円となって

おります。補助費等はふるさと納税返礼品などにより前年度当初比１３％、８，

９５６万円増の７億７，８０２万３，０００円となっています。 

 投資的経費は全て普通建設事業費で、前年度当初比１９．２％、１億２，１

８１万３，０００円増の７億５，４８５万円となっております。そのほかの経

費では、出資金等がマイナス１６．８％、２，８１４万６，０００円減の１億
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３，９７６万８，０００円となっております。 

 なお、令和２年度末の基金残高の見込みといたしましては、財政調整基金１

５億８，４００万円、減債基金３億１，５００万円、その他特定目的基金１０

億８，６４４万円、土地開発基金２億７，２７５万円となっています。 

 これらの基金につきましては、令和２年度中も経費削減を徹底し、可能な限

り取崩し額の縮減に努めてまいります。 

 以上が令和２年度一般会計当初予算の概要でございます。 

 詳細につきましては担当課長に説明させますので、ご審議いただき議決賜り

ますようにお願い申し上げまして、提案理由といたします。 

 

議長  これをもって提案理由の説明を終わります。 

 詳細にわたる説明を所管課長に求めます。 

 議案書３１ページ、１款議会費より２款総務費まで順次お願いをいたします。

的場会計課長。 

 

会計課長  それでは、歳出予算から説明いたします。 

 予算書の３１ページ、３２ページをお開きください。 

 １款１項１目議会費７，２６３万６，０００円、前年度と比べ５０万１，０

００円の増となっています。これにつきましては、費用弁償や会議録作成委託

料など議会議員の諸活動に要します経費を計上しています。 

 以下の説明につきましては、新規並びに拡充事業や主なものなどを説明し、

また、人件費につきましては、議員、常勤の特別職及び一般職員、再任用職員

並びに会計年度任用職員の給与及び共済費として１１億４７４万２，０００円

を計上しています。 
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 以降の説明につきましては省略させていただきます。 

 以上でございます。 

 

総務課長  ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、前年度比７３１

万９，０００円減の２億７，４２８万４，０００円を計上しております。減額

の主な内容は、本年度から臨時非常勤職員制度から会計年度任用職員制度に移

行することに伴い、これまで一般管理費で一括計上しておりました臨時非常勤

職員の社会保険料等を配属先の予算科目に移行したことによるものでございま

す。 

 主な予算の内容を、予算説明欄の事業ごとに説明させていただきます。 

 まず、一般管理費として３４ページをお願いいたします。 

 改正地方公務員法の施行による非常勤特別職の見直しに伴い、行政区長の報

償費として２，１２８万３，０００円、シルバー人材センターに委託します庁

舎管理委託料７４４万１，０００円、マイクロバス運転委託料２００万円、公

共施設に設置しておりますＡＥＤの賃借料としまして１４１万７，０００円、

公用車並びに災害時の非常用電源として活用いたします電気自動車１台の購入

費４１１万９，０００円、行政区に対し交付します地域連絡調整推進助成金９

４０万円。 

 ３６ページをお願いいたします。 

 木造戸建住宅耐震改修補助金１８０万円など合計６，９５７万５，０００円

を計上しております。 

 続きまして、職員人材育成事業では、職員のスキルの向上を図るための研修

機関などへの派遣旅費１１５万５，０００円、研修等負担金６８万６，０００

円など合計２４５万８，０００円を計上しております。 
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 続きまして、職員健康対策事業では、職員のストレスチェックや再任用及び

会計年度任用職員の総合健診などの健康診断委託料９２万円や、職員の総合健

診等負担金７１万６，０００円など合計２１５万２，０００円を計上しており

ます。 

 ２目文書広報費、前年度比６万５，０００円増の９２５万９，０００円を計

上しております。 

 ３８ページをお願いいたします。 

 文書広報費では、後納郵便料及び切手、はがきなどの通信運搬費４６５万８，

０００円、例規システムのデータ作成業務委託料及び使用料などを計上してお

ります。 

 以上でございます。 

 

会計課長  ３目財政管理費２８０万６，０００円、前年度と比べ１，０００

円の減となっております。 

 支出の主なものでは、新地方公会計事業における財務書類作成支援業務委託

料２６４万円、前年度と同額でございます。 

 続きまして、４目会計管理費１９９万８，０００円、前年度と比べ２万３，

０００円の減となっております。主なものとしましては、指定金融機関派出所

事務に係る負担金１１０万円を計上しています。 

 以上でございます。 

 

総務課長  ５目財産管理費、前年度比２５６万２，０００円増の４，００５

万２，０００円を計上しております。増額の主な内容は、非常用発電設備点検

委託料や、庁舎等の修繕などに係る工事請負費の増額によるものです。財産管
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理費では、庁舎西別館及び子育て交流センターの電気、水道料などの光熱水費

６０１万２，０００円、非常用発電設備の点検委託料７１５万円、清掃管理委

託料８５８万円。 

 ４０ページをお願いいたします。 

 公有物件借地借上料３７０万円及び庁舎屋上に設置しております消火補給槽

の取り替え並びに西別館南面の塗装工事費３８３万７，０００円など合計３，

９９６万２，０００円を計上しております。 

 また、公共施設マネジメント推進事業として９万円を計上しております。 

 以上でございます。 

 

企画課長  ６目企画費で前年度比６，１３１万６，０００円増の２億１，５

２１万２，０００円をお願いしております。これは、主にふるさと納税事業に

係る寄附者の増加に伴います返礼品代や専門サイトの利用等が増加したことに

よるものでございます。 

 説明欄のほうをご覧いただきたいと思います。 

 以下、事業ごとに説明いたします。 

 企画費では、主に令和３年度から取り組む第６次大木町総合計画の策定に要

するアドバイザーへの謝金が１００万円、費用弁償が１０１万円のほか、久留

米広域市町村圏事務組合負担金１４６万８，０００円をはじめとする各種協議

会負担金、地方バス路線維持補助金３００万円など７１１万８，０００円を計

上しております。 

 次に、情報通信網整備維持管理事業では、主にＩＣＴ基盤整備ケーブル保守

委託料２，１９８万１，０００円や、ＩＣＴ基盤整備使用料として４７２万８，

０００円など、２，７９３万円を計上しております。 
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 続きまして、広報広聴事業でございます。これは、主に広報おおき等の印刷

製本費２４２万２，０００円や、町ホームページのリニューアルを含めた保守

運営委託料３８７万２，０００円のほか、新たな取組といたしまして、町のＰ

Ｒ動画の作成及び地域おこし協力隊員の雇用など情報発信業務委託料として４

６０万円など１，１１８万７，０００円を計上しております。 

 次に、ふるさと納税事業でございます。こちらのほうは３億円を積算基礎額

に、主に寄附者への返礼品料９，０００万円をはじめ、返礼品の送料２，７５

５万８，０００円や専門サイトの利用料３，３００万円のほか、次ページのほ

うをお願いいたします。 

 寄附者への控除証明書の発行や返礼品の発送手配等をクリエイティブおおき

のほうに業務委託をしております。その委託料として１，４３０万円など１億

６，８２７万４，０００円を計上しております。 

 最後に、男女共同参画推進事業では、主に男女共同参画に関する施策等につ

いて意見を伺うための審議会委員報酬６万８，０００円をはじめ、子育てやＤ

Ｖ、セクハラなど女性のあらゆる悩みの相談窓口であるおおき女性ホットライ

ンへの業務委託料３９万６，０００円、男女共同参画に関する学びや活動を支

援する助成金２２万５，０００円など７０万３，０００円を計上しております。 

 以上でございます。 

 

総務課長  ７目公平委員会費、前年度と同額の１万８，０００円を計上して

おります。公平委員会委員３人分の報酬でございます。 

 ８目交通安全対策費、前年度比１６万６，０００円増の２４１万５，０００

円を計上しております。交通安全対策費では大川大木交通安全協会補助金１４

２万９，０００円、高齢者運転免許証自主返納支援助成金６３万円などを計上
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しております。 

 以上でございます。 

 

会計課長  ９目財政調整基金費３５１万１，０００円、前年度と比べ６８万

８，０００円の減となっております。右側説明欄にありますとおり、各基金へ

の積立金及び繰出金を計上しています。 

 以上でございます。 

 

総務課長  １０目情報処理費、前年度比２５６万８，０００円増の５，１４

３万５，０００円を計上しております。増額の主な内容は、総合行政システム

のリプレースに伴うデータ移行プログラム設計開発及びマイナンバーに係る中

間サーバーの更新に伴う委託料並びに負担金が増額するものでございます。 

 情報処理費では、専用及び一般帳票や窓空き封筒の印刷製本費６３０万６，

０００円。 

 ４４ページをお願いいたします。 

 総合行政システム関連機器及びソフトの保守委託料１，４８９万５，０００

円、データ移行プログラムなどの設計開発委託料１，０９８万円、中間サーバ

ーの更新に伴いますＶＰＮ装置導入設定委託料１１０万円、総合行政システム

関連機器及びソフトのリース料として６４０万７，０００円、マイナンバーに

係ります中間サーバーの更新など地方公共団体情報システム機構負担金６２３

万４，０００円などを計上しております。 

 以上でございます。 

 

企画課長  １１目まちづくり活性化推進事業費で前年度比３５１万円減の１，
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９２２万２，０００円をお願いしております。これは、主に花のある町づくり

推進事業、春日つながりサロン運営事業を終了したことなどから減額になった

ものでございます。 

 説明欄のほうをご覧ください。 

 まず、まちづくり活性化推進事業費では、主に一般財団法人ひしのみ国際交

流センター補助金２００万円など２０３万７，０００円を計上しております。 

 次に、土地対策及び景観土地利用計画推進事業では、主に景観土地利用施策

に対する必要な意見を求めるための審議会委員報酬３万６，０００円など６万

２，０００円を計上しております。 

 続きまして、校区・地域コミュニティ推進事業では、主に各校区コミュニテ

ィセンターの光熱水費２０１万円をはじめ、大溝校区コミュニティセンターの

施設賃借料２２４万４，０００円、校区や地域の独自活動を支援する地域づく

り活動支援助成金８６５万７，０００円など１，６０９万１，０００円を計上

しております。 

 次に、都市農村交流事業でございます。 

 次ページのほうをお願いいたします。 

 この事業では、主に本年で１６回目を迎えます、さるこいフェスタの事務を

大莞活性化委員会へ委託する事業推進委託料として８２万５，０００円など９

０万９，０００円を計上しております。 

 最後に、夢あふれるまちづくりプロジェクト推進事業は、まちづくりに寄与

する夢あふれるアイデアを町民の皆様から募集し、夢あふれるまちづくり基金

とふるさと納税寄附金の一部を使って実現していくための事務で、本年度から

新規に実施する事業でございます。主に、提案された事業の選定委員への報償

費４万５，０００円など１２万３，０００円を計上しております。 
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 以上でございます。 

 

総務課長  １３目防災諸費、前年度比６５８万９，０００円減の１，２６６

万４，０００円を計上しております。減額の主な内容は、大木町防災行政無線

のバッテリー交換、アンプ修繕及び新しく災害対策費用の職員時間外勤務手当

や保険料を増額する一方で、防災行政無線戸別受信機購入費や福岡県防災行政

通信ネットワーク設備再整備事業に関する負担金の減額などによるものでござ

います。 

 まず最初に、防災体制推進事業では、新しく災害発生時の職員の時間外手当

や消防団員の費用弁償などを対象とする災害対策費用保険料６５万６，０００

円、戸別受信機購入費用１０４万５，０００円など２２６万３，０００円を計

上しております。 

 自主防災組織育成事業では５万９，０００円を、防災設備等整備管理事業で

は大木町防災行政無線のアンプ修繕料９０万円、操作卓、拡声装置、子局及び

携帯無線機などのバッテリー交換工事費５２８万円など７９３万２，０００円

を計上しております。また、ブロック塀等撤去促進事業では、ブロック塀等撤

去補助金として５５万円を計上しております。 

 １４目安全・安心まちづくり推進事業費、前年度比１５万６，０００円減の

４５５万３，０００円を計上しております。 

 ４８ページをお願いいたします。 

 防犯体制推進事業では、大川・大木地区防犯協会負担金６２万７，０００円

など７８万６，０００円を計上しております。 

 防犯設備整備管理事業では、電柱設置２５か所及び鋼管柱設置４か所、合計

２９か所分のＬＥＤ防犯灯新設工事費として１１０万８，０００円を、防犯灯
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や防犯カメラの修繕料１２８万５，０００円など、合計３７６万７，０００円

を計上しております。 

 以上でございます。 

 

税務町民課長  ２項徴税費、１目税務総務費、前年度対比８７８万３，００

０円減の７，２５３万６，０００円をお願いしております。 

 説明欄をお願いいたします。 

 税務総務費９６３万９，０００円をお願いしております。主なものは、地番

図、家屋図修正業務委託料として２８７万１，０００円、土地評価見直し業務

委託料２２０万円をお願いしております。 

 続きまして、次のページ、４９、５０ページをお開きください。 

 使用料として国税連携・年金特徴システムサービス使用料１２８万１，００

０円をお願いしております。 

 ２目賦課徴収費、前年度対比５５万７，０００円減の８２１万７，０００円

をお願いしております。 

 主な歳出は、役務費、通信運搬費として納税通知書等の郵送料３３６万７，

０００円をお願いするものです。 

 償還金、過誤納金等払戻金として４５０万円をお願いするものでございます。 

 ３項戸籍住民基本台帳費、１目戸籍住民基本台帳費、前年度対比２４０万２，

０００円増額の４，７０６万７，０００円をお願いしています。 

 説明欄をお願いいたします。 

 戸籍費１，２８９万７，０００円をお願いしています。主なものは、戸籍総

合システム保守サービス業務委託料１６５万円。 

 次のページ、５１、５２ページをお願いいたします。 



162 

 戸籍情報システム改修委託料１４９万６，０００円、戸籍付票システム改修

委託料４９２万８，０００円、戸籍総合システムソフト使用料１４５万２，０

００円、戸籍総合システム機器リース料３１０万１，０００円をお願いしてい

ます。 

 マイナンバー関連事務事業８８５万５，０００円をお願いしております。主

なものは、地方公共団体情報システム機構負担金として８４５万２，０００円

をお願いしております。 

 続きまして、４項選挙費、１目選挙管理委員会費、前年度対比同額の４６万

２，０００円をお願いしております。選挙管理委員会の運営に要する経費です。 

 ２目選挙啓発費、前年度対比６万３，０００円増の２５万円をお願いしてい

ます。明るい選挙啓発に要する経費でございます。 

 参議院議員選挙費、県知事・県議選挙費、町議会議員選挙費は廃止科目です。 

 以上です。 

 

企画課長  次のページのほうをお願いいたします。 

 ５項統計調査費、１目統計調査総務費でございます。 

 説明欄中段の統計調査総務費をご覧いただきたいと思います。 

 主に県統計協会の負担金など７，０００円を計上いたしております。 

 続きまして、２目各種統計調査費で前年度比２０３万８，０００円増の４３

０万８，０００円をお願いしております。これは、本年が国勢調査の調査年で

あることから、増額となったものでございます。 

 説明欄の各種統計調査費をご覧いただきたいと思います。 

 １節報酬が、主に国勢調査に係る調査員及び指導員の報酬として３７０万円、

１０節需用費が国勢調査をはじめとする各種調査に係る地図ソフトや複写機、
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トナー代の事務用品代として消耗品費４５万７，０００円など４３０万８，０

００円を計上しております。 

 以上でございます。 

 

会計課長  ６項監査委員費、１目監査委員費８４万５，０００円、前年度と

比べ１，０００円の増となっております。監査委員の活動に要する経費で、主

なものとして、委員報酬５５万６，０００円を計上しています。 

 以上です。 

 

議長  お諮りいたします。本日の会議はこれにて延会したいと思います。ご

異議ありませんか。 

 

    異議なし 

 

議長  ご異議なしと認めます。したがって、本日はこれにて延会することに

決定をいたしました。 

 本日はこれにて延会します。次回は、明日３月５日午前９時３０分にお願い

をいたします。お疲れさまでした。 

 

 

延会    １６時０５分 


